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はじめ  

 

人生の大 の時間をかけ 探求し続け き 研究課題はイ 科雑穀の     と の

伝播を再検討すること  っ  第四紀の植物を研究する目的は 第一  人  霊長 

と分岐し 独自 進 する    植物とどの う 関係を広げ 深め き かを明らか

 すること  る 第二  野生動物とし の人 から 狩猟 採集や漁撈段階の生 技

術（道具）を経  火の使用  る前農耕段階 農耕 園耕段階  ら 農 文明を構築す

る  を考察すること  る 第三  現代の農 の位置づけから 近未来の生命科学や

情報科学を応用する農 の在   つ  考察を試みること  る 第四  これら  

っ 植物学の基礎研究から 生 と農 の歴史を探  雑穀の民族植物学を植物学 人 

学 考古学 言語学 どの 統合の学とし まとめること  っ   

   ぜ 見捨 られ 穀物 orphan crops  る雑穀 millets のか これらは無視 れ

   る は ま 利用 れ     neglected and underutilized species と 呼ば

れ き  しかし 本当  う のだろうかと Swaminathan（2022）は問 直し  る 

インド は 2018年 全国雑穀年を祝賀し インド政府外務省は国際連合 料農 機関 Food 

and Agriculture Organization  国際雑穀年を提案し 2026年 予定 れ  ところ  

国連小農の権利宣言（2018） 国連家族農 の 10 年（2019～2028） 踏ま   国連栄養

行動の 10年（2016～2025）の期間内 入れること し 2023年 前倒し 施し  雑穀 

限らず     植物の在来品  失われ 生物文   性 忘れ去られ  伝統的生 

の知識体系 衰退し  る これらを保全する め  本列島 育まれ き 縄文文 の

生    農耕の伝統 稲  含め  この基層文 を再評価し 継承し  生き物の文明

へと移行する う 提案し    

現在 第四紀人新世    気候変動の進む   人 は 80億人を越   ら 増 し 

 料主権や 料の安全保障 喫緊の課題と っ  るから   る 主穀の 量は 限 

達し       穀物を  し 危険分散し 総生産量を確保する う   ば ら 

   

卒 論文は阪本寧男（国立遺伝学研究所）の指導の      属の花  養  っ 

半数体植物を   染色体レ  のゲノ 分析 寄与すること  っ （1972） 修士論文

は花 毅一（東京教育大学） ト     の分けつ性の生 学的背景を探る う 求め

られ （1974）  の  東京学芸大学 勤務し  ら 研究を進めること  きる う 

   博士論文（京都大学 1980） する め  阪本寧男から与 られ 課題は  年生

植物から一年生植物  か 進 し か 関する生態遺伝学的基礎研究  っ  この課

題と並行し  雑穀のフィ  ド 査を文 人 学のトレ ニングとし 関東山地の村々

 する う 教唆 れ  この   研究  は 生 学や生態遺伝学から出発し  圃

場やガ ス室 の  試験  る 態 質の 変量解析  験室 の糖 色素 DNA  ミ

ノ酸 脂肪酸 ど生体 分の定量分析 どを行っ  同時   本全国 インド亜大陸  

ら ユ    大陸各地 向か  山村の を観察し 何百 の農家 雑穀在来品 の 

 を分け 頂き          や     どの聞き取  査  る 集デ  の

統計解析 どを行っ  す わち 植物学を基礎 し  ら 雑草からイ       メ

  イ  を含め 大 の主 の  植物 関する民族学 文 人 学 考古学 言語学

の研究資料ま を統合することを試み き の  る この め  くの 々の助力を得

 のだ  原則とし  定年退職する直前ま  フィ  ド 査 圃場  試験   び植
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物分析 験ま のすべ を自分自身 一貫し  行し き   

退職 10 年は著述 専念し これま の個別研究資料を用   50 年ほどの研究 果

すべ を統合整 し 穀物の     と伝播 つ  考察し  す わち 科学的分析

から環境学的統合へ志向する  論を 現する事 し の  る これ  っ イ 科植

物の野生採集 前農耕 雑穀の半    し      （植物学的起原）と の伝播経路

（地 学的起源） 次第 見  き   ら 民族植物学を統合学とし 進め 背景と 

っ 農 の起源や都市国の 立    民族の 文  農耕語彙の比較 研究範囲 含め

る う 心 け  しかし  ら 50年 前 行っ 卒 研究から始ま  ま 広範 研

究領域を 含むの  世界   進月歩の研究を踏ま 切れ は   と う限界は る 

時間の許す限  最近の研究 果を追 すること し   研究技術は急速 進み デ 

  細密 し   の時々の研究 果は 去の のと っ  う  見 る  当初の研

究目的 沿っ 組み立  き 研究 果を振 返っ  全体論とし 統合する試みは広 

観点から 将来への希望を提示するの 必要 こと  る  

 っ 50年の研究とは    くの師友や先達 出合  研究の幅を広げ き  ま  

国内外を 査 訪れ   くの自然と くの人々 出合っ  大 は快く受け入れ   

  楽し フィ  ド観察 査や 験研究  き   つ 美し 花々 囲まれ  ご 

 のは植物学者の人生冥利  っ   
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世界の  穀物 

 イ 科の   は少しの例外は る      毒性   の  野生のイ 科植物の

  は穀 とし 採集し   用 供 れ き       フ カの  ン 地帯の

Dactyloctenium aegypticum(一年生) ど 東や南インド の野生イ Oryza rufipogon

（ 年生）や北 メ カ五大湖周辺 の イ ド イス Zizania aquatica（一年生） 

どは  を穀 とし  用 採集 れ  る  本 現在 小面積  ら遺存的    

れ  る雑穀  び近年導入 れ 擬禾穀 を含む  

世界各地     れ 穀物は表 1 示し  う  意外   こと 驚くことだろう 

す  消滅し   る は   途 の   る   植物の集 的 起源地の仮説 つ

  は 去の仮説（ヴァ  フ  尾 阪本 D.Graeber and D.Wengrow 2021） 含め 

論考し 新  仮設を第 5 章 提示する  フ カ     れ 穀物は ほとんど 一

年生の C4植物  る 西南 ジ の   は一年生 C3植物     央 ジ からインド

  び東 ジ  はやは 一年生 C4植物     だし   新  仮設の論拠とし 述

べるの  注意を払わ く は ら  のは ハト   イ   ド  イ ン ブ スス

   年生草本  ること  る  メ カ   一年生 C4植物      ンゴは 年

生草本  る これらはイ 科穀物の   の    生態的 は一年生の生活史をする

 う 農民の人為選択  っ 仕向けられ き  し  っ  ド カンド や 尾 述

べ    う  一年生植物の重要  つ  は明らか  る  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一年生草本の  1 粒 
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表 1. 世界     れ 穀物   

 

 

雑穀は世界各地    れ  る三主要穀物 ン    イ  ト     以外の 

  穀物の総称  る 2022 年の穀物総生産量は約 39 億トン    ト     

（37.7％） イ （25.3％）  ン   （23.3％） 対し  雑穀（13.7％）は約 5億トン

  っ   

雑穀の特徴は 大き   小    （頴果）を沢山付け 主 夏雨型の半  気候 熱

帯ま は亜熱帯の  ン 的 生態条件や温帯 ンス ン気候の地域     れ イ 

科夏 一年生穀   る（阪本 1988） これらの くは第四紀の地球環境の変動 適応し 

進 し き 植物群  近縁雑草との関わ     高 遺伝的変異性や地域固有の適応

学名 和名
主 イン
ド名

染色体数 生活型 植物学的起原 地 学的起源

 フ カ
Sorghum bicolor Moench     jowar 2n=20 (2x) 一年生C4 S. bicolor var. verticilliflorum  フ カ
Pennisetum americanum (L.) Leeke ト ジン  bajra 2n=14 (2x) 一年生C4 P. violaceum  フ カ
Eleusine coracana Gaertn.      ragi 2n=36 (4x) 一年生C4 E. coracana var. africana 東 フ カ
Eragrostis abyssinica Schr. テフ 2n=40(4x) 一年生C4 E. pilosa    ピ 
Digitaria exilis (Kippist) Stapf. フォニ 2n=54(4x) 一年生C4 wild 西 フ カ
Digitaria iburua Stapf. ブ ッ フォニ 一年生C4 wild 西 フ カ
Brachiaria deflexa (Schumach) C.
E. Hubbard

 ニ  フォニ 一年生C4 wild 西 フ カ

Oryza glaberrima Steud.  フ カイ 2n=24(2x) 一年生 Oryza barthii 西 フ カ

ヨ  ッ から ジ 
Digitaria sanguinalis (L.) Scop.   グ ス 一年生C4 ヨ  ッ  インド
Phalaris canariensis L. カ   グ ス 一年生 南ヨ  ッ 

 ジ 
１.西南 ジ 
Avena sativa L.  ン  2n=42(6x) 一年生C3 西南 ジ 
Avena strigosa Schreb. 2n=14(2x) 一年生C3 西南 ジ 
Avena abyssinica Hochst. 2n=28(4x) 一年生C3 西南 ジ 
Avena byzantina C. Koch. 2n=42(6x) 一年生C3 西南 ジ 
Hordeum vulgare L.     jao 2n=14(2x) 一年生C3 H. vulgare ssp. spontaneum 西南 ジ 
Triticum monococcum L. 一粒系   2n=14(2x) 一年生C3 T. monococcum ssp. boeoticum 西南 ジ 

Triticum trugidum L. 二粒系   aja 2n=28(4x) 一年生C3
T. trugidum ssp. dicocoides +
Aegilops speltoides

西南 ジ 

Triticum aestivum L. 普通系   gehun 2n=42(6x) 一年生C3 T. trugidum + A. squarrosa 西南 ジ 
Triticum timopheevi Zhuk.   フェ  系   2n=28(4x) 一年生C3 T. timopheevi ssp. araraticum 西南 ジ 
Triticum zhukovskyi Menabde &
Ericzjan.

ジ  ブ ス  系   2n=42(6x) 一年生C3 西ジョ ジ 

Secale cereale L.  イ  2n=14(2x) 一年生C3 Se. montanum 西南 ジ 
３. 央 ジ 
Setaria italica (L.) P. Beauv.   thenai 2n=18 (2x) 一年生C4 S. italica ssp. viridis  央 ジ ／ 山南麓

Panicum miliaceum L.   cheena
2n=36 (4x),
40  4  
54(6x) 7 (8x)

一年生C4 P. milliaceum ssp. ruderale  央 ジ ／ 山南麓

3.インド
Panicum sumatrense Roth   イ samai 2n=36 (4x) 一年生C4 P. sumatrense ssp. psilopodium インド／デカン高原
Paspalum scrobiculatum L.  ド kodo 2n=40 (4x)  年生C4 wild インド／デカン高原
Echinochloa flumentacea Link. インド  jangora 2n=54 (6x) 一年生C4 E. colona インド／デカン高原
Brachiaria ramosa (L.) Stapf.    korne 一年生C4 wild インド／東ガ ツ

Setaria pumila (Poir.) Roem. &
Schult.

  ティ（ ン ノ  ） kolati
2n=18,36,72
(2x,4x,8x)

一年生C4 wild インド／デカン高原

Digitaria crusiata (Nees) A. Caus  イ ャン raishan 一年生C4 wild インド／カ   ヒ 
4.東南 ジ 

Coix lacryma-jobi var. ma-yuen
(Roman.) Stapf.

ハト  gurya 2n=20 (2x)  年生C4 C. lacryma-jobi var. lacryma-jobi ゾミ 

5. 国
Oryza sativa L. イ dhan 2n=24(2x) 一年生C3 Oryza rufipogon L.  国／珠江
Echinochloa oryzicola Vasing. 2n=36(4x) 一年生C4 wild  国／雲南省／永寧
Podiopogon formosanus Rendl  イ ン ブ スス  年生 wild 台湾

F  opyr    s  l  t  　Moench ソ 2n=16 (2x) 一年生C3 Fagopyrum esculentum ssp. ancestrale
南西 国/ 雲南省／三
江併流

F  opyr   t rt r    　(L.) Gaertn.ダッ ンソ 2n=16 (2x) 一年生C3 Fagopyrum tartaricum ssp. potanini 南西 国/  ット
6. 本
Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno 2n=54(6x) 一年生C4 Echinochloa crus-galli 北 本

 メ カ
Zea mays L. ト     makai 2n=20 一年生C4 Zea mays ssp. mexicana メソ メ カ
Panicum sonorum Beal.   イ 一年生C4 P. hirticaule メ   
Zizania aquatica L.  イ ド イス 2n=30 一年生 wild 北 メ カ カ ダ

Bromus mabgo E. Desv.  ンゴ
一年生／
 年生

wild
南   南  ゼン 
ン

Amaranthus hypocondriacus L. センニン  2n=32, 34 (2x) 一年生C4 A. cruentus (A. hybridus)  ンデス
Amaranthus caudatus L. ヒ ゲイト 2n=32, 34 (2x) 一年生C4 A. cruentus (A. hybridus)  ンデス
Chenopodium quinoa Willd.  ヌ 2n=36 (4x) 一年生C4 C. quinoa ssp. milleanum  ンデス

和名 インド名 代表的 語のみ示し  



8 

 

的 質を維持し  る C3植物  るイ や   と異   雑穀の くは C4植物  半

  地や山地の厳し 環境条件   高 光合 能力   安定し   を  らす  

 は人々  べ 茎 は家畜の飼料とし 植物体全体の生産性は高  小規模家族  る

有畜農耕 とっ は有効 穀物群  る 雑穀は     フ ユ    の厳し 環境

   る各地  主要  料と っ  る  ら  都市民の健康 への関心    高

 機能性 品とし の再評価  需要 増し き  る  

  本    は雑穀とは何か 関し  商 的 と  混乱し  る状況  る  本

書 は表 2  示す狭義の呼称を基本   大し 呼称  らず 定義を明確 し 記述す

る  

 

表 2. 雑穀の語彙の用語  

 

 

ド カンド （1883）は   植物の起原 関する研究  論とし  植物学 主と 

る  考古学 言語学 ど異 っ 手 を併用すること 必要  ると述べ  る 個別

  植物の詳細 記述     一年生植物の重要性 優勢   植物の分 群／科 イ

 科  メ科  ブ  科  ること 農耕 ゆっく と起原し こと ど 重要 事象

を示唆し  る  

 一民族 一つの島か或 は近づくこと 困難 場所 隔離 れ    場合 は 彼等

は 何処かの他の場所 発見 れ 明らか 利益の る或る植物を急速 受け入れ  の

 め 彼等自身の国の平凡  の  を止め しまう 歴史は 小麦 ト       

ツ イ    属の若干     並び  の他の植物 特 一年生植物  歴史時代以

前 広く伝播 れ   ことを示し  る これらの有用 植物 は  っと生産力の少

  或 は れほど気 入られ    植物を土台 し  ちこち   れ 無気力 試

みと競争し  れを 止 しめ  現代     々の国々 は 小麦は大麦 代わ  

ト     はソ や くの  の     好まれ 一 若干の蔬菜又は経済的植物は 

時々遠 から到来し 他の の   っと利益  ることを示し  る め  評判 悪

く っ  ることを我々は知っ  る  

   植物の地 的起原（源）を知る めの最 直接的   の一つは  れ 人間の助

けを受け    如何 る国    自生的  即ち 野生の状態  生育し  るかを

雑穀の呼称の範囲 説明

狭義の呼称
  ン 地域 起原し イ 科の夏生一年生草本    大きく  
数の小  （頴果） つく 例外とし  ハト  と ド は 年生
草本  る 

小粒雑穀
small millets

 記から   の大き ハト        ト ジン  を除く 

広義の呼称
イ 科雑穀   デ科のソ  ダッ ンソ  ヒユ科のセンニン  
   カザ科の ヌ を  る イ 科以外は擬禾穀 と呼ぶ 

 大し 呼称

 ン    イ  ト     の3主穀以外を総称する イ 科 は
      イ    ン    る はイ   赤米 黒米 ど 
 メ科の ョ ト  ど ゴ 科のゴ   ソ科の ゴ  どを含め
る通称  る 
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探し求めること  る 植物学は  植物の起原を推測し 又は検証する め し 誤謬

を避ける めの貴重   を提供し  る  

一年生植物 は  するの 最 容易  る  れらは他の国々の古 時代の    

  重大 役割を演じ    要する    植物 の原始的 分布はきわめ 不規則 

 っ   れは人間の需要と 領域の広 と 一致し   かっ  優勢 植物科は ブ

  科植物  メ科植物とイ 科植物  る 一年生植物 の数は 非常 古くから  

 れ  る 44  対し 22     全体の 50％を占め  る  

 ヴァ  フは くのフィ  ド 査を重  地 的微分   っ  木原均は植物遺伝

学   論の焦点を絞っ    植物の起原地 特    族（連）tribe Triticeae の系

統関係をゲノ 分析  っ 解明 努め   尾佐助（1966 1967）はド カンド の研究

  論を尊重し  大き 構想力    植物の起原と農耕の起源 つ  論考し   

ら   山春平や佐々木高明らとと  照 樹林文 論を展開し     ピ  査 テ

フの料 インジェ  触発 れ     族の系統分 研究から雑穀の研究 関心を深め

 のは阪本寧男（1988）  る 1970 年頃から私は阪本の弟  し  ら   尾の研究

  論 敬意を持ち  ら  本  びインド亜大陸の雑穀の    と    び  

  を 心 研究を深め き   

現代の民族植物学の主 研究分野は 民族生態学 伝統農  認知民族植物学 伝統的植

物科学 古民族植物学  る 応用 れる分野は 経済植物学の範囲とし 農   芸 製

薬 生態学の範囲とし 植生管  生物  性 人 生態学 含まれる ま  環境  環

境学習原論と 践  有意義 示唆を与   る  査研究  は文 人 学 民族学 

 び植物学の応用  る（Cotton2002）  

私は 尾（1966 1967）の 績 は強 敬意を ち 「農耕文 基本複合」を雑穀研究と

環境学習研究の重要概念とし き   彼の一世を風靡し 仮説  る「照 樹林文 論」 

ま 同   柳 国男の「稲 単一民族説」から刷 込みをうけ   う 意思し き  

私 雑穀 関する最初の論文を人 学雑誌 投稿する め  老師阪本 原稿を校閲し 

  だ  際  彼から他者の仮説を基 論述を進める と強く指摘 れ  権威の説を

鵜呑み し    流行 沿わず 地道  っ   自ら得 事   っ 論考すること

を肝 銘じ  民族植物学 自然科学的研究手 をとるの ら 現地 査 自ら 農夫 

ちから聞きと  農耕地 現物を観察することこ 重要     ら  の地域の自然環

境や社会環境の  経験し こと   び 集し  く 標本    資料を用    

試験や生物 験を行  これら  っ 得 デ  と 農地や農家 の観察事  基づ 

 分析 解析し  本書の論考を進め    

 ら    植物の起原と伝播の研究は 現代の地 的空間 のみ展開 れ  るの 

は く  去からの歴史的時間 背景  る この め  考古学や言語学の分野 蓄積

 れ き 資料を援用  ば ら   私 研究専念期間を得  イ  スのケント大学

 滞在し 王立   植物園  ンドン大学 ケンブ ッジ大学を訪問し のは主 考古

学分野の研究者 会  意見を聞き 文献資料を得る め  っ   

考古遺跡から出土し    る は古文書の記録 残ら  雑穀の くは民族学 文 

人 学の 査資料を集積し  起原と伝播経路を 推する す わち   植物の伝播は

農耕文 基本複合「  から胃袋ま 」（ 尾 1966） か らず伴うの  これま 述べ 

き     や           文  農耕儀礼 どから 文 誌を比較し 地 

的起源と伝播経路を考 るの  る  と ば 穀物の糯性品 は東 ジ  分布 特定
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 れるの  東南 ジ から北 し  国 東 向かっ  本 伝播し   西 は向か

わ かっ か  味 合わず 途  消  と考 られ インド亜大陸 は到達し かっ

   ンはヨ  ッ から ン   （普通系   ）の   品とし 東  伝播し  

飯は東から南や西   ピ フは 央 ジ から周辺 イ の料  とし 伝播し  ト

     は  ンブスの新大陸への 陸以降 旧大陸 伝播し の  ヨ  ッ   

 フ カ  雑穀 とっ 代わっ  ポレン や ガ の う 伝統料 の新 材とし 

利用 れる う  っ      技術の  を注意深く検討し  新旧の変   を考

  く は ら    

ヨ  ッ   ける一粒系    二粒系   から ン    主 物 変遷する 

  同じ う こと   量の  穀物を持っ   戦争 勝利し 支配者    先 

   れ   穀物を「差別 迫害」する構図  る とは   厳し 地域環境 適応し

 在来穀物は先住民族 生き残る め 必要  るの  消 去ることは く何千年  

  れ続けられ き  ジョンソン（Johonson 1992） 言う う  勝利者の穀物（  

  イ  ト     ）と生存者の穀物（雑穀）    現  はどちら と  重要 

 る  

ここ 用語  関し 注意をし  き   特定の祖先 origin 人と関わる    

 を経   植物 domesticated plant   るの  厳密 は起原と表記する(  1975) 

一   生   る農耕 farming は複数の文 的事象 関わるの 起源 resources と表記

する 農 agriculture は産   るの  長期 わ る伝統的 農耕とは用語内容を区

別する  述する う 都市国と共時的 農 革命 起こっ の  っ  農耕から農 

への移行は数千年をかけ の移行  るから 農耕革命との表現は不適当  る  

 

 査研究の手順 

  植物の起原 関する研究はド カンド やフレイザ の う  膨大 書籍から関

連記述を抽出し 演繹的 推論をまとめる  論 は く ヴァ  フや木原はフィ  

ド 査や植物 験  っ 帰納的 論考する  論を採っ   ら  阪本らはフィ  

ド 査  集し   植物と の近縁 の くの系統を 験素材 し  生態遺伝学的 

 験を進め    

 尾（1967）  れば  フ カの  ン 地帯 は 次の う と   くのイ 科

野生  採集し  用と れ  る Aristida属 1  Becheropsis 属 1  

Brachiaria 属 4  Cenchrus 属 2  Dactyloctenum 属 1  Digitaria 属 1  

Echinochloa 属 3   Eleusine 属 1  Eragrostis 属 2  Eriochloa 属 1  

Hypharrhenia 属 1   Latipes 属 1   Loudetia 属 1   Oryza 属 1  Panicum 属 3

  Paspalum 属 1   Penisetum 属 1  1 Saccolepis 属 1  Setaria 属 2   

Sorghum 属 1  Sporobolus 属 1  Urochloa 属 2  合計 33   る これらは草

原や湿地の主要 構    る  大 は 年生草本  る しかし  ら   ン 地

帯 は一年生草本 含まれ    これら一年生草本の穀 の採集段階から前農耕 始ま

っ  移植 どの管   ら 除草や耕起 ど保護管   わ 半  段階を経  一年

間の定期的 播 や      整  れる う  れば農耕段階  っ と言  う 

イ 科の 年生草本は野生穀物とし     採集 れ  る  大 は     を 

途 止め  る  と ば Setaria 属は フ カ 35  の 年生草本  る  これ

らは    れる 至ら かっ   尾 言う う 一年生草本の重要  明確 確認 



11 

 

きる  

  こ  一年生植物  年生植物からどの う 進 し き かを明らか する め  

基礎研究とし 同属近縁  一年生と 年生を有する研究素材を牧野植物図鑑 ど  抽

出し 一覧表を  し  この から  ゴケ属 Mazus   ツケ  属 Cardamine イヌ

ガ  属 Roripa  イ  属 Secale を研究素材とし 選んだ      年生のカ ジグ

 属 Agropyron ジ  ダ 属 Coix イ 属 Oryza  ど 生態的 一年生 する 態を比

較する め 選んだ  ら  本題のインド亜大陸の雑穀 の比較を行っ   態  び

生態的 質 生体 分の分析比較と 人為交雑  る諸 質の遺伝的 分析 どを行っ  

 の時々  ける新   験分析手 を学び  の個体群から分 レ  ま の 験研究

を行っ    

 

農山村の文 人 学フィ  ド 査 

 基礎植物学     フィ  ド 査を行っ  雑穀 は主 国内外の渓谷 山麓の 

    伝統的 農耕民や先住民  っ  ま     れ  るの  直接訪問し  

               どを 際 現場  くの農民 解説を受け 聞き取  

査を 施   を分譲し  ら  保存と試験研究 用   フィ  ド 査は主  本

全域 インド亜大陸  央ユ        行っ  文 人 学の 査の う 一地域

 定着し  査を行うの は く 広範囲を自動車 ど 移動し  ら 現地の農 研究

機関の助力を得  農耕地を観察し  ら 数百人の農民から直接   の分譲を受け  

農耕 関する知識を学ぶと う  を採っ   

 

インド亜大陸  ける農山村のフィ  ド 査 

インド亜大陸 は 1983 年から 2001 年 かけ 延べ 2 年間ほど 6 回の野外 査を行っ

 （図 1） 主 は ヒ  ヤ山脈南麓 デカン高原 東 西ガ ツ山脈 どの雑穀  地

域  る  査は全インド雑穀改良計画 インド農 研究会議 ICAR の植物資源局   ス

 ン国立農 研究セン  との共同研究とし  現地の研究員の 々と一緒  施し  

    は自動車  っ  査旅行をし   都市間の長距離移動は飛行機 列車  ス

 どを乗 継 だ  

東インドの  ッ 州 Orissa (1987, 2001)   び南インドのカ   カ州 Karnataka

と ンド  プ デ  州 Andhra Pradesh (1985, 1996, 2001)    は集 的 野外

 査を行っ    ッ 州はス  ダを拠点  カ   カ州と ンド  プ デ  州

境地域は ンガ   を拠点 し 自動車を用  現地の野外 査を行っ   
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図 1. 雑穀  の野外 査  ト 

 

 本  び近隣諸国の雑穀の農耕文 複合 つ  の資料は大 整 し   ェッブ 

イト 公開し  る この国は 江兆民 言う う  大 の学問は輸入品 海外の書籍

の翻訳 主要 仕事の うだ  くの言語を使用することは凡人 は難し から 翻訳は

大         だ 文脈的 納得 き  場合は原書を読み直す必要  る しか

し  本の書籍 翻訳家 外国語 翻訳 れることはごく稀  るの  自ら外国語 書

か ければ 読ん は ら    この め  研究論文は きるだけ英語 書  き   

  尾佐助の構想力（思 付き）と阪本寧男の独行性（旋毛曲 ） 導かれ  爾来 55

年ほどの自由彷徨 基づく 験研究 フィ  ド 査 どを行っ き  インド亜大陸各

地  けるフィ  ド 査は 1983 年から 2001 年ま  東京女 大学 京都大学 東京学

芸大学 どの学術 査隊や文部科学省在外研究員とし インドの ンガ     る農科

大学の全インド雑穀改良計画ほか国立植物遺伝資源局や各州の農 研究機関の協力の  

山麓丘陵地や半  地域     施し   ら  文部科学省在外研究員とし  関連

文献や腊 標本の 査は 2005 年から 2006 年ま  イ  スのケント大学  び王立植物

園        施し      本全国  びユ    各地のフィ  ド 査  

施し き   本書 はインド亜大陸 焦点を当 る 退職  は 研究をまとめる め

  2014年から 2020年ま  東京外国語大学 ジ   フ カ言語文 研究所のフェ  

 し   だき インド亜大陸の歴史を学んだ  

 

第四紀  ける植物と人 の考古学 

 直接  石や考古遺跡のフィ  ド 査や分析はし     各地域の博物館展示や遺

跡の訪問 見学は心し  行し      考古学書籍 文献を読み  本とイ  スの考

古学者を訪問し 直接教 を受け   
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関連の 名の比較言語学 

 現地語を習う機会を つ う し き    ま   くの言語 使用 れ   フィ

  ド 査 は英語を共通語とし  二重 三重 通訳を介する場合  っ  主   

              関し 聞き取  査を行  穀物名   名 どは英字表

記 書   らっ    は 堂のメニ  の記述 書籍の記述 確認をし   本人の

フィ  ド 査 は限界  るの  これ以 の 査研究は現地の研究者   行われる

ことを願    言語／農耕伝播仮説 Bellwood and Renfrew (2002)ら    言語学

     考古学や遺伝学をつ げ 広く議論 進められる う    大野（2000 2004）

や Southworth（2005）らの言語分析を参照し  これら     尾（1967）の論考を雑

穀 心 再検討し   

 

生物文   性の保全活動 

 短 研究人生の範囲  雑穀の     の研究  っ  生物  性と人間の文 を

一体の事物とし 継承する重要性を考 る 至っ  Vandana Shiva（1993）の『 神の

 ノカ  ャ 』  ける 生物文   性を衰退  ること  神の虚弱 繋 っ  

ると う論考は示唆的  る この め  農民から分譲を受け  集し 在来品 の 

 は現地 無く っ 場合 植物と人々の博物館の活動とし 返還する う し き  

ま 雑穀街道普及会の世界遺産申請活動 雑穀  講習会 環境学習セミ   どを行っ

 き  生物  性条約締約国会議（2010） は CBD 市民 ット   ／  と人々の未

来  部会とし  提言を行っ   の翌年（2011） 東 本大地震 起こ  福島の原 

力発電所 崩壊し  放射性物質 東京  飛散し  この め 急遽  集 保存し  

 在来品 の   約 1万系統をイ  スの王立   植物園 移管し   

 人生の大半を雑穀の研究と保存 普及  ごし   世間 は広く認知 れること ほ

とんど かっ  環境学習 践研究 同   っ   本人  神  ノカ  ャ   

  ほとんど 自給農耕者とし の誇 を失  寄生する暮らし 沈溺し しまっ   

スメディ  載ることを極力避け き    の  ばか  は く 見捨 られ 雑穀

の研究はこの国 は やは 関心は持 れ かっ ばか か 根強 偏見 農山村地域 

      保全普及活動は び重  排除 れ   つの時代 自然災害や人為災害 

備    料の安全は生活の第一条件  る  この国は金 すべ   る う 世間 

 っ  る この国 はす  希望を繋ぐ地道 生活  の提案は余計 こと  っ   

 しかし  れ  家族の め  地域社会やこの国の希望の め    深く考 直し

 ほし  素のままの美し 暮らし つ    る 終生の 付き合 を  だ  少数

の聡明 農民や新  農民とし 生きることを選んだ人々は る 平穏  素のままの美

し 暮らし  きれば 充分 幸   る  

 

 

 

 

 

 

第 2章 第四紀  ける植物の進  
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  植物の祖先 の確定 は 大 関心 払われる   か 人間 植物との関係  

っ     を進め き のか  の   は ま 関心 向けられ こ かっ   こ

  まず      を具体的 明らか する め  重要  質  る生活型や繁殖 

式 関する基礎植物学の 査や 験を行っ  イ 科穀物 限らず  くつかの属の生活

型（一年生） 繁殖 式（自殖性）を主課題 し 生態 査から交配 験や分 レ  の 

分の分析ま 行っ  生態遺伝学的特性を比較し   の 果から  くつかの顕著 事

例を次 紹介する  

 

一年生植物と 年生植物の比較生態遺伝学 

一年生植物の進 の 態を研究すること   植物の起原を解き明かすこと 重要 意

義を有し  ることを ド カンド （1883）や 尾（1967）は示唆し   の  る 彼

らの卓見は 1974 年頃  阪本 私 与  博士論文の課題「 年生植物から一年生植物

 どの う 進 し き か」を生態遺伝学的視点からの比較研究（Kimata1980）するこ

と つ  っ   こと     っ 明確  っ   の の研究 含め  ド カン

ド  言う純粋植物学の基礎事 は植物の     と伝播 関する仮設 重要 植物学

的 論拠を与   る  

図 2  示す う  植物の進 を見ると 草本植物は新第三紀  っ から 年生草本

とし 出現し  C4光合 経路を つ植物は第三紀 700 万年前  の  第四紀  っ  

厳し 気候変動の合間  寒冷 暑熱    どの生育 不適切 季節を   休眠し 

生存する一年生草本 出現し き  植物の繁殖 式は環境の変動 対応し  ら著しく

   し き  このころ は人 の祖先 出現し  る ま  草原 適応する集団性

の動物 現れ き   

 年生草本 I は他殖性 自家不和合 自個体だけ は  を ること  き     

   年生草本 IIは他殖性  る は単為生殖  きる  年生草本 IIIは単為生殖のみ

する  年生草本 IV は他殖性 自家和合の自殖性  る これから一年生草本 進 し 

基本は自殖性  る  他殖 可能     くの  生産を可能とし   

一年生草本と 年生草本の一般的特徴の比較を表 3  示す  だし 植物は ごと 著

しく   特性を っ  るの   の特徴を容易 一般 は き    

 本    れ  るイ 科雑穀 6     

   ヒ             ハト   
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大まか 見  一年生植物は自殖性    花は小 く  っぽく  の数は く 小

    の生産 著しく   自殖性は遺伝的変異を減ずる  染色体の倍数性を高める

ことは変異の  性を保存する 生育場所は自然や人間  る攪乱 起こ やす 場所 

進入する 自殖性は先駆 と ることを担保し  る 光合 は C4 経路を つ   く 

     分配は    く向けられる 表現型の可塑性は高く 環境条件     態

を変 ること  きる これらの特徴は         有効 働く  

これ 対し  年生草本は対照的 特徴を っ  る  年生草本は他殖性   繁殖

のほか 栄養繁殖を合わ   ち 2 倍体 C3植物    同属内  間雑 を る事例

は少     年生は一年生 対し 遺伝的 顕性  ることとは交雑 験 明示 き  

イ  ハト    ドは植物学的 は 年生  回繁殖  きる 野生型は 年生  る

の            生態的一年生    の非 粒性 人為選択 れ のだ  

一年生草本と 年生草本の一般的特徴の比較を表 3  示す  だし 植物は ごと 著

しく   特性を っ  るの  重  記す   の特徴を容易 一般 は き   

  植物 特 穀物の特性とし 重要  質は ①繁殖 式 自殖 他殖 栄養繁殖 ② 

 の イ  粒数 ③光合 生産 C4か C3 ④     分配 ど  る 穀物 一年生

の生活史をとることは 料と る  生産量 大きく関わっ  る  

一年生草本と 年生草本を大まか 比較すると 一年生草本はごく例外的 閉鎖花を 

る 以外はほとんど無性繁殖 ず 有性繁殖 花は小 く   ど薄 色  く咲き  

 か は自家受 の め花 量は少   他家受  する  主 自殖性 の    は

小粒  く 1個体から 大き 個体群を  すること  きる 自殖性は遺伝変異を低 

  る  倍数性の高 は遺伝的変異の蓄積  る ち み  イ の自家受 率はほぼ

100％  る ト     は雌雄同株  る 風媒花 自家受 率は 5％ 度 ハト  

やト ジン  は雌蕊先熟  他家受 する      は自殖性  る 一   果樹

や ブ  科野菜 どは自家不和合性    自家の花  は受  き  （他家受 ）

の      き    

一年生草本は C4光合 植物  く 生産物の     分配は      一年生草本

の生育地は  ン や地 海性気候 どの季節的半  地帯 人間の居住地 ど 攪乱 

れ易  生育環境 不安定 場所  る   ン 気候 は夏生の一年生 優占し  く

の雑穀     れ   ン 農耕文 を構 し  地 海気候 は冬生の一年生 優占

し 麦      れ  地 海農耕文 を構 し   ら  都市環境 適応し  個体

とし は一年 開花 結   枯死する  個体群とし は年間存在するト  ハゼ  

 ツケ   スカ  ゴ   ど通年生一年草  る  

 年生草本は樹林地 湿地帯 どの攪乱 れること 少  場所  る  年生草本は

栄養繁殖と有性繁殖をする 有性繁殖 は主 虫媒や風媒   他家受 をするの 花 

数は く 花は少 く  大きく 色彩豊か  る 自家不和合 の     2倍体  

く   は大き   の数は少    
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図 2. 草本植物の系統進    

 

大まか 見  一年生植物は自殖性    花は小 く  っぽく  の数は く 小

    の生産 著しく   自殖性は遺伝的変異を減ずる  染色体の倍数性を高める

ことは変異の  性を保存する 生育場所は自然や人間  る攪乱 起こ やす 場所 

雑草とし 侵入する 自殖性は先駆 と ることを担保し  る 光合 は C4経路を つ

   く      分配は    く向けられる 表現型の可塑性は高く 環境条件 

    態を変 ること  きる これらの特徴は         有効 働く  

これ 対し  年生草本は対照的 特徴を っ  る  年生草本は他殖性   繁殖

のほか 栄養繁殖を合わ   ち 2 倍体 C3植物    同属内   間雑 を る事

例は少     年生は一年生 対し 遺伝的 顕性  ることとは 述するイヌガ  

属や イ  属の交雑 験 明示 き  イ  ハト    ドは植物学的 は 年生 

 回繁殖  きる 野生型は 年生  るの            生態的一年生  

  粒性 人為選択 れ 一年生穀物とし    れ  る  年生雑草カ ジグ の 

 適応雑草   イプ早生型は本来 年生植物  る     進入し 稲 の   適

応し  め 夏季の高温 耐 きれず  株は湛 土  腐敗するの     しか繁殖

 き   す わち    は一年生とし の生活環を送っ  るの  る（Kimata and 

Sakamoto 1982） イ やハト  （Kimata and Nakagome 1982）は本来  年生植物  

る 寒冷地 は株は枯死するの  一年生とし 生活し  る こうし 生態 つ  は

 験  っ 検証し ければ明確  き    

 

 

 

 

 

 

 

草本植物の進 地球の内陸地域  ける冬季寒冷 夏季     っ  
イ 科植物の草原  き  集団性動物 来る
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表 3. 一年生草本と 年生草本の特徴の比較 

 

 

C3植物とはカ  ン回路だけ 光合 炭素同 をする植物  最初の光合 産物 3 炭

素 合物（3-ホスホグ セ ン酸）  る イ      ダイ       ど くの植

物 含まれ  る C4植物とは二酸 炭素の初期固定を C4ジカ  ン酸回路 行    

  カ  ン酸回路を働か 炭素同 を完結する植物  る  ト    ど熱帯 亜熱

帯のイ 科 カヤツ グ 科 ヒユ科  カザ科 ど 20 科 1200   報告 れ  る C4

植物の光合 速度は C3 植物  高く ま  利用効率や窒素利用効率 高 

（https://www.jaicaf.or.jp）  

 本  ける雑草の生活型 つ  は表 3  示し 比較し  る 史前帰 植物 含め

  本の在来雑草は  年生 と一年生 は れぞれ 4 割前   る  帰 雑草は 年

生   一年生 の  2 倍以   （笠原 1974） 一年生草本 夏生   のは稲 随

伴雑草    二年生（冬生一年生）は麦 随伴雑草  ら  新  侵入し 生育場所を

獲得し 帰 雑草と る は一年生草本 有利  ると仮設 きる  

イ 科穀物の祖先 や近縁野生 は私 ちの身近 雑草とし 生育し  る  と ば 

 ノ  グ Setaria viridis は  S. italica の祖先   両 間 は雑   きる 

 ン ノ  S. pumilaはインド起原雑穀の  ティ S. pumilaの祖先   る ジ  

ダ Coix lacryma-jobi subsp. lacryma-jobi はハト  の C.lacryma-jobi subsp. ma-

yuenの祖先   雑   きる  

      有力 示唆を与 る う   くつかの興味深 事例を紹介する 一年生

植物と 年生植物の比較生態遺伝学 関する研究目的の め  研究材料とし  同属内

 草本系の 年生 と一年生 を有する分 群を牧野植物図鑑 どから抜粋し 研究対象

 ストを  し （表 4） この ストから選んだのは ゴ ノハグ 科  ゴケ属  ブ

  科  ツケ  属とイヌガ  属 イ 科  属   属 ジ  ダ 属 ど  る 

この他  イ 科   族 ニ   属 ト     属 ど  る 同属内の 年生 

と一年生 の植物学的 質 関し 比較し ま  他属の事例と 比較すること し  

生態遺伝学的 比較研究の 果の一部を摘要する  

特徴 一年生草本  年生草本

花 小        大き  彩  少  

受 自家受  他家 する 他家受  虫媒 風媒

花 数 少    

無性繁殖 し  栄養繁殖

  小     大き  少  

染色体倍数性 倍数性高  倍体   

生育場所 攪乱 れる 安定し  る

光合 C4   C3   

     分配      栄養繁殖体 貯蔵器官   

表現型可塑性
高  環境悪くと  小  個体 
   を る 環境 良ければ大き
く     生産  く る 

低 

生活型 遺伝的 潜性 遺伝的 顕性  くの 質 関与

https://www.jaicaf.or.jp/
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表 4.  本の雑草の生活型  

 

 

ゴ ノハグ 科  ゴケ属雑草の生活史 

 ゴ ノハグ 科 Scrophulariaceae は 210属 3,000   世界的 分布し  る   ゴケ

属 Mazus は世界 10    本 3   生育し  る（佐竹 1964） ト  ハゼ Mazus 

japonicus（Thunb.）O. Kuntze は 華区系の フガニス ン  国から 本 ま  温帯 

熱帯 広く分布する一年生雑草  る  メ カ合衆国の東海岸地   ト  ハゼは 100

年ほど前        ゴケ M. miquelii Makinoは 50年ほど前 帰 し  る  広

域分布 つ  はまだ くわかっ    （Michener 私信 1977） 一        ゴ

ケは 国 部から 本の北海道南部 分布する 年生雑草  る セイ カ  ゴケ M. 

faurei Bon.は九州南部 沖縄 台湾 分布すると れる （北村 村 1964） 私は鹿児

島県 宮崎県  び沖縄県 は見つけることは き かっ   

 

雑草の進  関する諸特徴は Baker(1974)  っ 詳細 記述 れ  る 雑草性植物

の くは自殖性の一年生草本     れぞれの   地 庭地や路傍の う 人為的 

攪乱 れやす 生育場所 適応する独特 生活史戦略を っ  る 研究対象 の生活史

を明瞭 する め   れぞれの特徴（媒介変数 parameter） 特  寿命（一年生か 年

生） 繁殖 式   生産   び栄養繁殖 どを研究する必要  る（Kawano 1984） 

Stebbins(1958)は自殖性の一年生草本 近縁の他殖性の 年生草本から出自し と記し 

 る 生活史の比較研究は この進    起き 遺伝的変  関する有用 情報を提供

する  国 分布する  ゴケ属植物は 冬生一年生草本から変容し 通年生一年生草本

  るト  ハゼを例外とし  すべ の  冬季 生育し 春季から初夏 開花する 

年生草本  る（Beijing Institute of Botany 1975）  

研究は 進月歩 の  私の  ゴケ属の研究は 1990 年頃ま  終      去  

かのぼっ  学名を修正すると混乱するの  本章 の科分 や 名は のまま し  

く ち み ト  ハゼの学名 Mazus japonicus は M. pumilus (Burm.f) Steenis  用 

られる う  っ   本 は 4  分布し      ゴケ M. miquelii の他 ヒメ 

 ゴケ M. goodcnifolius (Hornem.) Pennell ま  意外 こと   本 新固有 カ 

セミソ Mazus quadriprotuberans N. Yonezawa  1998 年 極限定 れ 京都御苑の芝生

地のみ 発見 れ  る  

 一年生草本の生活環 は二つのカテゴ    る 第一カテゴ  は 1 回結 性  開

花 結   一年以内 すっか 終わる生活環を ち 生 的  本来的意味 の一年生

草本  る 第二カテゴ  は潜在的 は不確定 寿命の生活環を ち 通常は降霜  

  どの自然事象 る は農耕  除草 どの人為  っ 一年以内 消滅する 生態的

生活型 在来種 帰化雑草 合計
一年生草本（夏生） 131 (29.8%) 33 (7.5%) 164 (37.2%)
二年生草本（冬生） 32 (7.3%) 24 (5.5%) 56 (12.7%)
一年生／二年生草本 13 (3.0%) 11 (2.5%) 24 (5.5%)
多年生草本 165 (37.5%) 27 (6.1%) 192 (43.6%)
多年生／一年生草本 2 (0.5%) 1 (0.2%) 3 (0.7%)
木本 1 (0.2%) 0 (0%) 1 (0.2%)
合計 344 (78.2%) 96 (21.8%) 440
笠原　1974
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一年年草本  る 言 換 れば 第二カテゴ  は潜在的 年生草本  環境条件 良

ければ 一年以 生存する 回結 性  る（Harper 1977）  

  ら  本来の一年生草本 は三つの イプ 冬生一年生（二年草 越年草） 夏生一年

生   び通年生一年生  る  と ば     は 6月から 11 月ま 生育する典型的

 夏生一年生草本   イヌノフグ は 9 月から翌年 6 月ま 生育する典型的 冬生一年

草  る これら 2   比べ  ト  ハゼの個別は一年以内 生 的 枯死するの 一

年草  る は違     この の個体群は年間を通じ 生態的 存続する 本来 冬

生  っ   夏  生育する う    休眠性を弱め 順 し の  る これ  

  通年生一年生草本と う新  概念を定義すること し の  る（Kimata and 

Sakamoto 1979）  

 ト  ハゼは新     生育場所 移住する    早熟 弱   休眠性 夏季の

高温耐性を獲得し き   の結果とし  農耕地の う 適当 生育場所 見られる 

う  っ  この生育場所は 農夫  る定期的 農  攪乱を好機 変  好光性発芽

し 偶発的 除草を運 く避けること  き 場合 は 土壌 肥沃 競争 は少   

ど  っ  生き残っ 個体 はむしろ良好 生長 可能と る ま  小型 早熟故  

攪乱を避ける可能性  る  ら  未熟  は一次休眠 弱く 冬季以外は容易 発芽

する  

 第 1 段階  初夏 発芽し ト  ハゼの個体群は 陰の湿気の有る生育場所 侵入す

る 次第 夏季の高温耐性を つ個体を増し   ら   し 攪乱環境 侵入する ト

  ハゼの表現型の可塑性は著しく高   遺伝的変異性は主 自殖性故  る 度の制

限を受け は る 通年生一年草本  るト  ハゼは Grime(1979)  っ 提示 れ 

典型的 人里植物 ruderals（低ストレス／高攪乱）の戦略を第一次的 とっ  る農耕地

雑草  る 生活史 デ （図 3  び表 5） まとめ  う  個体群とし の長 生育

期間    生育場所を占有する colonizer とし    びまれ  ら他家受  行  

高 倍数性  ることから  一般目的遺伝 型 general purpose genotype (Baker 1965)

と関連する生活史戦略 帰結し  る   

       ゴケはむしろ安定的 稲   の畦畔（ 量の土壌栄養と 分 低 環境

攪乱）     走出枝 栄養繁殖し    母株個体は走出枝と ミ トを  し  

 枯死する 自然集団 は栄養繁殖体 ミ ト     虫媒他殖性  る  繁殖 遺

伝的  性は担保 れ  る  際        ゴケは花冠の色 蜜標の   ン 

茎の毛 どの諸 質の   を見ると 著し 遺伝的  性 保持 れ  ると認められ

る  

同所的 生育地  けるト  ハゼと      ゴケの個体群動態の明瞭 差異は 

自殖性一年生草本と他殖性 年生草本の繁殖戦略の特性を示し  る これらの  ゴケ

属 2 の比較研究    イ 科穀物の          参照 きる重要 基本特性 

生活型と繁殖 式 関する生態遺伝学的 基礎 明確  っ   
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表 5.   ゴケ属の生活環の比較 

 

 

 

 

 

 

 ブ  科  ツケ  属雑草の生活史 

 

  ブ  科は主とし 北半球の冷涼地 分布する 350 属 2500  から る大き 科 

 る 4 強雄蕊 十字 花冠 2 心皮 果 は偽隔壁を残し 2 片 裂開する特徴  る 

 本   私 ち 研究材料とし イヌガ  属や  ツケ  属の他 11属 帰 し 

6属  る  ブ  属やダイ ン属 は    れ 野菜 香辛料 花卉 染料とし 利

用 れ  る      本 は  ツケ  属 Cardamineは 15 生育し  る  近年

帰 し    る 世界 は約 130  分布し  る（佐竹 1964）  

 本 生育する各 の生育分布は 身近 路傍や農耕地から山間 高山 ま 及ん  

る 主 用  4  1 亜 の生育分布は次のと    る   ツケ  Cardamine 

flexuosa With.（syn. C. occulta Hornem.）は北半球の温帯や暖帯の  や路傍 広く

分布し この亜     ツケ  C.flexuosa ssp.fallax O.E.Schulzは 本 朝鮮半島 

千島 樺太  ホ ツ 海沿岸 カ  ャッカ ど 分布し  る ジャニンジン C. 

impatiens L.は東 ジ から     ヨ  ッ の温帯 亜熱帯の山間の木蔭 生育し

種名 春季 開花期 夏季 秋季 冬季 生活型

トキワハゼ ロゼット生長、抽苔 冬型開花・結実・枯死 種子発芽 冬型越冬ロゼット

ムラサキサギゴケ ロゼット生長、抽苔 開花・結実 走出枝伸長、ラミート増殖 ロゼット形成、種子発芽 越冬ロゼット 多年生草本

通年生一年草本
種子発芽、夏型成長、開花結実・枯死

  散布

発芽

  散布

発芽

  散布
発芽

  散布

               

              
   

        

図 3. ト  ハゼと      ゴケの生活史の デ  
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  る      ツケ  C. scutata Thunb.は 本 朝鮮半島 千島 樺太  ホ ツ

 海沿岸  ス   カ  ャッカ どの暖温帯の谷間の畔 生育分布し  る ミ  

ガ  C. lyrata Bungeは 本の関東以西 朝鮮半島  国 東    の暖温帯の湿地

 生育分布し  る(北村 村 1961)    帰 雑草ミ   ツケ  C. hirsute L.

は 本 の分布を広げ  る  

 年生草本から進 し き 一年生雑草の 2 カテゴ  と 3  イプ つ   ら 明ら

か すること し  カテゴ  1は厳密 意味 の一年生草本  生殖 長し 開花 結

   枯死する カテゴ  2は農耕 ど人為的環境  は一年生  る  本来の環境条

件 は 年生草本    開花 結    休眠 芽    枯死することは    イ

プ 1 は初夏 発芽し 秋頃 は開花 結 し 枯死する夏生一年草  イプ 2 は秋 発芽

し 翌初夏頃 は開花 結 し 枯死する冬生一年草   び イプ 3 は 本来は冬性一

年草  る  結    ま 休眠 ず  すぐ 発芽し 夏生とし 高冷地 の   

平地の園芸用ガ ス室 ど 侵入し 生育し  る通年性一年草のこと  る 3  イプ

と 厳密 意味 の一年草  る  これらの自然集団は れぞれ夏季 冬季  る は

通年  立し  る  イプ 3 は 冬性一年草（通常の冬型）     ら 一部の  

   休眠性を弱め  小  夏型を生じ  ら 人為環境 侵入し 事を明示する

(Kimata 1983)  

  ツケ  の 7 系統は東京 神奈川 埼玉 千  静岡   び京都 採集し  達

  ツケ  は東京の 陰の庭地 採集し （図 4） ジャニンジンは山梨の杉植林地林 

 採集し       ツケ  の 5系統は東京 静岡 京都の主 用 路 採集し （図

5）   ガ  ２系統は愛知 三重の   見つけ （図 6） 20個体以 採集し  10個

体を 験材料  残 を く 標本 し   

  ツケ  とジャニンジンは自殖生一年草本  っ       ツケ  は他殖性

 年生草本 ミ  ガ  は自家不和合性を伴う他殖性 年生草本  っ   年生草本

は   っ 他殖 る は自殖を行っ    繁殖 式の進 傾向は 自家不和合性の他

殖 年生草本から 自家和合性の他殖性 年生草本  ら 自殖性一年生草本 向かう  

自家受 の一年性草本は攪乱生育場所への通常 良好 侵入   る 新  集団を確

立する め  重要 役割を演じるのは 侵入初期の  生産量  る（Stebbins 1958; 

Ehrendorfer 1965; Antonovics 1968; L fè vr  1970）   ツケ  の 2亜 は攪乱生育

地  く適応し  る   の自株の周  著しく 数の  を散布し 秋ま 休眠する  

  ツケ  は春と夏   を散布し 夏個体群と冬個体群を  する 個体は１回結 

  一年以内 枯死する  個体群とし は年間存続するの  ト  ハゼと同じく 通

年生一年生草本  る ジャニンジン 自殖性一年生草本    春   を結ぶ  
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図 4.  本産  ツケ  属雑草  

a 耕起前の   生育する  ツケ   b 庭地 生育する    ツケ   ｃ 石

垣 生 る    ツケ   ｄ   ツケ  と    ツケ  の人為雑 第 1代 F1  

 

     ツケ  とミ  ガ  は年周期 イ の   行われる    く適応し

  る 年    栄養（肥料） 供給 れる   は個体周辺 落とす  流  流 れ

 散布する   休眠は弱  ミ  ガ  は少数の  しか らず   の休眠性は強

   

 

 

図 5.  辺の     ツケ   

a, 開花  b,  ゼット 
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図 6.    のミ  ガ    

a, 開花   b,  ミ ト 

 

栄養繁殖 関わると考 られる茎からの発根率と走出枝からの栄養繁殖体 つ  比較

し （表 6） まず 茎断片からの不定根の  を観察する め   1枚を残し 前 1cm

の茎断片（2cm）40本を  ミ   イト 挿し木し  25℃ 連続光 1,000luxの条件 

  養し  12    計測し  発根率はミ  ガ  （75.0％）     ツケ  

（57.5％）   ツケ  （17.5％）      ツケ  （5.0％）  っ  他  発根

数は     ツケ   3.0 本 最長根は 3.3cm   他 は 1.4～2.2 本 1～1.5cm  

 っ  この結果からみると ミ  ガ   は農耕 や除草     切断 れ 茎断

片  れ   栄養繁殖体とし 有効  る可能性を示し  る  

 

表 6.茎断片からの発根  

 

 

表 7 示す う   年生の     ツケ  は開花結    腋の休眠芽を と  

自然集団    個体   4.6の栄養繁殖体  ミ ト（分株体）rametを  する（図

5b） ミ  ガ  は走出枝 stolonを伸ばし 個体   133.3の栄養繁殖体を  し  

稲      繁殖を 大し  る（図 6） 栄養繁殖は  繁殖  生存確 性 高く 

両者を併存  れば遺伝的  性 維持 きる生活史戦略と考 られる  

表 7 示す う   年生の     ツケ  は開花結    腋の休眠芽を と  

自然集団    個体   4.6の栄養繁殖体  ミ ト（分株体）rametを  する（図

7） ミ  ガ  は走出枝 stolon を伸ばし 個体   133.3 の栄養繁殖体を  し  

稲      繁殖を 大し  る（図 5） 栄養繁殖は  繁殖  生存確 性 高く 

両者を併存  れば遺伝的  性 維持 きる生活史戦略と考 られる  

 

種名 茎断片数 発根茎数 発根率％ 根数 最長根cm

タネツケバナ 40 7 17.5 1.4 1.0
タチタネツケバナ 40 23 57.5 2.2 1.4
オオバタネツケバナ 40 2 5.0 3.0 3.3
ミズタガラシ 40 30 75.0 2.1 1.5
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表 7. 栄養繁殖体数 

 

 

  ツケ  属の生活環の比較 

  ツケ  属雑草の生活環を比較すると（表 8） は一般 冬季間 は ゼットを  

し 生育を維持する   ツケ  は冬生一年草の雑草  年間周期的 稲   の耕起

 始まる前  自殖性    数の  を生産散布し  る 夏季 ほとんどの  は 

 土壌  休眠し まれ 発芽し 夏型個体は少数の  を生産し  る  

    ツケ  は通年生一年生の雑草  比較的不安定 環境条件   る庭地 路

傍    ど 生育し 自殖性     生産を確保し 長角果殻の巻 弾力  る長距

離均一   散布   休眠の早期打破    冬季を主 生育期間とし  ら  夏季

  恒常的 個体群の  を可能 し  る     ツケ       夏型個体の生

育は不十分  るの  夏型は冬型   休眠性を弱め 夏季の人為環境 の生育地 侵

入し 新   内分  向かっ  ると考 られる  

ジャニンジンは冬生一年生草本  比較的明る 林  林縁 生育し  る自殖性の野

草  る  数の  生産を行    を一定距離 効果的 散布し 安定的 生育場所

 個体群を維持し  る  

     ツケ  は 年生性 弱く栄養繁殖体   少    自殖性 高 の  

比較的 くの  を生産する   は主    散布 れる  ほとんど休眠 ず 発芽

し      の流 散布 含め  生雑草とし 有効 分散し 生育地を確保し  る 

ミ  ガ  は 年草 稲 湿  生育し 比較的大き 花器を ち 自家不和合の虫媒

他殖性   生産数は少    走出枝  数の ミ トを   旺盛 栄養繁殖をし 

 る  

ここ は他殖性 年生草本と自殖性一年生草本との生活環の比較    生育環境の維

持 大を保障する生活史戦略の差異 明瞭 示 れ  る Bellら（1979）は 8 の冬生

一年生草本の イ  ス分配  ける季節的変 を測定し 全 イ  スの 12～22％ 開

花期 ぎま 根茎 分配貯蔵 れ  の  は根系への分配 減少し 繁殖器官へと分配

 高まることを示し      ツケ  の場合と 似し  る 茎からの発根力の弱 

     ツケ     ミ  ガ  は 27倍  くの ミ トを  する  

  ツケ  は本来冬生の一年生草本  っ   ト  ハゼ 見られると同じ う 

（Kimata and Sakamoto 1979）     ツケ  は夏生の個体群を  するの  通年生

一年生草本  る 一般    ツケ  属は冬季 生長し 春季 開花する    の

  通年生は冬生から分 し き のだと言 る  

 

 

 

 

 

範囲 平均

オオバタネツケバナ 20 1～12 4.6
ミズタガラシ 8 87～167 133.3

繁殖体数
調査個体数種名
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表 8. 生活環の比較 

 

 

 本産と    産の  ツケ  の 内分 の比較 

東京女 大学インド     学術 査隊（1983） 参 し 際       は  

ツケ  は  型 庭地型  び高山型  内分 し  る可能性を観察し   こ  

 本産と    産の  ツケ  の 5 系統の生態型の 態的 質 どを比較し 表 9  

示し   本産は東京都国立市の休閑 （冬生個体） 東京都小金井市の庭地と石垣   

  産はカト ン 近郊の  と庭地（夏生個体）   び  ジ ン近郊（海抜 4,000m）

の庭地(降霜 曝 れ 夏生個体) 採取し   

5系統すべ の人為自家受 率  び開放（自然）自家受 率 85.8～100％  授  

式は基本的 自殖性  ることを示し  る  本の  型はほとんど冬生一年草  る

      つ  は現地 の観察   の 不明  る  本と    の庭地型はと

  通年生一年草  る     の高山型 つ  は現地 の年間を通じ 観察   

の 不明  る 草丈は 20 ㎝ほど  る   本の庭地型のみ低く 15.4 ㎝  る 分枝

数は    の  型 庭地型  び高山型と    本の  型と庭地型      

角果長はすべ  20 ㎜ほど  大き 差異は   頂小 幅は 本の  型 特 狭く

2.2㎜ 他は 5.1～7.7㎜  る 花茎の色は    の  型と 本の庭地型 緑  他

の 3 系統は赤紫色  る 同じ傾向  花茎の毛は    の  型と 本の庭地型 は

ほとんど生じず 他の 3 系統 は   生育 （草型）は 本の  型と    の庭地

型 叢生 他は分枝  る この う  態的 質 は   変異の組合  認められる  

 

表 9.  本と      ける 5生態型の 態的 質 どの比較 

 

 

種名 春季 開花期 夏季 秋季 冬季 生活型

タネツケバナ ロゼット生長、抽苔 冬型開花・結実・枯死 種子発芽 冬型越冬ロゼット

タチタネツケバナ ロゼット生長、抽苔 冬型開花・結実・枯死 種子休眠 種子発芽 冬型越冬ロゼット

ジャニンジン ロゼット生長、抽苔 冬型開花・結実・枯死 種子休眠 種子発芽 越冬ロゼット 冬生一年草本

オオバタネツケバナ ロゼット生長、抽苔 冬型開花・結実 株萌芽・種子休眠

ミズタガラシ ロゼット生長、抽苔 開花・結実 走出枝伸長、ラミート増殖 ロゼット形成、種子発芽 越冬ロゼット 多年生草本

越冬ロゼット 多年生草本株増殖・種子発芽
種子発芽、夏型成長、開花・結実

種子発芽、夏型成長、開花結実・枯死
通年生一年草本

通年生一年草本
種子発芽、夏型成長、開花結実・枯死

高山型

日本
(78001)

ネパール
(83009N)

日本(78002)
ネパール

(83007N/83008N)
ネパール
(83006N)

生活型 冬生一年草 ？ 通年生一年草 通年生一年草 ？
人為自家受粉率％ 99.1 99.2 100 99.8 100
開放受粉率％ 92.7 99.2 85.8 98.6 100
草丈cm 21.7 24.1 15.4 21.5 24.0
分枝数 4.7 8.0 2.1 11.9 9.0
角果長mm 21.4 21.1 20.6 22.3 22.0
頂小葉の幅mm 2.2 7.7 5.8 5.1 7.5
花茎の色 赤紫 緑 緑 赤紫 赤紫
茎の有毛性 ＋＋ ± ± ＋＋＋ ＋＋
生育形 叢生 分枝 分枝 叢生 分枝

特性

水田型 庭地型
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図 7.  本     とインドの  ツケ   

a  本の夏生個体 b インド  ンガ   の夏生個体 c        ジ ンの

冬生高山生態型  

 

 本  び    の 6生態型間の人為交雑 

 本産と    産の 6生態型の間 12組合 の人為交雑を行   れらの交雑率 雑

 第 1代 F1の  発芽率  び花 稔性 つ   験観察し （図 8）  

 本の  生態型と庭地生態型との間の生殖的隔離は弱く 相互 交雑率 92.3～100％ 

発芽率 72.4～81.5% 花 稔性 90％  っ  庭地生態型と石垣生態型との間の交雑率

38.5％ 発芽率 8.1  び花 稔性 23.7％と ずれ 低く 生殖的隔離 強く機能し  

る  

    の  生態型と庭地生態型の間の生殖的隔離は強く機能し 交雑率 75.0～

87.5％ 発芽率 61.0～70.0％  る  かかわらず 発芽し 個体はみ 途  壊死する 

庭地生態型と高山生態型の生殖的隔離 強く 交雑率 80.0～100％  る  かかわらず 

発芽率 0～10.7％ 花 稔性 79.4％  る  

 本と    の  生態型間 はまず地 的隔離  る   人為交雑率は 71.4％ 

発芽率 69.3％     ら 発芽し 個体はみ 壊死する 庭地生態型の間 は 交雑率

90.0％ 発芽率 34.0％ 花 稔性 59.8％  生殖的隔離は完璧 は機能し は     

 ら   本の  生態型と    の庭地生態型の間 は 交雑率 66.7％ 発芽率

2.4％ 花 稔性 31.3％  交雑し    はほとんど発芽し  の 生殖的隔離は強く機

能し  る 逆の組合    本の庭地生態型と    の  生態型の間 は 人為交

雑率 89.4％ 発芽率 63.0%と良好  発芽し 雑 F1 生育は雑 強勢 と  良   

花 稔性 0.7% ほとんど不稔  る  本の  生態型と    の高山生態型との間 

は 交雑率 80.0% 良好 る  発芽率 3.0% すぎ   ところ  生育し 個体の花 

稔性 77.7％と比較的高   

これらのデ  からは  態的 分  は著しく 似し    別 とし 区別するこ

とは困難  るの  生態型の分 群概念は有効  る Turesson(1922 1925)は 同一



27 

 

  属する個体群 異 る環境 生育し  の生育場所の環境条件 適応し 分 し 性

質 選択圧   遺伝的 固定し 生じ 型を認め 集合 coenospecies の の最小単位

の個体群とみ し 生態 ecospecies の      個々の生態型 ecotype 属する個体

は同一の生態 の個体と自由 交雑 可能  る  ら  生態型の と  自然  け

る極端 環境要因の組み合わ と働き  っ 生じる個々の反応型 reaction-type をを認

め     フェン ecopheneと呼ん  る す わち 生態 とは生育地を異 し  る

  交配は自由 行われる生態型の集合  るとみ し  る（河野 1974）  

 

図 8.  本と      ける生態型間の人為交雑率 人為雑 F1の発芽率  び 

花 稔性        C 交雑率 G 発芽率 P 花 稔性  

 

  ツケ  は北村 村 （1961）  れば  本から台湾 朝鮮  国 ヒ  ヤ ヨ

  ッ  北 メ カの温帯 暖帯 広く分布し  る し  っ  広範 変異 想定

 き     内分 から 分  進行し  ることだろう ここ は 本と     

得 研究材料 つ  のみ限定し 検討するほかは    

 華区系の東端の 本から西端の         この限定し 範囲 考 得ること

を   ツケ  の生態型分 は生態型の概念  っ 図 8  要約する（Turesson 

1922,1925) 庭地型を原型とし   本と     は別個   生態型と高山生態型を

生じ   本 は  生態型と庭地生態型の生殖的隔離はほとんど く 地 的    

周辺 同所的 生育する場合  るの  自然雑   は起こる 他       は 

 生態型と庭地生態型との間 生殖的隔離は著しく強 の   ジ   ける  稲 の

起源と伝播の課題と 関係し  る可能性 興味深  東京都小金井市や国立市の路傍石

垣 極め まばら 集団 見受けられる  この石垣生態型は特異  内分 傾向を示し 
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  ツケ  の 分 の  性をうか わ   る 図 9  示し 生態 の枠組 は  

本と     関し は 庭地生態型を祖とし 他の生態型へと分 し  っ と考    

 
図 9. 生態型概念 基づく生態 ecospecies の枠組 

 

 ブ  科イヌガ  属雑草の生活史 

  ブ  科イヌガ  属は世界 50   本 は 5  分布し  る スカ  ゴ  

R.islandica (Oeder) Boras は河畔 湿地   畦畔 裏 麦  樹園地 ど 生育し  

本の北海道から九州 カ ダほか北半球  び  スト   やニ  ジ  ンドの暖温

帯 広く分布し  る イヌガ  R. indica (L.) Hiem は野原 畦畔 路傍 庭 ど 

生育  本各地から台湾  国 朝鮮  レ    インド ま 広く分布し  る  イ

ヌガ  R. cantoniensis (Lour.) Ohwi は河畔や裏 麦    畦畔 生育し  本の

本州関東 部以西から四国 九州各地 南朝鮮  国      分布し 韓国慶尚南道 

 国 海 採集 れ  る ミ   ガ  R. dubia Hara は 本本州から九州の路傍の

半 陰地 生育し    東南 ジ  南北 メ カ大陸 広範 分布し    ジャ  

台湾高雄      採集 れ  る ヒメイヌガ  R. x brachyceras (Honda) Kitam.

は山 県周防光市 徳山市 大阪府南住吉 滋賀県木之本町 静岡県清  秋 市 青森県

津  茨城県 戸市 徳島県阿波 那賀郡 九州 千 県市川市 滋賀県伊香郡 野洲郡 

ど 採集 れ  る  レハイヌガ  R. sylvestris (L.) Besser は北海道釧路 帯広 

摩周岳 利尻島 弟 屈 江別市 長野県菅平 フィン ンド デン    スイス   

ンダ カ ダ  メ カ合衆国 ピッツ  グ イ ノイ ニ  ヨ    どから採集 

れ  る ミミイヌガ  R. austriaca (Crantz) Besser は千 県佐倉市 採集 れ  

る（Victorin 1930 北村 村 1961 佐竹 1964 静岡県生物研究会 1967 熊本記念植物

採集会 1969 滋賀県植物誌 1968 Jhon Wiley & Sons. Inc. 1979）  

 

ここ はイヌガ  属の生活史と適応戦略を 生態遺伝学 る は進 生物学と う 
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 論 明らか することを目的とし  研究材料とし  れぞれの の生活史と適応戦略

  ける特性を比較し   年生草本から一年生草本への進 の要因を生育場所と生態的

地位 スカ  ゴ  （一年生 自殖性）とイヌガ  （ 年生 自家不和合性低 ）の自

然雑 と推定 れるヒメイヌガ   関し 系統関係を明らか し  これらは  畔 

同所的 生育し  る ヒメイヌガ  は両 の人為雑 と同 の諸特性を示し 自然雑

   ること 明示 き （図 10）  年生  るの  不稔性  っ  株は生存し続け

る この 験結果   年生 質 一年生 質 対し  遺伝的 顕性（優性）  ること

 証明 き （Kimata, M. H. Shibata and A. Ito 2026）  

 

  生産の特徴 

  イヌガ   スカ  ゴ   ミ   ガ   イヌガ     びヒメイヌガ  

 つ     生産 関する特性を表 10 示し  個体   の角果数はヒメイヌガ  

 最  く  し 平均値 1051.7 他  最 少 かっ のはイヌガ   126.0  

っ  角果   の  数は  イヌガ   最  く 2,057 粒 ミ   ガ  とイ

ヌガ  は の約三分の一 スカ  ゴ  は約四分の一 45.8粒  っ  ヒメイヌガ 

 は不稔性  角果は き    は ら かっ   

 

 

図 10. スカ  ゴ  とイヌガ  の花序  び雑    

 年生は遺伝的 顕性 質（優性）の事例 a スカ  ゴ  （一年生  雑草） b 人

為雑 F1（ 年生不稔） c イヌガ  （ 年生雑草） d スカ  ゴ   e 人為雑 

F1,f イヌガ   g ヒメイイヌガ  （自然雑  年生不稔）  
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   の 1,000 粒重は  イヌガ   最  く 26.8mg スカ  ゴ  は の約 2 倍

50.9mg ミ   ガ  とイヌガ  は約 2.5 倍（61.5mg 64.1mg）  っ  花 稔性

はヒメイヌガ   2.5％ ほとんど不稔  っ  他の 4  はすべ 95％以 の高 稔

性を示し    結 率 ほぼ同 の傾向を示し     

これらのまとめとし  個体   の  生産数を（表 10）次式 概算すると  イヌ

ガ  は最  く約 78,000粒 スカ  ゴ  は約 30,000粒 ミ   ガ  は約 16,000

粒 イヌガ  は約 10,000粒  る す わち   生産は一年生草本     く  

年生草本    比較的少  と う一般的傾向 合致し  る  

 

根断片からの萌芽  び茎断片からの発根 

  イヌガ  は根断片からの萌芽  茎断片からの発根  く 根 茎断片はと  褐

変し  スカ  ゴ  （2系統）の根断片からの萌芽率は 68.2％と 82.1％ ミ   ガ

   は 91.2％ イヌガ  （2系統） は 100％と 99.0％   び人為雑 F1  100％

  っ  同じく スカ  ゴ  （2 系統）の茎断片からの発根率は 42.9％と 76.2％ 

ミ   ガ   は 16.0％ イヌガ  （2 系統） は 11.1％と 7.4％   び人為雑 

F1 は 50.0％  っ （表 11）  

 

表 10. イヌガ  属雑草の  生産の特性 

 

 

 スカ  ゴ  は一年生     ら根 茎断片から く萌芽 発根し この特性は 

 内 畦畔 用 路縁 どの湿っ 生育場所    大変有効  る つま  農   

     取 除草 れ   根 茎断片 生育場所  生育可能期間内 放棄 れれば 

再生増殖 可能と る  

 ミ   ガ  とイヌガ  は 年生草本  る  茎断片からの発根率 低く 除草

   発生する茎断片からの再生は困難  る しかし  ら 根断片からの萌芽率は高

く かつ萌芽数   の    畦畔や路傍の雑草とし 耕起や除草   対し 有効 

 用する す わち 農    っ 植物体 断片  れ   土  根から萌芽 再生

するばか か むしろ積極的 栄養繁殖体の増  関係すると考 られる  

 スカ  ゴ  とイヌガ  との人為雑 F1は根断片からの萌芽率 100％  茎断片か

らの発根率 比較的高 の  ほとんど不稔  っ  自然集団の  栄養繁殖し  年

生草本とし 生存する可能性は高 と考 られる  

  イヌガ  以外の 3   つ  は 根断片は萌芽とと  発根 するの  新しく繁

コイヌガラシ スカシタゴボウ ミチバタガラシ イヌガラシ ヒメイヌガラシ
角果数/個体 377.8 686.5 227.1 126.0 1051.7
種子数/角果 205.7 45.8 74.0 79.3 0
1,000粒重mg 26.8 50.9 61.5 64.1 -
花粉稔性％ 87.4 92.0 94.3 96.2 2.5
結実率％ 100 95.3 95.8 96.3 0
種子数/個体 77,714 29,964 16,100 9,622 0
個体当たりの種子数＝個体当たりの角果数ｘ角果当たりの種子数ｘ結実率
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殖体を増すこと 可能  る 一  茎断片の場合は 1 つ以 の節 含まれ    花芽

分 し    側芽 萌芽し  かつ発根し 場合 は 繁殖体の新生 結び付く と 

わけ  や用 路 ど湿地 は 有効 栄養繁殖とし 機能すると考 られる  

雑草を研究材料とし 比較すること    一年生草本 は地 海性気候 適応進 し

 き 冬生一年草（二年草 越年草）   ン 気候 適応進 し き 夏生一年草   

 新  人為環境 適応進 し き 通年生一年草の存在 明らか  っ   と ば 

ト  ハゼ   ツケ   スカ  ゴ   ど 通年生一年草  る 個体は開花結 

  枯死するの 一年生草本  る  個体群は温室 どの人為環境    年間を通じ

 存続し  る   の休眠性を低     年間の発芽を容易 し  る 自殖性  

るの  1 個体    生産  き 個体群は維持 れる 第四紀完新世の最新の進 生態

を示す一年生植物と  る ま    と う湿地的生育地 年間 イ  の耕    

生態的一年生の適応進  関与し  る イ Oryza sativaは大 の 本書籍 は一年生

と記載 れ  る  温か 気象条件 は  の株は生存し  翌年 ま 稔るから  

際 は 年生植物  る 祖先野生 の O.rufipogon   年生  る し  っ  株 

栄養繁殖し かつ   有性繁殖をし  る これらは第四紀完新世  ける人為  る

       一年周期的        生態的一年草とし 生活する う  っ  

この 質の変 は      と  重要  る  

これま   見 き  う 同属内の 年生 と一年生 とを 間交雑し  人為雑 

を    の 代の生活型やこれ 関連する特性 つ   遺伝的分離を 査し 解析す

ることはと  困難 こと  る まず  間雑 は容易  き   雑 第一代 F1  

き  不稔  る 雑 第一代 生育し  第二代 F2 不稔  る どの う   か 

か良  験材料 見つから    年生と一年生のどちら 遺伝的 顕性（優性） 質か

を明らか する は 関連する 質 複雑   容易 は  だろう イヌガ  属 示

し ほか      属 Sorghum  の事例    年生 4 倍体と一年生 2 倍体との交雑 

    年生 3 倍体  き  旺盛 栄養繁殖をし     年生 顕性 質  るとの

報告は る（Quinby et al. 1958）  

 

表 11 根断片からの萌芽と茎断片からの発根 

 

コイヌガラシ ミチバタガラシ 人為雑種F1

根断片数 28 44 106 34 59 101 113
萌芽数 0 2.9 2.1 3.9 4.1 2.4 3.3

最長萌芽長mm 0 9.0 5.4 7.7 22.7 25.5 30.4
萌芽率％ 0 68.2 82.1 91.2 100 99.0 100
緑化率％ 0 61.3 73.6 82.4 100 99.0 100
発根率％ 0 70.5 58.5 91.2 100 95.0 100

茎断片数 30 42 105 75 45 108 96
発根数 0 5.2 0.8 0.3 0.1 0.1 1.1

最長根長mm 0 12.1 4.2 1.8 0.5 0.3 2.2
発根率％ 0 76.2 42.9 16 11.1 7.4 50.0
褐変率％ 100 9.5 1.0 0 0 0 2.1
萌芽率％ 0 92.9 90.5 86.7 100 36.1 70.8

最長萌芽長mm 0 21.6 11.0 8.1 29.2 7.2 17.8

スカシタゴボウ イヌガラシ
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イ 科植物の進   

 イ 科 Poaceae のみの単型  るイ 目はカヤツ グ 科と同じくツユ  目から分岐

し と考 られる イ 科は一般   鞘は開  まま  茎を巻き 茎は 空  る 小

  の花は苞の変 し 苞穎 glume と護穎（外穎）lemmaと 小苞の変 し 内穎 paleaと

   われ 花被は小舌鱗 lodicule と っ  る 果 は護穎や内穎   われ 穎果

caryopsisと     は果皮 癒着し 胚は  の片隅 胚乳の外    胚は複雑 分

 する イ 科の胚は他の単  植物の芽生 の状態 相当し  る 一般の単  植物

と比較し  イ 科は生長 早く 好地性  れほど著しく く   地 適応し 一年

生や二年生（冬生一年草 越年草）の     イ 科 他の単  植物の一般的特性か

ら  抜け出し    胚の特殊  重要   っと  や属の   ン科   前進し

  る イ 科の約 700属 5,000   世界各地 分布し       環境   る生育

地 繁栄し  るの  単  植物  ける風媒 向への進 の最先端 位置する分 群

と言 る（ 村 1974）  

 歴史的生物地 学は 生物の連続し 系統発生  び生態的 地 的 環境と生物との

相互関係の 2 側面の結び目とし  自然の の生物の存在を具体的 知ろうと う立場を

とっ  る 生物の分布現象は基本的 は生物の現象    生物の生活の問題  る 

全地球的 生物の分布現象の総括的 位置づけ  る区系地 学の 果や分布現象の生態

的 生 的側面の解析を 生物群の系統的 位置づけとと    去の生物の分布現象の

 解の鍵 すべき  ろう イ 科植物は  の大き 系統群の分布を見ると 地球 の

温度構造と比較的 く一致する分布型を示し  る ヌカ 連や  ノケグ 連は両半球

の温帯域や熱帯の高地を 心 分布し  る 最寒月平均気温 10℃ この仲間の平均的 

分布域の限界を決め  る 雨量とは ま 関係  く 分布の 心 不明瞭  る 一

  ヒメ ブ スス 連（族）と  連は 熱帯を 心 分布し 冬季 比較的高 温度 

 ること 重要 役割を果 し  る  ら    連は新大陸の熱帯地域  ヒメ ブ

 スス 連は旧大陸のインド～ レ   地域  れぞれの分布の集   る ス メガ

ヤ連は  熱帯～亜熱帯地域 分布 集 し  る イ 科植物を生育最適温から見ると 

高温適応型と低温適応型の 2 群 分かれ 大き 系統群と関わっ  る イ 科植物の穎

果は芒をつけ まま風散布 れること     穎果 浮き  散布 れる   る  

湿地 生育するイ 科植物の小型の  は泥と一緒  鳥の脚 ど 付着し 遠距離運ば

れ   ス ポ  ン  る（堀 1974）  

 身近 生育 見られる雑穀の祖先 や近縁 を図 11 示し  これらはか  広く分布

し  る かかわらず     れることは く      は特定の地域 限定的 生

じ  と  不思議 現象  っ    
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図 11.身近 生育する雑穀の祖先 や近縁  

 

イ 科   連の   属    プス属  イ  属  びカ ジグ 属 

 イ 科のイ ゴツ  亜科 Festucoideae は重要 穀 や飼料 物   （佐竹 1964） 

      連（族）は表 12  示し カ ジグ 属 Agropyron の う  年生のみの属 

 イ  属 Secale や    属 Hordeum の う  年生と一年生を共 含む属  ら  

  属 Triticum や   プス属 Aegilops の う 一年生のみ 構  れ  る属  る

（Sakamoto 1991 阪本 1996 木原編 1954 Clayton and Renvoize 1986）  

   族 15属の分布と生活型を比較すると（表 12） 一年生 の属は地 海から 央

 ジ 地域  く 生育分布し 他   年生 の属は周北極 温帯地域 広く生育分布

し  る 地 海から 央 ジ 地域は地 海式気候の夏季  地          

   どの穀物の起原地 12,000年ほど前 農耕文  発祥し 地  る ここ 進 
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し 一年生草本は秋 発芽し 越冬し 初夏 開花 結 する冬生  る（Sakamoto 

1973）  

 地球表面の構造 大きく急変動する時期     族は短期間 適応放散し 属  を

分 し の   態的     っ   遺伝的 は近縁    特徴的 こと は 間

雑 は と  属間雑 ま  き ここ 同質ま は異質倍数性  る 分   く見ら

れるの  る  

 

表 12.    族 15属の分   

 

 

 

   の      

   の     は一年生草本とし 進ん き    くの  関与し   と  

複雑  る 阪本（1996）  ると      は図 12  示し  う 五群 整  れ 

 る 一粒系   T. monococcum 二粒系   T. turgidum  び  フェ  系 

  T. timopheevi  は れぞれの野生型亜 と  型亜  存在する す わち   

一粒系   は の野生型 T. monococcum ssp. boeoticum から   二粒系   は の

野性二粒系   T. turgidum ssp.dicoccoides から     フェ  系   は野性

  フェ  系   T. timopheevi ssp. araraticum から    れ  他  普通系

   T. aestivum  は野生型亜 は存在し    

 くの研究    普通系   T. aestivumは   らく  二粒系   T. turgidum

と野生の  ホ   Ae. squarrosa との雑  由来し 複二倍体とし 生じ と推定 

れるの  普通系   は随伴雑草の関与    二次的 起源し  物と うこと  

る   ホ   はト ンス  カ ス ト  東部 イ ン  フガニス ン  央 ジ

 から 国西部 分布する イ ン は  ホ        の雑草とし 混在し  

る 普通系     カスピ海南東部沿岸 分布する亜 やト ンス  カ ス地 の亜

生活型

分布

Haynaldia,
Secale
ライムギ

Aegilops
エギロプス
Eremopyrum,
Henrardia,
Heleranthelium,
Triticum
コムギ

単一の小穂を
もつ

Psathyrostachys
Crithopsis,
Taeniatherum

集まった小穂
をもつ

Agropyron
カモジグサ

単一の小穂を
もつ

Asperella, Elymus,
Sitanion*

Hordeum
オオムギ

集まった小穂
をもつ

* 北アメリカの属 緑は本書で実験に用いた植物
Ｓａｋａｍｏｔｏ　1973

地中海から中央アジ
ア地域

世界の周北極から温
帯地域

多年生
多年生／一

年生
一年生 花軸節
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  D ゲノ を供給し と考 られるの  この地域 普通系        れ 可能

性 高   

 

表 13.    連の生活型と倍数性 

 

Sakamoto 1991 阪本 1996 木原編 1954  び Clayton and Renvoize 1986 から改変 

 

Ehrendorfer(1965) Ornduff（1969）や Stebbins（1974）は自殖性一年生草本と倍数性

との関連を指摘し（表 13  び表 14） 自殖  る同型遺伝 接合の不利を高次倍数性 

 っ 回避し  る可能性を指摘し  る これらの植物は他家受 する風媒花 は る

  自家受 し自殖率 高  ま を含ん  る しかし  ら    連    は生

活型 関わらず倍数性 存在し  の可能性は   うだ       は自殖性一年生

草本（2ｘ）      の くの は自殖性（2ｘ 4ｘ 6ｘ）    イ  は自殖性 低

く 一年生草本（2ｘ）  る  

 

 年生（倍数性）  年生+一年生（倍数性） 一年生（倍数性）

地 海から 央 ジ Festucopsis(2x) Hynaldia(2x,4x) Aegilops(2x,4x,6x)

（地 海群） Secale(2x) Eremopyrum(2x,4x)

Henrardia(2x)

Heteranthelium(2x)

Triticum(2x,4x,6x)

Crithopsis(2x)

Taeniatherum(2x)

周極温帯地域 Agropyron(2x,4x,6x,8x,10x)

（周極温帯群） Asperella(4x)

Elymus(4x,6x,8x)

Hordelymus(4x) Hordeum(2x,4x)

Psathyrostachys(2x)

Sitanion

Hystrix Brachypodium

Leymus Dysypyrum

生活型
分布
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図 12.    五群の起源と れらの    

出典 阪本 1985を改変 大 正次原図（阪本 1996） 

 

表 14. 外交配型  び内交配型の特徴の比較 

 

（Ornduff 1969 河野 1974を要約改変） 

 

 央 ジ  査  集し    連 

 東京学芸大学  ジ 学術 査（1993）     集し    連は    47 系統 

      21+野生 16系統， の他 2系統，Aegilops 属 26系統，カ ジグ 属 17系統

  っ （図 13） 各 集系統の同定は京都大学附属生殖質研究施設 依頼し   

 集系統の一部を用   1994年   試験を行   の結果 つ  表 5.3 発芽率

と出  を示し  自然雑 は発芽し かっ  東京 の  は梅雨の時期 重    

外交配型植物 内交配型植物

交配 式 他家受  自家不和合性 自家受  自家和合性

組み換 率 低 高 

倍数性 二倍体 倍数体

花 色彩   芳香 蜜腺 蜜標 単色から 色  の他退 

花   少  

果 すべ は 熟し  すべ  熟

分布 狭 広 
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 地 生育し   各系統は生育 不良      属の２系統は罹病し     比較

の め 試 し     属 Hordeum bulbosum L.は 年生（2n=14 28）  部の節間 

肥大し ryzom 生存し  回結 性  っ   

 現在  自然集団       と Aegilops属の雑    生じ  る これらはと 

 一年生  るの     発芽し  のは雑 第一代 とどま  第二代は生育 不良

か 生育 き  ことを示し  る 風媒花から進 し 自殖性を高め き のだから 

全く他家受 し  と うことは く  と 機会は少 くと  風媒  る遺伝 交流

   性の 大の可能性を有し  ることは   る  

 

 

図 13. カザフス ン南部 自然集団  ける自然雑    

 

 イ  属の生活型 

  イ  は温帯の穀物の    っと 耐寒性 強  冬播き  春播き      

きる  春播きは 量 少   広く分布する 年生他殖性の Secale montanum グ  プ

から一年生雑草性の S. cecaleグ  プ 近東 分 し これら       非 粒性 

直立性 大き 穀粒  ること  っ    型 イ  （一年生 他殖性）  き  ま

 他   S. montanum グ  プから一年生自殖性の S. silvestre   び S.vavilivii

 分 し  この進   は 3 染色体の構造的 再配列   び 年生から一年生への適

応  ら ば ら   考古学的証拠 は 3,000～4,000 B.C.頃     生じ  うだ 

20世紀の初めころ は  イ  の黒 ンはヨ  ッ の人 の三分の一  べられ  

   次第    の ン 置き換 られ き （Stebbins 1950, 1957, 1958; Riley 1955, 

Khush and Stebbins 1961, Khush 1963, Suneson et al. 1969, Evans 1996）  

 阪本（1996）  れば  イ  の野生 はヨ  ッ  部から  カン半島   ト

  高原 イス    ト ンス  カ ス イ ン  央 ジ   フガニス ン 分布
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し  る 南 フ カ  小集団 隔離分布し  る 最近の研究  っ  イ  属は

3  まとめられ  る  年生 Secale montanum Guss. 一年生 S. sylvestre Host  

び一年生 S. cereale L.  る（Sencer and Howkes 1980） すべ  二倍体（2n=14）  

る これらは自然的 人為的攪乱環境 生育し 特     は雑草とし 侵入し  る 

   イ  は    や    の  侵入し  る随伴雑草 イ  から    れ

 二次 物  る    や    の   北      寒冷 高地や痩  土壌 

   は   の生育 不安定と   環境ストレス 強 雑草 イ        を

へ 二次 物  っ  この     は現在 農耕地 引き続き進行し   （阪本 

河原 1979） インド亜大陸  ける雑穀 の     と比較すると と  興味深 事例

  る  イ  や ン  の場合は    や    の随伴雑草からの二次起原 物

  る  耐寒性 強 こと 主要因  る（Vavilov 1926） 一  インド亜大陸 はイ

  ど 随伴し 雑草から 数の雑穀 二次 物 る は三次 物  っ  る   の

主要因は耐 性  る（Kimata 2016）   

 こ   イ  属 4 1亜 を 験材料 し 特   イ  S. cerealeと S. montanum

の交雑 験を行  生活型 つ  比較し  両 はと  自家不和合性  る  験材

料は 1979年秋 京都大学農学部附属生殖質研究施設から分譲を受け  これらの 名は当

時の分  従っ  る    

図 14  び図 15  示し  う   イ  と S. montanumの雑 第一代は 年生  

るの   年生は優性（顕性） 質  る  雑 第二代の分離を見ると 単純 分離比 

は く 不出 や途 枯死する個体   の  生活型 主動遺伝  決定 れ  ると

は言     

 

 

図 14.  イ  と S. montanum の雑 第一代 
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図 15. 雑 の生活型の分離 

  

ここ は雑 第一代  年生  ることから 少 くと  年生は顕性（優性） 質 

 る  ら  生活型 は 態的 生態的 遺伝的  くの特性 関与し  ること 明

らか  っ き  無効分けつ数は 回結 性 polycarpic の め 維持 れる休眠芽 密

接 関係  る 一年生の イ  は 7 月末ま  無効分けつ（遅れ と 芽）を保持し

     S. montanum は 21～30 雑 第一代 F1は 51～60 の無効分けつを叢生と っ 

保持し  る 雑 第二代の一年生個体は イ  と同  無効分けつを  ず  年生

個体は 1～10を最 頻度とし  最大分けつ数 81～90 ま の著しく   変異    広

 裾野を つ頻度分布曲線を描   る       は無効分けつを少 くする 向 

人為選択 働  と考 られる  

 

カ ジグ 属の生態型分  

湿地環境 対する適応    ける生態型分 は数  報告 れ き   の一例は 

ス メノテッポ Alopecurus aequalia Sobol.  ける  型と 地型の分  見られる

(Matsumura 1967)  地型と比較すると   型は くつかの明瞭 特徴  る   大

きく 重      高 自殖性   早  熟   び相対的 低   休眠  る 

Veronica peregrine L.    は 春の  ま の縁と の   内集団分  観察 れ

 (Linhart 1974)  縁 生育し  る個体と比較し    ま の の個体は くつか

の差異      少  数の大き    小  表現型変異   早く斉一   発芽 

相対的 早  熟   び  への     イ  ス転流  る  

 イ 科カ ジグ 属 Agropyron は 年生草本  世界 約 100      本 は 5   

分布し  る（佐竹 1964） これらは分  確定し  らず     A. repens（2n＝28 

42） イヌカ ジグ A. turczaninowii （2n=28） カ ジグ A. tsukushiense (Honda) 

Ohwi var. transiens (Hackel) Ohwi(2n=42)     カ ジグ A. mayebaranum Honda 

  カ ジグ A. ciliare (Trin.) Franchet var. minus (Miq.) Ohwi（2n＝28）  ゾ
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カ ジグ A. yezoense Honda   びイブ カ ジグ A. caninum (L.) Beauv.（帰  

2n=28） ど  る(北村 村  小山 1964）    研究材料とし ミ  カ ジグ A. 

humidorum Ohwi et Sakamoto は    カ ジグ から改名 れ    る（Ohwi and 

Sakamoto 1964） ミ  カ ジグ はレンゲソ と混生し  ること   の  レンゲ

ソ の随伴雑草とし  国から渡来し と考 られる（Sakamoto 1964）  

 本産カ ジグ 属植物の か  雑草性 強 カ ジグ Agropyron tsukushiense 

var. transiens の生態型 つ   普通型と早生生態型   びミ  カ ジグ A. 

humidorum を用  生活型 繁殖 式と生育場所との相互関係 つ  比較検討する   

本のすべ の   年生  る  カ ジグ の早生生態型は 本来  年生  る  

     は生態的 一年生とし の生活環を示し  る（Kimata and Sakamoto 1982  

木俣 1992）  

休閑  見られるカ ジグ の早生生態型は 地や路傍 見られる普通型と比較すると 

対照的 特徴  る   短     大きく 重      少  表現型変異   

び  早  熟  る カ ジグ の早生生態型と 近縁のミ  カ ジグ は冬の休閑

   しばしば同所的 生育し  る（Sakamoto 1961,1966,1978）  

静岡県三島市郊外 野外観察場所とし  冬季休閑 を 4か所選んだ（図 16）  イト

1（図 16a） はカ ジグ 早生生態型とミ  カ ジグ の混合集団 見られ   イ

ト２（図 16d） は早生生態型  く ミ  カ ジグ は稀    反対  イト３

(図 16b) は早生生態型 少 く ミ  カ ジグ   かっ   イト４（図 16e） 

は 早生生態型はごく稀  ミ  カ ジグ   かっ   
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図 16. 静岡県三島市の休閑 と東京学芸大学彩色園の圃場 

a,カ ジグ 早生生態型とミ  カ ジグ の同所的休閑 集団（ イト 1） b,春耕

の  c,耕起休閑 の土  埋 れ ミ  カ ジグ の稈断片  の萌芽 d,カ ジグ

 早生生態型の休閑 集団（ イト 2） e,春耕 の畦畔 生育する早生生態型 f,カ 

ジグ 普通型（東京学芸大学圃場）  

 

カ ジグ の普通型は 条件  良く発芽し 早生生態型は   び湛 条件  良く

発芽し  ミ  カ ジグ は  の休眠 深く 湛 条件   比較的 く発芽力を維

持し    本来の生育場所     カ ジグ の早生生態型の株は通常一年以内 枯

死し     っ 有性的 のみ再生産する カ ジグ は 地条件  年生  るの 

 かかわらず 早生生態型はまる 一年生草本の うだ し  っ この早生生態型は生

態的一年生と認められる  潜在的 は 年生  る 他  ミ  カ ジグ は有性的

   から   び無性的 稈からの繁殖体  っ 再生産する  

 カ ジグ の普通型と 早生生態型  びミ  カ ジグ を比較すると  2    

 への明瞭 適応性 見られる Ohwi and Sakamoto (1964)  れば 湿潤環境への適応
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はミ  カ ジグ の っと 明瞭 特徴  る 冬季の休閑 と う生育地への高 適

応性を伴うミ  カ ジグ の 2 つの顕著 特性 観察 れ  る 一つは 止 の の

節 離層を 熟時   すること  る こうし      の節  植物体の残 の部

分から風や物 的 力  っ 容易 外れる  う一つは 最 の節間と を別とし  

稈の 年生   る 条件 良ければ 節から新し 萌芽と発根 しごく容易 起きる 

これらの観察から判断する  ミ  カ ジグ は     る有性繁殖 対し     

 年 し 稈断片ま は   ン   栄養繁殖すること  っ   ら 積極的   

への適応性を っ  る  

ミ  カ ジグ グ は  のほか 株  び 年生性を つ稈  っ  繁殖し  

 への適応性  る 同じ環境条件 適応するごく近縁の 2    冬季の休閑   ける

自然集団を維持する め  まっ く対照的 適応戦略を示し  ることはと  興味深

  植物の         一年生性は重要  質  るの  このカ ジグ の早生

生態型の適応的 分 は イ  ハト    び ド  ど  湿地 生育する祖先 か

らの     の解明 示唆を与 る  

  

イ 科    連 Andropogoneae のト     属 ジ  ダ 属  び    属 

 イ 科    連 は 90属 約 1,200  分  れ    主 熱帯や亜熱帯 分布し

  る ト       ト         ハト   どの  植物 含まれ  る  

ト     Zea maysの分枝性の研究をし   時 は  ン  質 核酸 酵素や植

物ホ  ンの定量 焦点を当      の   年生から一年生 どの う 生態的 

進 し き か と わけ生活型と繁殖 式 研究課題 定まっ ところ  この視点か

ら見 有効 示唆 得られ  ト     の頂芽は雄花序 tassel   各節の側芽は雌花

序 ear 分 する  だし 受 し      至る雌花序は 1～2   他の側芽雌花序は

退 する  部の分枝は主稈と同じ う  頂芽は雄花序  る し  っ  すべ の

生長点は花芽分 し 休眠する 芽を残   の  一回結 性の一年生と る  

ト     Zea mays(2n=20, 2x)の     は複雑  る（ハ  ン 1984） 直接の

祖先亜 テ  ント Z. mays subsp. mexicana (2n=20, 2x) 一年生草本  る このほ

か  広義のテ  ント は次の  挙げられる  年生 Z. diploperennis（2n=20 2x） 

 年生 Z. perennis（2n=40 4x） 一年生 Z. luxurians（2n=20 2x）（Doebley and Iltis 

1980） 図 17 示し   は 米セミ  （1983） 参 し 際  直接 Iltis 願っ 

分譲を受け   年生二倍体（82601）を 1979 年 発見し 間   頃のこと  っ  

 の  Z. diploperennis は Tripsacum 属 との遺伝的 架け橋とし 用 られ 

（Chapman 1996）  

一年生二倍体のテ  ント（82602）は京都大学附属生殖質研究施設から分譲を受け  

これらを用  東京学芸大学彩色園 1981 年と 1982 年   試験を行っ   年生二倍

体と一年生二倍体間の人為交雑を行っ  Z. diploperennisｘZ. mays subsp. mexicana 

の 65小花 Z. mays subsp. mexicana ｘZ. diploperennis と 60小花 関し 除雄  受

 し   どちらの組み合わ   まっ くの不稔  間雑 は育  き かっ   

これら 2  の 質の比較をし  両 と 5～10   発芽し   年生 は 8 粒すべ 

発芽（100％） 一年生 は 20 粒 18 粒発芽（90％）し  開花は 1 月半遅く播 し 一

年生のほう 早かっ   年生は枯死すること く越冬し   一年生は夏から冬 かけ

 徐々 枯死し  草丈はと  230～250㎝ 節間長 止 長 幅は 年生 のほう 長

https://en.wikipedia.org/wiki/Andropogoneae
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かっ   年生 は くの有効分けつと無効分けつを有し     一年生 は分けつは

 ず 主稈のみ  無効分けつ  かっ  主稈の 数はと  30 枚ほど  っ  植物

体各部の色は 年生 は赤紫色 出る  一年生 は    緑色  っ  柱頭の色 

 年生 は から赤紫の連続的変異  っ   一年生 は のみ  っ  植物体各部

の色素 つ  は  述するジ  ダ 属の事例と 似し  る  

 年生 は休眠する 芽（ひこば ）を  し  る  一年生 はすべ の側芽 花

芽    休眠芽を   ず  一回結 性  る  

 

図 17. ト     属 

右 a  年生 Z.diploperennis ｂ 甲州系ト     Z.mays ssp. mays 

  びｃ 一年生の祖先 テ  ント Z.mays ssp. mexicana 

左 a     ス ンのト      ｂ     のト       

  びｃ 祖先 テ  ント ｄ  年生   
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ジ  ダ 属の生活型 

 ジ  ダ 属 Coixはイ 科 Poaceae   亜科 Panicoideae  分  れ  本 は 1  3

変  分布し  る（図 18） これらのうち 野生変 ジ  ダ は C. lacryma-jobi var. 

lacryma-jobi は 年生草本  の  変 のハト  Coix lacryma-jobi var.ma-yuen 

(Roman.) Stapf は一年生草本と見  れ 同 内 生活型を異 し  ると れ き  

両変 は ハト  の苞鞘 硬く く 花序 垂れること ジ  ダ と容易 区別 き

る 染色体数はと  2n=20  る（佐竹 1964 北村 1964）  

 ハト  adlay   型は ッ  からフィ ッピン    れ  る   性はフィ 

ッピン  っと 高   地 的起源は東南 ジ      の時期は不明  る ジ 

 ダ Job’s tears野生型は広く南 ジ  分布し  る 花軸 雄性花と雌性花 並ん

 付き 雌性 2 花 苞鞘の   る 苞鞘色は から黒ま の変異    糸 つ ぎ合

わ   ッ レスや ザ  とし 用 られ  る ハト  の  は穀物とし   性

内乳デンプンをメ や ン      飲料 する（Smartt and Simmonds 1995） ま  

  や根を漢 薬薏苡仁とし 用   る  

 インド 分布するジ  ダ 属は次の   る（The Useful Plants of India 1986） 

C. aquatica Roxb.は飼料用 C. gigantea Koenig ex Roxb.は苞鞘を除    をニ ト

 の飼料  ザ   どの 芸品資材 用 る C. lacryma-jobi L.の穀粒はイ の良 

代用   る  る は栄養価 高く 薬用価値  る 飼料用や 芸品資材   る 

Bor（1960）はインド 分布するジ  ダ 属を 態的特性から次の う 分 し  る 

C. lacryma-jobi L.は 4変 var. lacryma-jobi ma-yuen stenocarpa   び manilifer

 分け  る stenocarpa と manilifer  関し は明確 一年生と記し  る 一   

C. puellarum C. aquatica   び C. gigantea は 年生とし  る 吉川（1963）はハ

ト   つ  詳細 資料を提示し 分  文献   細かく行っ  る しかし  ら 

分 体系は変更 れ  現在 Coix 属は C. aquatica Roxb. C. gasteenii B.K. Simon 

  び C. lacryma-jobi L. まとめられ  る（Wikipedia 2021.5）  
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図 18.  ジ 地域  けるジ  ダ とハト  の 

苞鞘の 態的変異 

右 写真  ハト    ジ  ダ   

 

ハト  3 系統の  はジ  ダ 4 系統の     素早く発芽し F1の 3 系統は両

親の 間 F2 はハト   近 発芽   ンを示し    素早 発芽は一年生草本の典

型的 特性 の一つ  る ハト  の草丈はジ  ダ    素早く伸長する 同   

ハト  の分けつ数はジ  ダ  比べ  早く増 し   限 達する この め  

ハト  は一年生の生育   ンを示し    ジ  ダ は 年生の   ンを示し 

 る F1 の生育   ンは両変 の 間  る F2 の草丈の頻度分布は二峰性の曲線を示

し 一つはハト  の平均草丈  う一つは村 （1961）  っ 観察 れ のと同 の

超越分離を示し  ハト  の出  はジ  ダ   早  ハト  の早  熟は一年

生の特性    ジ  ダ の遅  熟は 年生の特性  る F1 は両親の 間を F2 は

ハト   近    ンを示し   

雌雄異花 雌蕊先熟の風媒花  るジ  ダ 属     花 稔性％ つ  は ジ

  ダ （93.6±3.7）はハト  （96.4±1.3）   若干低かっ  有意差は く 他

  F1の 2系統はと  低かっ    稔性％ つ  は ジ  ダ （66.1±3.7％） 

 ハト  （75.0±15.4）は高く 他  F1（76506 51.1±25.3）  び F1（76508-1 15.7

±4.0）はと  低かっ  内乳デンプンのヨ ド ヨ ドカ 呈色反応はジ  ダ は青

（   性） ハト  は赤茶（  性） 雑 F1は青（   性）を示し    ハ  

ヘ 島採集のハト  2 系統は赤茶（  性）  っ  これらの 質の変 は    
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      味  る人為選択 潜性 向 働き   れ と考 られる  

ま  雌蕊先熟 つ  は ジ  ダ    ハト  の  低かっ  これらの特性

  っ  ジ  ダ   ハト  の  小    くの  を生産し   （表 15） 

Murakami et al.（1960）は両変 間の生殖的隔離 弱 と報告し  る  ここ  2系

統の F1の花 稔性と  稔性から見 同じ う 結果を示し  ると言 る  ジ  ダ

 を花 親とし 場合のほう  と  稔性 か  低 の  雑草型ジ  ダ から 

 型ハト  への遺伝 流動は低 と考 られる  

 花序と  （苞鞘を含む）への 物重の分配は生育期間の終わ      ジ  ダ 

 つ  は全植物体重の約 11％（9.1ｇ） ハト   つ  は 20％（8.6ｇ）  っ  

Kawano and Hayashi(1977)はハト   つ  再生産分配は 41.0％（最高率）を報告し 

 る 地 茎への 物重分配は生育期間の終わ      ジ  ダ  つ  は 6％（5.0

ｇ） ハト   つ  は 2％（0.9ｇ）  っ  す わち ジ  ダ はハト  と比較

し  有性繁殖へは半分 栄養繁殖へは３倍の     転流を示し    同   こ

の繁殖 式 関わる特性はハト   一年生性 ジ  ダ   年生性を示唆し  る

（Kawano 1975 参照）  

 

表 15. ジ  ダ とハト  の特性の比較 

 

 

 

    属 Sorghum sp.の生活型 

     属は著しく  性 富む(（de Wet 1978 ハ  ン 1979 阪本 1988)    

   Sorghum bicolor（L.）Moench（2n＝20）は一年生  この祖先 と目 れるのは 

 フ カの  ン 地帯 生育する S. verticilliflorum   る  

 年生雑草セイ ン    S. halepense（L.）Pers. は 2亜   る 地 海生態型

の小 く  の細 四倍体（2n=40）は小 ジ から  ス ン西部山岳部ま  分布する 

熱帯生態型の大きく  の広 二倍体（2n＝20）はインド南部から東南 ジ 島嶼部 分

布し  る S. propinquum（Kunth）Hitchcockは 年生二倍体（2n=20） ス  ンカか

らインド南部 ミャン   東南 ジ 島嶼部 ま 分布し  る フィ ッピン は S. 

propinquum と  型 S. bicolor の稔 性の る雑   き 強害雑草  っ  ると 

う  恐らく 年生性を戻し 栄養繁殖 し  るのだと推察する  

ま      属 Sorghum は 年生 4倍体 S. halepenseや 年生二倍体 S. propinquum

と一年生二倍体 Sorghum bicolorとの交雑     年生三倍体や二倍体  き  地 

根茎   旺盛 栄養繁殖をし     年生 顕性 質  ることを示し  る これ

特性 ジ  ダ ハト  

繁殖 式 早 雌先熟 雌先熟

個体   の  数 約80 約 70

根茎  る無性繁殖  る   

  発芽 斬新的 遅 同時的 早 

出  遅 早 

生活型  年生 生態的一年生

生育場所 用  路傍 川辺 耕 地
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らの育 目的は土壌劣 防止 保全や飼料用  る（Quinby et al. 1958, Cox et al. 

2018））  央 ジ の    は の 態 5群 分  きる（木俣 1996）     ス 

ンを 心    れ  る の長 ホ       1群（掃除用具） 疎ら 円錐型の 

を ち分けつ   2 群 円錐型の の 3 群 槍型の を つ ト     4 群  垂

する卵型の密 （ 用）5群  る この地域 は  型    の  性は著し    

年生雑草型を見ることは かっ   

 

生活型と繁殖 式の適応進  

風媒花や虫媒花から進 し 自殖性を高め き のだから 自殖性とは っ  自殖し

かし  の は   閉鎖花は例外とし   自殖性とは  全く他家受 し  と う

ことは く  と 機会は少 くと 他殖性は失わず     連の自殖性草本 見られ

  う 風媒  る遺伝 交流   性の 大の可能性を有し  ることは  得る  

ま  虫媒花の他殖性から自殖性へと進 し き とし   稀 昆虫 訪れ 送  

受 すれば 自家不和合性   自殖性の は祖先 本来の他家受 の可能性は  得る 

典型的 自殖性一年生草本  るト  ハゼ スカ  ゴ     ツケ     小型

の訪花昆虫 訪れ  る  の  自殖すれば次世代個体は 数の  を生産するの  

遺伝 交流の結果は一気  散 きる  

これま   くの野外集団の 査から 自殖性の草本 最新の進 を維持し  るのは 

ま  植物の繁殖 式の     る（Baker 1955, Antonovics 1968.Lefèbvere 1970） 

 ら  一年生草本の表現型  ける可塑性の著し 柔軟  大き   る 自然選択 

対応し    戦略 戦術とし 植物の生活史は   れ  る  

 

 年生から生態的一年生への分  

カ ジグ の早生生態型は   農耕の季節的   順 し  冬季の休閑   侵入

し 株の休眠 関わらず 夏季  ける   の腐敗    株の栄養繁殖機能を失  

   しか繁殖 き く っ  早生 し のは 植  開始 れる前    散布をす

ます 向 自然選択 働  から  る カ ジグ からすれば意図し    結果的 

人為選択   られ と うこと  る カ ジグ の早生生態型は  稲 の年間  

暦 侵入し  夏季の  土  株は腐敗し 一回結 性とし   のみ 繁殖し  る 

 状態 の生育  れば 普通型と同じく株は腐敗 枯死 ず  年生性を示す  

  湿地 生育するジ  ダ   イ  随伴し   ところ イ   ゾミ の山間地

 伝播し 陸     陸稲 すること  っ  寒 と    び季節的農耕   順

 し  生態的一年生のハト  の      進んだ ジ  ダ 野生型はイ と同じ

く 生植物  ハト    型は 稲の  暦 侵入し  一年生的 順    生産増

  北  伝播し  低温   枯死 生態的一年生  る イ 随伴雑草とし   湿地

生の祖先植物からハト  や ド は生態的一年生  っ   

 人間  る年間の 付け体系 侵入すること   年生祖先  一年生の生活環とし 

同時 自然  び人為選択 れ  二次的 一回結 性 monocarpy す わち生態的 生 

的一年生  っ  つま  自然の周期的 季節変  沿っ 前農耕  ける  活動 

年間  暦を慣例 し 行く   自然選択を受け  ら  半      進むこと 

 っ 人為選択 働き イ の う  年生 生態的一年生 順応し 一次 物  る 

ま  こうし 年間  暦 機能し  る  地 侵入し 随伴雑草と っ  年生草本
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は自然選択  び人為選択  っ  生活環 一年以内  まる う生態的一年生 変 

し 二次 物  っ   

 一   自然の進 史 逆らう 向   年生 育  れ  る 典型的 事例は一年

生 Sorghum bicolor  年生の Sorghum halepense や Sorghum propinquum を人為交雑し 

育 し  る 年生 Sorghum  る（Cox et al.2018）    と イ  の雑 を育 し

  牧草飼料 する目的  年生 する試み こ われ  しかし  ら 関連し 文献

は見失  1930年代 Triticum vulgale   び T. spelta  Secale montanum（ 年生）

を交雑し 雑 F2ま 得 （Longley and Sando 1930） T. durum  S. montanum を交雑

し （Derzhavin 1938）と う研究事例は っ   染色体対合（2n=42） 関心 注 れ

    生活型 つ  は触れられ     現在  イ   Triticale は S. cereale(一

年生)との人為雑 の 代とし 品  確立し     料  び飼料とし 生産 れ  

る  

 

イ の倍数性と生活型 

 イ 科イ 属は表 16 示す う  野生 は約 20     は 2 を含ん  る 2倍

体の は 一年生 3    間  し両生活型 分 5    年生 7   4 倍体の 8  はす

べ  年生  っ （Oka, H. and Coworkers 1980 森島 2001）  

 世界  伝播し   稲 O. sativa L.は 2倍体  一年生と 年生の 間と れ  る 

イ の祖先 O. rufipogon は ジ の熱帯や亜熱帯の湿地 生育し  る野生   生活

型は一年生と 年生      性 富むの 分   混乱  る イ 祖先 O. 

rufipogonの 年生系統         生態的一年生 人為選抜 れること    自

殖性   生産  く っ と考 られる イ は開花結    ひこば   数萌芽し 

温度 どの条件 良ければ 越冬し 回結 性を示すの  植物学的 は 年生性を有し

  る この   は生育地の環境 対する自然選択     農耕者  る  暦 生

活環を順 することへの人為選択 強く働  と考 られる  ら  陸稲は二次的  

  対する生活環を順     生態的一年生 を一層進め と考 られ 旱魃や寒冷 

 っ 枯死する   暦 は循環的生活環とし  一年生とし   扱 し   良好 

生産 可能  る  

西 フ カ     れ  フ カイ O. glaberima Steud.は 2倍体の一年生  る 

 フ カイ の祖先 は O. barthii  2 倍体の一年生  る  フ カの野生イ 

O.longistaminataは 2倍体 年生  自家不和合性        る有性繁殖を補う 

う  地 茎 栄養繁殖し  る  
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表 16. イ 属の  （森島 2001）  
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第 3章   の      

 

 

 

 

 本北海道の  の変異 

   し 思 ば 祖父の 舎 濃尾平野の木曽川の辺 米（イ ）どころ  の輪   

る岐阜羽島の八神から 毎年末 正月用 と送られ き のは 餅（イ ）と黄餅（  ）

  っ  す  幼少の頃から   縁  っ と うことだ  

 雑穀の野外 査は関東山地 山梨県 野原の西原  1974年から始め けれど  次 

 査 向かっ のは北海道 高地   っ  詳細は『 本雑穀のむら』第 1章 記す  

先住民族 イヌの人々 大切 継承し き 雑穀の一つ       雑穀を含む農耕文

   本 北 から 伝播し ことを 分譲を受け   の系統分析から明確 すること

 し   

 北海道の野外 査は第 1 期 1981 年から 1984 年 第 2 期 1995 年から 1997 年 かけ  

施し （木俣ら 1986 1995 1996 1997） 第 1期の雑穀   査の  トと   集地を

図 19  示し  北海道の各地 聞き取  査を行っ   雑穀 関し は イヌ民族の

人々    居住し  る沙流川周辺地域のみ 残存    く見られ    は現地農

家から合計 16系統の分譲を受けること  き  他の地域 は渡島半島 1系統 知 

半島の斜里町 1系統 小規模    れ    すぎ かっ   
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図 19. 北海道の 査  トと雑穀の残存分布（1981～1984） 

    の野生型と  型 

a 内 ンゴ の野生型亜 イヌ   b 北海道長知内の在来  C型（東京   ） c;

    ス ンの路傍 逸出し   型 d;北海道 別町の    在来系統（紫色 ）

と本州から導入系統（緑色 ）を混播し     

 

 沙流郡平取町 分譲を受け   14 系統 つ   22  質の変異を 査し 結果のま

とめを表 17  示し  特 7  質（出  数 分けつ数 小 数／ 長比   千粒重 

穎果色 護穎色 最 節間の有毛性）の組み合わ   っ  8  型 分 し （木俣ら

1986） これらのうち系統数の  A型と B型は典型的 在来系統（品 ）の特徴を   

示し  ると考 られる 東京   し 場合 早生 分けつ数 少   小 数／ 長

比 低    千粒重 比較的重  穎果 暗褐色 護穎 赤紫色 最 節間  毛  ど

の特徴 見られ  他の系統は本州から明治期以降 導入 れ 系統のうち   高地 

の環境 適合し   ま    れ き 系統   びこれ 在来系統     自然交
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雑し 結果的 若干の人為選択を受け 系統と考 られる これらは   変異の組み合

わ を示す  主 特徴は晩生 穎果 橙色 護穎 緑色 最 節間 毛 無  ど  

る ま  平取町の立花登 は北陸 関東  び北海道の各 1 系統を比較  （1984 年）

し   だ  ところ 草丈 十分 伸長し   点 は異 っ  る  護穎 赤紫色 

最 節間  毛 どの特徴は東京 の  結果と同じ    これらは安定的  質特性

  ると言 る  

 ま   型 つ  は  の先端 小  密   片  傾く寄 型 8 系統 小 は

疎ら 散開する平 型 4 系統   び小 は密 つき  直立する密 型 近 2 系統 

 っ    内乳デンプンはヨ ド ヨ ドカ 呈色反応  ると 14 系統すべ  ぶど

う色を示し   性と   性の 間的 性状を示し  この 間的 性状 は    

ける   倍数性 関与し  るの は  かと仮説し  残念  ら この仮説を検証

する時間は残 れ  らず 退職し   

 

表 17.北海道沙流郡平取町ほか    れ     の特性（東京   試験） 

 

 

ユ      ける地 的変異の傾向 

ユ      ける  の地 的変異の特徴を表 18  まずは概観し み う（木俣ら 

1986）  本の北海道 14系統と本州以南 19系統 東 南 ジ 4 系統 西  央 ジ 7

系統   びヨ  ッ 6 系統（合計 50系統 1982年試験）の 5地域を比較すると  本

の北海道の在来系統とヨ  ッ の系統は提示し 10 質のうちの 7  質（開花  出 

数 草丈 分けつ数 小 数 内外穎色 最 節間の有毛性）    特  似し    

ま  西  央 ジ の系統は幅広 変異を示し    ヨ  ッ の系統の変異は の

範囲内  まっ   （木俣ら 1986 木俣 1988）  

 本の系統をみると 北海道の在来系統 は 国北部  ンゴ の系統と 型や開花ま

 の 数 ど  似 見られる この点から 北海道の在来系統は イヌ民族の人々 伝

統的   を継承し き 系統        経由 北海道 直接伝播し き 可能性

を示唆し  る 一   本の本州以南の系統 は柱頭の色や 型 ど 関し 韓国から

    の系統と著しく 似し    旧ソ  ト連邦とヨ  ッ の品  は穎果の色

の高 変異性  型 どの変異の傾向  似し    インド 西 ジ の系統は くの

 質    幅広 変異性を示し       は 分けつ性 疎ら  を ち    

粒性の高 系統   祖先  近 と考 られる  インドや  ス ンから 央 ジ 

の系統 はこの う  質 認められ    の随伴擬態雑草の報告は少       

粒性の高 系統   ス ンや    ス ン    認められ  る（図 20）  

型 A B C D E F G H

 質
出  数 早生 早生 早生 早生  生  生 晩生 晩生
分けつ数 少  少    少  少  少    少  

小 数／ 長比 少  少  少  少    少      
千粒重  間 重  間      間     
穎果の色 暗褐 暗褐 暗褐 暗褐 暗褐 橙 暗褐 橙
護穎の色 赤紫 赤紫 赤紫 緑 緑 緑 緑 赤紫

 首の有毛性 有毛  毛  毛 有毛  毛 有毛 無毛 有毛
系統数 6 2 1 1 1 1 1 1
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表 18.   の地 的変異の概要 

 
  

  は出  不揃     出 の 4～5 前から開花を始めるの     関し は出

   は く開花 を 査し  全系統を概観すると高緯度地域  集 れ 系統ほど 

開花ま の 数 短 傾向  る  変異の幅は広く この傾向から外れる系統 少 く

 かっ  す わち 東京   し 場合  国  ンゴ  旧ソ  ト連邦 ヨ  ッ 

  び 本の北海道（在来）の系統は開花ま の 数 短く インド  び 本の九州 

南西諸島の系統のうちの くは開花ま の 数 長   

 

イ 科  属 Panicum sp. の     と伝播  

  はユ      けると  古   植物     ら 祖先   明確  れ 

      植物の一次 物  び地 的起源と伝播を研究する材料とし    は く

つかの点 すぐれ  る  と ば 在来性の高 系統（品 ） ユ    各地   

    れ  る 祖先  る は逸出 と考 られる雑草性の高  内変異群 新旧大

陸 報告 れ  る（Sholz and M kolāš 1991）   属の    はほか   イと  

イ    平行  元的    の  を比較 きる  くの野生   フ カ大陸 イ

ンド亜大陸  び新大陸     料 飼料 薬用 ど 利用 れ  る  

イ 科  属 Panicum (Poaceae)は フ カ ユ    から新大陸 ま  約 470  

 分布し  る   属植物はインド亜大陸   フ カ   主   ン 地帯 広く

野生 の穀  飼料  び薬用とし の利用 見られる これらの      れ のは

３     Panicum miliaceum L. (common millet)   イ P. sumatrense Roth. 

(samai  little millet)  び  イ P. sonorum Beal. (saui  panic grass)  る 

  イ P. sumatrense はインド亜大陸  約 2200 BC  祖先亜 P. sumatrense subsp. 

psilopodium から    れ (Weber 1992)   イ P. sonorum は北西メ    約 600 

BC  P. hirticaule から    れ  (Nabhan and de Wet 1984) ち み      

インド亜大陸    利用 れ  る 一年生 と 年生  と   用や飼料  れ 

    これらは C4植物  耐 性 強く 早熟  栄養含量 高   

  は一年生草本  一般 初夏 播 し 秋   する     型の 態的変異は

著し   草丈は    1～2m 分けつは ま  ず 植物体全体 毛    総状花序

は枝梗を分岐し 小 は第 3 枝梗  互生する 小 は不稔花と稔 花から   穎花は

北海道 本州以南
 質

出  数 早生   晩生   晩生   晩生  生
出 数 少   ～  間 少～ 少  
草丈 短  ～長  ～長  ～長 短 

分けつ数 少   間  間 少～ 少  
小 数 少   ～  間 少～ 少  
千粒重  ～重  ～やや やや重 やや重  ～やや重
穎果の色 暗褐   暗褐 橙  暗褐 橙  橙      
護穎の色 赤紫（緑） 緑 緑 赤紫 緑 赤紫

 首の有毛性 有毛 無毛 無毛 有毛  毛
内乳デンプン    間   （   ）             

 本
地域 東 南 ジ 

西  央 
ジ 

ヨ  ッ 
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１雌蕊と３雄蕊     一般 自家受 し    倍数性を つこと 注意し  き 

  内外穎は滑らか 光沢     の色の変異は著し   

  S holz     M kolāš（1991）は  を３亜  分 し  る （１）イヌ   subsp. 

ruderale (Kitag.) Tzvelev は   subsp. miliaceum の逸出     は小 く   

粒性 疎ら 円錐花序を ち 世界的 広く分布する雑草（2n=36(4x)  ca. 36）  る

（図 20.b4/d） この雑草型はユ    の各地 生育 見られ 小粒の  は全部 落す

る   型  から逸出し と考 られ  る  祖先 の可能性  る （２）subsp. 

agricolum H. Scholz et Mikolāš は subsp. miliaceum から突然変異  っ  き   

型とイヌ  との 間的 特徴を ち  央ヨ  ッ  分布し  る（2n=ca. 36 36） 

除草剤耐性  部ヨ  ッ のト        く生 る（図 20.b6） （３）   subsp. 

miliaceum  は  型（cultivar）と非  型（crop-like weedy biotype）  る（図

20.c1）  者は  スト    ス     カ ダ 見られ  る   型は倍数性 

著しく 染色体数は 2n=36(4x) 40 49 54(6x) 72(8x)の報告  る ト       

ど 見られる擬態随伴雑草 biotype は内外穎の大き や  重  っ  態的    型

と区別 れ 前者は   粒性 著し   

  従来  本 は 型 次の う ３分  れ き （図 20.a1/a2/a3）   散開する平

 型 var. effusum 一  片寄る寄 型 var. comtractum   び密生する密 型 var. 

compactum  る   型はユ    全体 比較すると連続的 変異  る  本の在来

系統の 型は大半 寄 型 北海道の在来系統は平 型  密 型はまっ く見られ    

Lysov（1968 1975）  れば旧ソ  ト連邦内の  の 型は著しく   地 的変異

を示し 5 群 分  れる （１）miliaceum 系統は花序の 態 野生  似  る （２）

patentissimum 系統は細長くまばら  型を示す （図 20.a1） （１）系統との区別 難し

  この２系統は東ヨ  ッ から 本 ま 分布し  る （３）contractum 系統は密 

垂れ  る花序を つ（図 20.a2） （４）compactum 系統は円柱状 直立する花序を つ 

（５）ovatum 系統は密   くぶん湾曲し 卵 の花序を つ（図 20.a3） しかし この

分 群は必ずし 分 学的 妥当 系統群 races とは認識 れ       の 内分 

は 型 ど単一の 質だけ は困難  るの   くつかの 質の ト ッ スとし 分

 群を考 る必要  る Gerarde(1597)は   16 世紀 はヨ  ッ 各地     

  れ    花序の疎密 2型  ることを示し  る  

 

  の  的重要性 

  Common millet (Panicum miliaceum L.) は新石器時代以降     8,500 年 

わ っ ユ    の文明    最 重要 穀物  っ  ユ     は最 古  

 植物の 1     る  植物学的起原と っ 祖先 と地 的起源地 つ    まだ

 明確  れ       は北西インド亜大陸    イ  北 国 どユ    大

陸 伝統的 広く   れ  ら  フ カ 北米   スト    ど世界各地   

 れ  る   ま   各地 重要  料や飼料と っ  るほか    利用 れ 

 る  

 本 は 70 年ほど前ま は北海道ほか全国各地 経済的価値を っ 相当量    

れ    世界農林 セン ス（1950年）  ると全国   農家数 616,063戸   面

積 27530.22 町歩  っ （ メ カの施政   っ 沖縄は含ま  ）  

近年 は著しく少 く  遺存的    れ  るのみ  る しかし  ら 最近 
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自然 や有機農 の見直し  っ  ほのか   の増  見られる 第１章 述べ C4

植物  る  はすぐれ 耐 性や早熟性 どのゆ  半  地や丘陵地域  ける有力

 穀物とし の特性を有し  るの     地球規模の砂漠 の進行や人 の急増 対

応する重要  料資源とし の再評価 必要  る  

  植物の植物学的起原  び地 学的起源を研究する は 植物学の研究手 を 心

とし  ら  民族学 考古学 言語学 どの くつかの研究手 を合わ 用 る必要 

 る（de Candolle 1883）  ぜ らば   植物の起原と伝播は 去１万年から未来へと

続く植物と人 の共生関係への進 の歴史      植物は野生植物とは明らか 異 

る くつかの植物学的 質を人為選択  っ 獲得し  るから  る ま      

     関わる技術や道具 どと一緒   植物は一つの農耕文 基本複合とし 伝播

するの （ 尾 1966） 文 人 学的 フィ  ド 査の手  有効  る  

  のユ      ける起原祖先         び地 的起源地からの伝播を明

瞭 する め   態的  び生態的特性から 遺伝的特性   の二次生体 分の分析

ま を 施し (Kimata and Negishi 2002  Kimata et al. 2007) 国内外の 査  っ

  現地農家から分譲を受け 在来系統（品 ）accessions （650系統）  び 集し 

腊 標本を用   次の観察  査や 験分析を行っ （Kimata 2016）  

  の結果とし   態的 生態的特性 遺伝的特性（交雑稔性 雑 の分析 全核 DNAの

断片長 型 AFLP （amplified fragment length polymorphism）   のフェノ  呈色反

応 ヨ ド ヨ ドカ 呈色反応（  ―   性） 脂肪酸組  ま 併  生物文 的

  性 関し  伝統的 文         と 味 栄養 考古学  び言語学デ  

を統合的 考察し    の植物学的起原       地 的起源と伝播を明示するこ

と し  す わち  査 研究の結論とし    は 央 ジ  特    海から南西

 山山脈の地域     イヌ  P. miliaceum subsp. ruderaleの野生集団から新石器

時代     れ 遊牧民 東 へは 国 西 へはヨ  ッ  南  はインド亜大陸 

 ら 北 へは     至るま 伝播し と考 られる  

   属は  植物の起原を探求する研究材料とし 優れ    次 示す大変 興味深

 6 つの課題を有し  る ①  はユ    大陸     れ  っと 古 雑穀の

一つ    と同   新石器時代の 国やヨ  ッ 各地の遺跡から出土し  る ②

  の祖先 は のところ不明  る  イヌ  は の祖先野生 の可能性 高  ③

  属の    は 他 南インド起原の  イ   び新大陸メ   起原の  イ 

 る ④ フ カ大陸 は 年生野生 P. turgidum や P. stragnium  どの穀粒  用 

供 れ  る ⑤  は 本を含む照 樹林帯の焼 の伝統的 輪   体系 組み込ま

れること 少 く どの う  付体系  っ のか明らか    ⑥  は    の

    川流域から沿海州 かけ  紀元前 3000年紀以降の遺跡から出土し（ 藤 1977） 

北海道  少 くと 擦文期の遺跡から出土し   （松谷 1984）  本へ北 経由 雑穀

  を 心とし 農耕文  伝播し 可能性  る  

 

 央 ジ の  の変異 

   の地 的起源地  央 ジ   る（Sakamoto 1987）との仮設を 証する め は

 央 ジ 諸国の現地 査 必要  る 幸  こと    ンブスの新大陸 陸 500 年

記念（1992）の JT   スカ  ャ 大賞を得ること  き の  これらの助    

1993年 6 月から 8月 かけ     植物産 研究所（旧ソ  ト連邦植物  研究所 
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央 ジ 分場）と共同研究とし 雑穀  の野外 査を 施すること  き   

 

 

図 20.   の 態  る分  

 の３型 a1  平 型; a2  寄 型; a3 密 型  央 ジ の  型と擬態雑草型 

b1  b3   び b5  subsp. miliaceum; b2  逸出雑草; b4 と d  subsp. ruderale; 

  び b6  subsp. agricolum  

 c1    ス ンの  型  似し 雑草性生物型  c2  subsp. miliaceum と subsp. 

ruderale の雑 第一代 F1 e1 と e2  17世紀のヨ  ッ の  (Gerarde 1597) 

 

  集し   の  試験のデ  の概略は表 19  示し  生育し 38 系統の 型の変

異は著しく次の 10 型 詳細区分 き  ①直立密 型（14 系統） ②直立 間（2 系統） 

③疎 型（8系統） ④長 疎 型（2系統） ⑤長  間型（2系統） ⑥直立疎 型（２系
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統） ⑦ 間（2系統） ⑧疎  間（2系統） ⑨小  （1系統） ⑩小 疎 型（3系統）  

 大別すると   型  る直立密 型 A  イプ  び疎 型 B  イプ 随伴雑草型  

る小 疎 型 C  イプ  る A  イプ系統は分けつ性 低く 茶色の穎果  る系統 

   B イプ系統は分けつ性 高く 内外穎の色 灰色の系統  く 雌蕊は赤紫色  

る C イプの系統は分けつ性と   粒性 高く 早生  る  述し 亜 の分  当

 はめると Aと B  イプは  型 subsp. miliaceum C イプは subsp. miliaceum の非

  型（crop-like weedy biotype）  ら  イヌ   subsp. ruderale   び subsp. 

agricolum  る  

 この う   央 ジ の  は変異 著しく大きく イヌ  を含む亜 や生物型 

存在し  ることから 地 的  起源地  るとの仮設は有効  ると考 られる ま

  雌蕊 赤紫色  ることは 本北海道の在来系統との関連を推測  る特徴  る 

 央 ジ の系統は東京   し 場合 開花ま の 数 26～46       本北海道

の在来系統と同  著しく早生  っ  出 数は開花ま の 数と正の相関 認められ

る  6～12 と変異の幅は大き   

 央 ジ と南 ジ の  の変異を比較する め  1986 年から 1994 年ま の  

試験のデ  を改め 比較し  東京   し 場合の開花ま の 数を南 ジ の系統

と比較すると  央 ジ の系統は極早生   フガニス ンから南 する し  っ  

 生から晩生 向かう傾向 認められる ま    ス ンとインドの変異の幅 大き 

こと 示 れ  る 主稈の 数は南 ジ の系統と比較すると  央 ジ の系統は少

 く 南 する し  っ 増 傾向  る  

  の出 はしばしば不規則    出 前 4～5   鞘内 開花 起こっ  る  

こ  出   は く 開花 を記録し  播 から開花ま の 数を計測し き  一

般  高緯度地域    れ き 系統は開花ま の 数は短   著しく変動する 東

京   し 場合  国  ンゴ  旧ソ  ト連邦 ヨ  ッ   央 ジ   本北海

道の系統は非常 早生  播  40  ほど 開花する 一   インド 本州以南の 本

の系統は晩生  これらの約 30％は 80 ほど 開花する  

主稈の 数は  国  ンゴ  旧ソ  ト連邦 ヨ  ッ   央 ジ   本北海道 

は少 く（5～10） 西 南 ジ  韓国 本州以南の 本 は前者の系統     （11～

16）  

有効分けつ数は 本 韓国     のすべ の系統は少 く（1～3）  央 ジ  南

 ジ  旧ソ  ト連邦（ 央 ジ 含む）   びヨ  ッ は幅広 変異（1～6）を示

し インドの系統は変異の幅  ら 広く 極端 系統（6.9％） は著し 分けつ数（9）

を示し   

   は植物全体 毛      首 つ  はほとんどの系統は無毛か ごくまれ 毛

 見られるだけ  る ところ 詳細  首の有毛性 つ  見ると 無毛 有毛  毛 

著しく 毛  4分  きる  本北海道（40.0％） 西 ジ （26.1％）  びヨ  ッ

 （20.0％）の系統 は著し 有毛性 見られる  

 型は 平 型 寄 型 密 型  びこれらの 間型 5 分  きる  本北海道 

 国 インド 西 ジ  旧ソ  ト連邦 ヨ  ッ の系統のほとんどは平 型  る 

一   本の本州以南 韓国     は寄 型  る  央 ジ は変異の幅 広く  

ら  西 ジ  旧ソ  ト連邦 ヨ  ッ の系統  ほんの少数の系統 密 型 見

られる  
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表 19.  央 ジ  集の  の変異 

 

 

  

 熟時の穎果（内 外穎）の色は暗褐色 褐色 薄茶色 象牙色（ 色） 橙色   び

灰緑色（灰色）の 6 色   まか 分  きる 旧ソ  ト連邦やヨ  ッ の在来系統

は色の変異 大き   本北海道と 国は暗褐色  る  本州以南の 本の在来系統は

褐色 薄茶色 象牙色（ 色）  る  央 ジ は暗褐色から薄茶色     灰色の系

統 見られる インドの系統 は 灰緑色（45.6％）     薄茶色や象牙色  る  

 熟時の雌蕊柱頭の色は 在来系統  っ  色 薄紫色  び 赤紫色の ずれか 

 る   か の系統（70％）は 色ま は薄紫色  る  本本州以南と    の系

統は 色  る  央 ジ は薄紫色  く 赤紫色     色の系統は   一  赤

採集番号 　 穂型　 内・外穎色  分けつ数    開花日　  　　　　出葉数 雌蘂色
93-6-26-1a-3 直立密 茶 1.0 .36.8 10.8 薄紫
93-6-29-2-15-1 直立密 灰茶 1.0 .35.8 10.4 薄紫
93-6-29-2-15-2 小型疎 小粒 3.5 26.0 . 6.0 薄紫
93-7-2-2-1 直立密 茶 1.6 39.4 10.6 薄紫
93-7-6-1-25k 直立中間 茶 1.2 35.0 10.2 薄紫
93-7-6-1b-3-1 疎 薄茶 2.4 .39.2 11.4 紫
93-7-7-1b-1-1 直立密 茶 1.6 36.8 10.2 薄紫
93-7-7-1b-1-2 小型疎 灰 3.0 27.8 .  5.8 薄紫
93-7-13-2-1 疎 薄茶 2.6 41.0 12.2 紫
93-7-13-2-3-1 直立密 茶 1.5 37.0 10.5 薄紫
93-7-13-2-3-2 小型疎 灰 2.00 32.0 . 9.0 薄紫
93-7-15-1-4-1 直立疎 薄茶 2.2 40.6 10.8 薄紫／紫
93-7-15-1-4-2 　疎　 灰 3.5 40.8 11.5 紫
93-7-26-1 直立密 茶 1.8 36.2 9.8 薄紫
93-7-26-1-1n 直立密 茶 2.0 38.0 10.8 薄紫
93-7-27-1-1n-1 長疎 薄茶 2.6 39.3 10.8 紫
93-7-27-1-1n-2 疎　 灰 3.0 42.4 10.2 紫
93-7-27-1-7n-1 直立中間 茶 1.6 38.2 9.6 薄紫／紫
93-7-27-1-7n-2 疎 灰 3.4 32.8 7.6 赤紫／薄紫
93-8-2-1-1-1 長中間 薄茶 2.0 46.0 12.0 薄紫
93-8-2-1-1-2 長中間 茶 1.8 44.0 10.6 薄紫
93-8-2-1-1-3 疎 灰 2.2 44.0 11.2 薄紫
93-8-2-1-2 中間 薄茶 2.2 45.8 12.8 薄紫
93-8-5-1b-1 直立密 茶 1.6 37.8 10.4 薄紫
93-8-5-2-1-1 直立密 薄茶 2.2 41.8 11.5 薄紫
93-8-5-2-1-2 直立疎 灰 3.6 42.4 11.2 紫
93-8-7-1a-3 直立密 茶 1.3 39.3 11.0 薄紫
93-8-7-1a-5-1 疎 薄茶 2.5 38.0 10.8 薄紫
93-8-7-1a-5-2 　 中間 灰 1.8 42.4 11.4 薄紫
93-8-7-1a-6 直立密 薄茶 2.0 45.0 11.6 薄紫／赤紫
93-8-7-1b-1-1 疎中間 薄茶 2.8 45.0 10.6 薄紫／紫
93-8-7-1b-1-2 疎 灰 2.2 45.6 11.4 紫／薄紫
93-8-7-1d 疎中間 薄茶 2.6 43.2 11.4 薄紫／紫
93-8-14-1-1 小型 暗褐 2.8 29.4 6.0 薄紫
93-8-14-1-2-1 直立密 暗褐 2.6 30.6 . 7.4 薄紫
93-8-14-1-2-2 直立密 茶 1.2 40.0 10.8 薄紫
93-8-14-1-3-1 直立密 茶 1.8 36.5 10.3 薄紫
93-8-14-1-3-2 疎長 暗褐小粒 2.5 34.0 9.5 薄紫／紫
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紫色   のは  本北海道 インド 西 ジ の系統    ヨ  ッ の系統 は 28％

  る  

この う  全ユ    から 集し 在来系統 つ  比較し   本の北海道 居

住し  る先住民 イヌの人々   し  る在来系統は 本の他地域の のと異 っ 

特性を示し    ス ン インド  央 ジ から 集し 在来品 は まばら 花序 

 分けつ性 どの 質 大き 変異  っ   本への伝播と全ユ    への伝播  

び     を再構 する め  これらの特性の地 的分布は有用 情報  る  部

 ジ 各地から 集し 在来系統の 7つの 態的と生態的特性 つ  計測し  比較し

  北  ス ンからカザフス ンま の在来系統は疎ら   早生 ど    著し 

  性を示し  これらの地 的変異は  の起原地を明確 し  部 ジ 周辺 の 

    を再構 するの  有用 情報を与   る   型 混じっ 3 つの雑草型 

カザフス ン     ス ン   ス ン 見られ  これらは （１）  型 subsp. 

miliaceum  似 雑草 biotype （２）短 花序と暗褐色の内外穎を っ subsp. 

agricolum  （３）  びイヌ  subsp. ruderale 同定 きる どの雑草型   の 

粒性 著し  これらの事例は     部 ジ      れ イヌ  の変  祖先

野生型  ることを示唆し  る  

  フガニス ンからインド亜大陸 かけ 分布する品 の特徴を詳細 検討し ところ 

   変異 認められるとと    フガニス ンから     かけ 非分けつ性の系

統 連続的 分布し インドの ハ  州や ング デ   は 分けつ性の系統  く 

ヒンドス ン平原への伝播はヒ  ヤ南麓  トとは異 る のと考 られる   の 

本への伝播 つ  は    経由の北   ト  びヒ  ヤ南麓経由の南   トを

想定し フィ  ド 査を行っ き  北海道の  の顕著 特徴は第一節間の 毛 護

穎 どの紫色 雌蕊の赤紫色 早生 ど  る  これらの特徴は 本本州から    

の系統 は ま みられ  特徴  むしろ西 ジ からユ  ッ の品  つ  る 

の  る（木俣ら 1986）  

  の 型は  者 とっ は最 目 つく重要  態的 質  るの 基本的  イ

プ つ  比較し  これ     Lysov（ЛЫСОВ 1968）の著 から整 し  ジ

 地域の 型の分布を要約し 図 21  示し  この図 は 央 ジ  密 型  ンゴ

  ブ ヤ ト 疎 型 東 ジ   本 寄 型 典型的  型とし 提示 れ  る 

カザフス ンから 山ま を含む  央 ジ  る はト  ス ン  ける 型は著し

 変異 富ん  る う 見 る  央 ジ の 集系統の 型の変異は著し  東 ジ

  特  本の  の寄 型は変異性 乏し     植物の 型とし はと  洗練 

れ  る 北海道 は  をイ   と呼称し  る う  本州から導入 れ 系統の

大き  はイ の の う 熟すと垂れ  る寄 型  る Lysov はヨ  ッ の  

の  つ  は述べ      典型的  型は図 21 示し （Gerarde 1597）  
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図 21.  ジ 地域の  の 型の変異（ЛЫСОВ B.H. 1968 を改変） 

 

交雑 験のまとめ 

 花 親テス   用  6 系統との交雑稔性から見  ユ    の東西の端 位置す

る極東  本とヨ  ッ  フ ンスの系統は遺伝的分  最 進行し  る  国の系

統はヨ  ッ の系統と つ   を保ち インドの系統は東 ジ の系統と  央 ジ

 の系統 東 ジ の系統とつ   を保っ  る  他の地域の系統とは ま 人為交

雑 き かっ  イヌ  を花 親とすると どの地域の系統と 交雑  き   イヌ

  は  親とし は全く機能し かっ  交配技術 問題  るのか しれ    こ

の結果 正し とするの ら イヌ  は  からの花 を受け入れず 生殖的 隔離 

れ  交雑  る雑   は  へと一 的 起っ  雑草型イヌ    地 生育し 

 れば   型の個体周辺 雑草    れる  

 

生 学的 質から見 地 的変異 

 生 学的 質は 験分析操 を   ければ可視  き  の    者  る人為選

択 関わ  く   こ  生体 分の分析    生 学的 質の地 的変異を検討す

る め  次の 5 生体 分 つ  分析し  内外穎のフェノ  呈色反応  の ステ

  ゼ  イソザイ  幼植物の DNA 断片長 型はほとんど人為選択 関わら  と考 

られる   の脂肪酸組  繊細 味覚の  者 は人為選択 れるか しれ     

れほど配慮することは    だし 内乳デンプンのヨ ド ヨ ドカ 呈色反応は   

   性の判別 用 るの  味覚  る人為選抜 関与すると考 られる  

 

内外穎のフェノ  呈色反応 

 穎のフェノ  呈色反応は薬液 浸  ければ不可視  るから 人為選択を受けるこ
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とは  と考 られる この反応はフェノ      ダ ゼと う酵素を含む複雑 生

 学的反応  る  内変異の系統分 や地 的分布を明らか する手 とし 有効  

る（Kawase and Sakamoto 1982）  

  の内外穎 褐色  る系統は  の  着色前の若 穀粒の内外穎 10 を用  フェ

ノ  呈色反応を検査し （Kimata and Negishi 2002） 411系統 つ   これらの若 

内外穎をフェノ  溶液（３％ 2ml） 室温  24時間浸漬し    し 表面 黒褐色

 変 し かを観察し   

呈色反応 つ  は-から+++ま ５段階 分 し  全般的 見 フェノ  着色性（+

～+++）を示す在来系統  かっ  （78.4%） 一  限定的 地域  国  ンゴ   

び 本の北海道と南西諸島    は非着色性（－～±）の在来系統  かっ （66%以 ） 

ま   央 ジ の系統  非着色性の系統（25％） 少 からず認められ  フェノ 

 着色性は  のデ    ス 穎果の色と対比し ところ対応し  呈色反応  るの

  相互 独立し  質と言 る  

着色性の系統は 本の主要島を含む  か の地域 広範 認められ  この う 広

 地 的変異は   や      観察 れ  る（Kondo and Kasahara 1940） しか

し  ら イ と   は 2 表現型 明瞭 見られ  る 反応性の系統は南 国や南 

ジ  著しく く  本や韓国 はまれ  っ （Iizuka et al. 1977 Kawase and 

Sakamoto 1982 Lee and Sakamoto 1984 河瀬 1986 Seetharam 私信） す わち   

はこれらとは異 っ 地 的分布を示し      と比べ  反応性の系統 東 ジ 

やヨ  ッ  向かっ 分布し  るの   央 ジ から北  向かっ 広 っ  る 

この結果から  ンゴ や北 国を経   本北海道 向かう連続的 伝播経路 示唆 

れる  

 

内乳デンプンのヨ ド ヨ ドカ 呈色反応 

イ 科穀物の  内乳デンプン   性を有するのは   の他  ハト      

  イ           びト     の７   る   以外の６  はヨ ド 

ヨ ドカ 呈色反応 赤茶色（  性）と青色（   性）の 2 表現型     明瞭 

分かれ変異は少 く（Nam et al. 1986） 葡萄色（ 間性） 出現することは少    

  の  内乳デンプンは  と同  （阪本 1982）   性在来系統 東 ジ （47%

以 ） 局在し 分布し  る（表 20）  ンゴ   び南 ジ 以西はほとんどの在来系

統は   性を示し  る ま   本北海道を 心 韓国  国 ど東 ジ の在来系

統 は       間性  く認められ （Kimata and Negishi 2002）   以外の 6

穀物はすべ 2 倍体  るの     限っ  間性   のは複雑 倍数性（2n=36 40 

49 54 72 ど）と関わ   ると推測 れる  際 北海道の在来品     この関

係の一端 明らか  っ （渡辺 未発表） しかし  ら 倍数性と      性の関

連を 験研究する時間は退職を前  かっ   

東 ジ     穀 の内乳デンプンの  性系統 偏在分布し  るのは 東 ジ 

の人々 農耕儀礼や祭事   性系統を用  祖先  供すること 関連し  る

（Sakamoto 1983）    性の系統は東 ジ からヨ  ッ ま 広く分布し  る  

 本 はごくまれ  る 西 ジ  旧ソ  ト連邦  びヨ  ッ  5系統の  性 

 間性系統  集 れ  る  これらの地域 は  の  性系統はまっ く見られず 

   性系統ばか   る し  っ    の  性  間性系統は東 ジ から偶然
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導入 れ    れ   のか しれ    

 

表 20.  内乳デンプンの      性 ヨ ド ヨ ドカ 呈色反応 

 

 

全核 DNA増幅断片長 型（AFLP）から見 系統 

まず   属 3    （  Panicum miliaceum   イ P. sumatrense   イ P. 

sonorum）  び雑草型の 分  つ   系統樹を  し (neighboring joint tree  

PAUP*) 図 22 示し  う      び  ス ンと    ス ンの雑草型   イ

と  イの間 はブ ト スト ップ検定     明瞭  分  認められる  

 しかし  ら 図 23 示し  う    の 内系統分  つ  はブ ト スト ッ

プ検定 は明瞭 差異は示 れ    (UPGMA tree PAUP*)  系統樹（neighbor-joining

 ） は地 的傾向は示 れ  る 75 系統は大きく 2  ス  I 群（6亜群）と II群

（3亜群） 分かれ  Ia亜群は 5系統 ドイツ    ニ 雑草型(subsp. ruderale) 

 国  び 本（2）を含む Ib亜群は 7系統 ト      ャ    ニ （2）   

び 本（3）   る Ic1亜群は 6系統 ユ ゴス    旧ソ  ト連邦（ヨ  ッ 

2  央 ジ 2）  びポ  ンド  る Ic2亜群は 10系統 カ ダ 旧ソ  ト連邦

（ヨ  ッ 2  央 ジ 1）  国       ング デ     びインド（3）を

含む Ic3 亜群は 8 系統 インド（3）   ス ン（4）   び 本   る Id 亜群は

赤茶（  ） 葡萄（ 間） 青（   ） 未決定

 本 132

北海道 16 1 (6.3) 15 (93.7)

本州 57 33(57.9) 21(36.8) 3(5.3)

四国 30 23(76.7) 7(23.3)

九州 9 6(66.7) 3(33.3)

南西諸島 20 13(68.4) 6(31.6) 1

東 ジ 39

Korea 23 11(50.0) 5(22.7) 6(27.3) 1

China 10 6(60.0) 1(10.0) 3(30.0)

Mongolia 6 6(100)

南 ジ 90 90(100)

西 ジ 26 1(3.8) 25(96.2)

旧ソ  ト連邦 78

Central Asia 12 12(100)

 の他 66 1(1.5) 2(3.0) 63(95.5)

ヨ  ッ 43 1(2.4) 41(97.6) 1

 フ カ 2 2

北 メ カ 1 1

合計 411 94(23.0) 62(15.2) 252(61.8) 3

K   t  & N   sh   00 改変

地域 系統数
呈色反応　系統数（％）
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7系統   ス ン（2 2雑草型）     ス ン（2 1雑草型）  る IIa亜群は 

フガニス ンの 2 系統のみ  る IIｂ亜群は 9 系統  国（2）     （2）    

ニ （2） フ ンス スペイン     を含む IIc 亜群は 11系統  国 韓国  ン

ゴ （2） ト   ブ ガ      ニ   ェ ス     ドイツ（3）  構  

れ  る  

 AFLP  カ の分布は概し 2つの地 的傾向を示し  る 第 1 は フガニス ンと

 ンゴ からヨ  ッ    国を経     へと東 西の傾向  る 第 2 は   

 ス ンと  ス ンからインド  旧ソ  ト連邦（ 央 ジ  ヨ  ッ ）を経 

東ヨ  ッ へと南 西の傾向  る 他   階層的  ス  分析(group average 

method  SPSS) 基づけば 51系統内  2 群 抽出 れ のみ  っ  I群は 5系統 

  ス ンと    ス ンの 3 雑草型を含ん  る  II 群は他地域の 46 系統   

っ     

 
図 22.   属    雑草の DNA 断片長 型 AFLP    る系統樹 
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図 23.   の DNA断片長 型 AFLP    る系統樹(neighbor-joining  ) 

 

概観し 特徴的 のは次の点  る （1）   ニ の系統 Ia亜群 Ib亜群 IIb亜

群  び IIｃ亜群 と 広範囲 出現し  る （2） 国の系統は Ia 亜群と IIb 亜群 

ヨ  ッ の系統と Ic2亜群と IIb 亜群     の系統と共 出現し  る （3） 本
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の系統 Ia 亜群と Ib 亜群 ドイツと東欧の系統と共 出現し  る （4）   ニ 雑草

型 Ia 亜群 現れ  る    ス ンと    ス ンの雑草型は Id 亜群 出現し 

 る  

 

生 学的 質のまとめ 

 内外穎のフェノ  呈色反応 は   の着色性の系統は 本の主要島を含む  か 

の地域 広範 認められ この う 広 地 的変異は   や      観察 れ 

 る（Kondo and Kasahara 1940） しかし  ら イ と   は 2表現型 明瞭 見ら

れ    着色性の系統は南 国や南 ジ  著しく く  本や韓国 はまれ  っ 

（Iizuka et al. 1977 Kawase and Sakamoto 1982 Lee and Sakamoto 1984 河瀬 1986 

Seetharam 私信） し  っ    はこれらとは異 っ 地 的分布を示し     

 と比べ  反応性の系統 東 ジ やヨ  ッ  向かっ 分布し  央 ジ から北

  向かっ 広 っ  るの   ンゴ や北 国を経   本北海道 向かう連続的 

伝播経路 示唆 れ  る  

  の  内乳デンプンは  と同  （阪本 1982）   性在来系統 東 ジ  局

在し 分布し  ンゴ   び南 ジ 以西はほとんどの在来系統は   性  っ  

 本北海道を 心 韓国  国 ど東 ジ の在来系統 は       間性  く認

められ （Kimata and Negishi 2002）    限っ  間性   のは複雑 倍数性と関

わ   ると推測 れる  

微量の脂肪酸  る   ジン酸  イ セン酸  び ヘン酸の有無  っ  供試

品 は 4  イプ（AB AE ABE O型） 分  き これらの地 的分布 は明瞭 偏  

認められ AB型はヨ  ッ から 央 ジ   AE型（雑草型を含む）はユ    全域

 分布 ABEと O型は極東    し  っ    の 央 ジ 起源と東西両 向への伝

播を示唆し  る  

  ステ  ゼ  イソザイ つ  は  本の本州以南 韓国  国  ンゴ   び 

        か  高 変異の共通性 見られ 一    ス ン インド  び 

央 ジ 周辺 の変異の  性 明瞭  る  

 全核 DNA増幅断片長 型 AFLP   カ の分布は概し 2つの地 的傾向  フガニス 

ンと ンゴ からヨ  ッ    国を経     へと東 西の傾向   び    

ス ンと  ス ンからインド  旧ソ  ト連邦を経 東ヨ  ッ へと南 西の傾向

  る この傾向は    ニ の系統 広範囲 出現し  る  国の系統はヨ  ッ

 の系統  び    の系統と共 出現し  る  本の系統はドイツと東欧の系統と

共 出現し  る    ニ 雑草型と  ス ン  び    ス ンの雑草型は離れ

 位置 出現し  る この う 生 学的 質は  者の人為選択 関与し く の  

  の植物学起原と地 的起源  び伝播経路を明らか する めの有効 資料  るこ

とを示し の   述の総合考察    参照する  

 

ステップ農耕  ける  の起原地と伝播 

  植物の起源地の特性 つ  は ヴァ  フ（1926）  尾（1967）や阪本（2000）

  っ 大  整  れ き  ヴァ  フは  央 ジ は遊牧 主要 生   るの

  農耕 関し は否定的    大 の  植物 西 ジ  る は 国から伝播し 

とし   央 ジ 起源の 物は  と結論付け うとし    しかし  ら これま



66 

 

   央 ジ のスッテプ地帯の研究は少  の  不明 こと    考古遺跡の発掘

を含め 再検討を求め     や  の研究資料からはこれらの起源地 ステップ地帯

の縁  山山脈南麓周辺  る可能性は高く ステップ地帯を   スを頼   広く東

西 伝播し と考 ることは きる  

地 的起源地は フガニス ンと  ス ンの北部山岳地帯を含み    海から南西

 山山脈ま の 央 ジ   る この地から東 向  国へ 西 向 ヨ  ッ へ 

南 向 インド亜大陸へ(de Wet 1995) 北 向     へ 新石器時代以降 遊牧民 

 っ  散 伝播 れ   ら  13世紀 ヨ  ッ を侵略し  ンゴ 軍は  を兵

糧とし   (Carpine 1246)  態的 質  び AFLP  カ （図 22  び図 23）  

る系統群   少数の 国系統 ヨ  ッ 系統 混ざっ  ることは  ンゴ 民族 

 る  の伝播を示唆し  る  

  る   本北海道 居住する イヌ民族の  し き 伝統的系統は  型や開花

ま の 数     北 国や ンゴ の系統と 似し    他    本本州以南の

系統は  型 柱頭色 穎のフェノ  呈色反応性     韓国や    の系統と 

似し  る(Kimata et al. 1986  Kimata and Negishi 2002)  本北海道の系統 PC57-2

は 央 ジ  インド  び 本の花 親テス  との間 稔性の る雑 を ることか

ら  本北海道 北 国からの北 伝播経路 示唆 れる  

  の祖先 はイヌ  P. miliaceum subsp. ruderale の野生型  っ  うだ 初期

の     は 央 ジ 周辺 始ま   国への連続的 伝播   進んだ  ら  

  型は 央 ジ から南 ジ へ 直接的 ヨ  ッ へ 間接的 西 ジ を経 南

東ヨ  ッ へと 散 伝播し （図 24）  

 
図 24.   のユ      ける伝播経路 

I,地 的起源地 II,二次伝播セン    線は 央 ジ からの古伝播経路 破線は 国

からの 13世紀  ける伝播経路  
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  の最近のゲノ 研究 

   は世界 最 古   穀物の一つ  る 北 国    少 くと 10000 cal bp

    れ   ことを示す最近の証拠 くつか る  ら     関する一連の考古

植物学的記録は 東ヨ  ッ   少 くと 7000 cal bp 存在し    Huntら（2011）

は これら 2つの初期記録のセン      独立し の     る は    2000

年紀ま どん  物 移動し ことの   この 2 セン  の大陸を越  移動のどちら

かを示し  る うだと述べ  る 彼女らは はユ    を越  98 系統の 16 ミ 

  テ イト遺伝 座を用   遺伝的   性を分析し  歴史的 重要  物の旧世

界  ける系統地 学的 構造を探索する め  っ  主要 遺伝的分割はデ    

ると 北東 国  る    の境界を っ  東と西 分かれ  西側の遺伝的グ  

プ 属する相当数の系統は北東 国     同  見つけられ   ら  東西の遺伝

 グ  プは れぞれ 2  る は 4 群 分かれ 明瞭 地 的   ンを示し  る 遺

伝的 デ  は 単一  し複数の   セン  仮説を両立し    ま  この仮説

は  の伝播 関し 必要とする特別 詳細を    る まだ 矛盾 遺伝的 デ  

からの予報と考古植物学の記録の間 存在し     央 ジ   ける初期農耕 つ 

 の研究 対する優先性を強 し  る  

 Chenら（2022）は 516系統を用   集団構造の解析から    れ   は 国の野

生原  起原を つこと 明らか  っ とし  る 代表的 32系統の ング  ドの

de novo ゲノ  センブ  基づ   グ フ  スの   ンゲノ を構築し   

 ゲノ 分析    の結果をのみから 起原と伝播を論考すること は異議  る  

    を現地 査 圃場試験 古典的と言われ う  交雑 験    複眼的 植物

学の 験分析を行  統合的 論考するべき  る 現場    現物を比較観察し 統

合的   論を適用すること  っ   論仮設の確 性 担保 れると考   るから

  る し  っ  Chen ら（2002）の研究 果  っ   ここ は  の 央 ジ 

起原仮設を却 することはし    央 ジ  の考古学遺跡の発掘  ら 進むことを

期待し    
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第 4章 インド亜大陸  ける雑穀  と の      

 

 

 

 

   の野生型と  型 

 

 

インド亜大陸 独自     れ 雑穀 はほとんど関心   れ こ かっ    

イ  ド  インド  は亜大陸周辺 広 っ   他     と  ティは南部  イ

 ャンはカ   ヒ のみ 地域固有の穀物とし    れ    特定地域から伝播を

広げること  かっ    グ スはヨ  ッ  向け 伝播し   と の昔 絶滅し

 しまっ  う  る 第 4章 は特     と  ティ 焦点を当  記述する  

インド亜大陸の雑穀   植物起原学の視点から興味深 主  由を三つ げ み う 

一つは インド起源の雑穀    は現在進行     の  を見ること  きるから

  る す わち 野草から雑草 随伴雑草 擬態随伴雑草 混 ま は間 の二次 物 

 ら   洗練 れ 単 の三次 物へと向かう  植物の進 の    る 二つは 

植物と人間との共生の デ  植物を   し  く      典型的 認められるか

ら  る  と ば 雑草 随伴雑草 擬態随伴雑草と    ら 二次 物と る  

 植物と人間相互間  わば真摯 掛け合   るから  る 三つは 同じイ 科他 

ばか   く メ科   科 ど他科  植物との混 や間  どの  体系と 関わっ

  植物相互間   彩 関係性 生じ 擬態や共生的 生活 式の共進  認められる

から  る 言 か れば 植物と人間の混沌とし 歴史性 空間性 これらを関係づけ
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る環境文  真 面  の インド亜大陸の雑穀農耕 見られるの  る  

ここ は人間  っ 撹乱 れること 少  場所 生育する植物を野草 路傍や 地 

   ど撹乱 れる場所 生育する植物を雑草 村落 どの周辺 逸出生育する野生型と

雑草型の 間的特性を つ人里植物 農民    れ  る  植物とし  る ま  

  植物の  侵入し 生育する植物を の随伴雑草 これらのうち主要   植物 擬

態し  る植物を の擬態随伴雑草とし  雑穀の       ける進 生態的地位を

示し  る  

 

インド亜大陸の雑穀 

 から 10,000 年以 前の遺跡から出     の遺物の う      向かっ   

の大き  どの 態 明らか 変 し  る   れば  イ ャンの う 19世紀  

   れ    粒性の 度 区別 れる  る は 現在 半  段階  るかと思わ

れる  野生のまま   を   れ 穀物とし 利用 れ  る   る イ  し 

   インド は優れ 品     れ    ら  の  脇の灌漑用 路 生 る野

生イ は 祭 の め    れ 高値 販売 れ 神々と人間との供  用 られ  

る  

インド亜大陸    れ  る雑穀を地 的起源  っ 次の う グ  プ分けし 

（表 21） ① ジ 起源のうち 央 ジ 起源（I 群）は    び    る ②東南イ

ンド起源(IIａ群) は  イ インド    ド   イ ャン      び  ティ

 含まれる ③東南 ジ 大陸部起源（IIｂ群）はハト    る これら  植物のう

ち ド   びハト  はイ と同じく 年生植物  る  この特性は の地 的起源

を考 る 当 っ 重要  る ④ フ カ起源（III 群）は            び

ト ジン    る ⑤西南 国起源はソ   びダッ ンソ   る ⑥新大陸起源は

   ン ス  び ヌ   る ここ はイ 科 は     デ科ソ とダッ ンソ

    びヒユ科   ン スと カザ科 ヌ は  の   穀物の う 利用 れ 

 るの 雑穀     る  

インド亜大陸の穀物  を地 的 概観すると 地 海農耕文 の伝播  る   は

  ス ンから西インド 主    れ 緑の革命の 果を げ  る イ の  は主

  ッ  から東インド  ら 海岸地域を巡っ ケ  州 至っ  る      ソ

  ダッ ンソ  ジャガイ の  はヒ  ヤ山脈南麓の山間地 行われ  る   

  は       ット 主要  料  る 雑穀 はヒ  ヤ山脈南麓の丘陵地とデ

カン高原 東  び西ガ ツ山脈の半  地や丘陵地 主    れ  る 雑穀 は豆

 と混 や間  れること     
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表 21. インド亜大陸    れ  る雑穀    

 

 

 央 ジ から伝播し 雑穀（I群） 

   （Panicum miliaceum L.）は第３章 述べ  う  最 古   植物の１つ  

少 くと 8,000 年前 は 国  8,500 年前 は北ヨ  ッ     れ   と れ

る ユ    大陸全域    各地の新石器時代の文明を支  重要  料  っ  

  はインド   ス ン       び フガニス ンの山地帯  主要  物の一

つとし    行われ  る Lysov (1975)は  を次の５  品 群 す わち

Miliaceum Patentissimum Contractum Compactum   び Ovatum品 群 分 し  る 

これらのうちインド 主    れ  るのは Patentissimum 品 群とし  る  この

品 群はまばら      熟し 際 は若干 れる インド亜大陸を俯瞰すると  の

変異は大きく  型は と  草姿 非分けつ型から 分けつ型ま 幅広く存在する 主

   地はガンジス河の 流域 イ の    播  れ  る ま  ヒ  ャ  プ

 デ  と ッ   プ デ  州の 2,500ｍ以 の山地    維持 れ  る  

    インド亜大陸を初めとし  国  本  央 ジ   び   イ  ど各地 

地理的起源地と学名 和名 インド名 染色体数 生活型 植物学的起源

アフリカ
Sorghum bicolor モロコシ jowar 2n=20 (2x) annual S. bicolor  var. verticilliflorum
Pennisetum americanum トウジンビエ bajra 2n=14 (2x) annual P. violaceum
Eleusine coracana シコクビエ ragi 2n=36 (4x) annual E. coracana var. africana

アジア
１.インド
Panicum sumatrense サマイ samai 2n=36 (4x) annual P. sumatrense  ssp. psilopodium
Paspalum scrobiculatum コドラ kodo 2n=40 (4x) perennial wild
Echinochloa flumentacea インドビエ jangora 2n=54 (6x) annual E. colona
Brachiaria ramosa コルネ korne annual wild

Setaria pumila コラティ（キンエノコロ） kolati 2n=18,36,72 annual wild

Digitaria crusiata ライシャン raishan annual wild
２.東南アジア

Coix lacryma-jobi var. ma-yuen ハトムギ 2n=20 (2x) perennial C. lacryma-jobi var. lacryma-jobi

３.中央アジア
Setaria italica アワ thenai 2n=18 (2x) annual S. italica  ssp. viridis
Panicum miliaceum キビ cheena 2n=36 (4x) annual P. milliaceum ssp. ruderale
４.南西中国
Fagopyrum esculentum ソバ 2n=16 (2x) annual Fagopyrum esculentum ssp. ancestralis
Fagopyrum tartaricum ダッタンソバ 2n=16 (2x) annual Fagopyrum tartaricum ssp. potanini
アメリカ
Amaranthus hypocondriacus センニンコク 2n=32, 34 (2x) annual A. cruentus (A. hybridus)
Amaranthus caudatus ヒモゲイトウ 2n=32, 34 (2x) annual A. cruentus (A. hybridus)
Chenopodium quinoa キヌア 2n=36 (4x) annual C. quinoa ssp. milleanum

和名 インド名 代表的 語のみ示し  地 名の詳細は7. 0節 示し  
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   れ  る （図 22.e） 

    (Setaria italica (L.) P.Beauv.)はユ    全域 広く   れ  る一年生

穀物  祖先 は ノ  グ （S. italica ssp. viridis (L.) Thell.）  る（図 22.d,f） 

 ノ  グ 属植物は雑草 し S. sphacelata (Schumach.) Stapf et C.E.Hubb.や S. 

palmifolia(Koen.) Stapf  ど くつかの  新旧大陸 野生穀物とし 利用 れ  る 

しかし  ら   以外    の    るのは 述する う 南インド の   （S. 

pumila）のみ  る   は 国 は約 5,000 年来   れ    仰韶時代 は  と

同  重要 穀物  っ  ヨ  ッ   新石器時代 約 3,600 年前 は   れ  

  しかし インドの新石器時代の遺跡からは のところ見つかっ       は次の

２品 群 分  れ  る（Decaprelevich and Kasparian 1928) Moharia品 群は 数

の稈と小 く 円筒型の を ち 主 ヨ  ッ や西 ジ  分布する Maxima品 群

は１  し少  稈と長く 垂れ  る を ち    から 本 分布する   

Prasada Rao ら(1987) インドから東南 ジ     れ  る Indica 品 群を追 し

   これ は分 学的 根拠は く 農耕 関わる地 的分布を参照し  すぎ   

   の地 的起源 つ  は  と同  諸説  る  Sakamoto(1987)は   は 

央 ジ からインド亜大陸北西部 紀元前 5000年以前     れ ユ    大陸の東

西 牧民の手 漸次伝播し 地 品 群を分     っ とし   の根拠は  フガ

ニス ンや  ス ン北西部の  の品 は祖先  ノ  グ   似し  小   を

 数つけ 分けつ性 高  交雑花 稔性から見 品 分   ま 進ん     ど 

 る（阪本 1988） 最近の  面積は 国 約 400 万ヘ     南インド 100 万ヘ 

   弱  る インド は    と間  れ 牧草とし  高 価値     ンド

  プ デ  州を 心 高 性品 を導入し 生産量を増     る        
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図 22. インド 伝播し 雑穀   a      b ト ジン   c       d 

   e    f    間  れ ダイ   

 

インド亜大陸  び の周辺 起源し 雑穀（II 群） 

   イ(Panicum sumatrense Roth.)はインド周辺のミヤン        ス  ンカ

     れ  る  インドの東ガ ツ山脈の村 は重要 一年生穀物と っ  る 

祖先 は雑草 P. sumatrense ssp. psilopodium(Trin.) de Wet    積極的 侵入する 

この雑草から由来し Nana品 群は 熟時   散布能力を くし  る   イは  

  とト ジン  の間 穀物とし   る は ハ   ト 州 はイ の   の畦

    れること  る Robusta品 群は良好 土壌の  は単    れる 民族植物

学的フィ  ド 査 は雑穀や関連する道具の呼称 地 名 ど言語学的 聞き取  査

 重要  る  と ば   イは興味深 事例を示し  る   イの雑草型を akki 

marri hullu （米の小  草の意）や yerri arasamulu（ 粒性の  イの意） どと呼

ぶことから 農夫   イの擬態随伴雑草の特性を く 解し 雑草を ント   し 

 ることを明瞭  き（小林 1990）  述する う  物＝雑草複合の内        

伝播  ト どを推定すること 可能と る    
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 インド  (Echinochloa frumentacea Link)はインド周辺 のみ   れ  る一年生

草本  る 考古学的 発掘はインド はまだ  の     は比較的新し 時代  

 れ のか しれ   次の 4品 群 分  れ  る（de Wet et al., 1983） Stronifera

品 群は祖先 の E. colona Link 似    Robusta品 群は大き 花序を有し    

インド  広く   れ  る Stronifera 品 群と Robusta 品 群 交雑し 

Intermedia品 群を生じ  Laxa品 群は ッ      れ    長く 細  を有

し  る   ト(めし)やガンジ （かゆ） ど    れる  飼料とし  重要  

る 雑穀は  を人間  茎 を家畜  すること    重要性  る 同属の   

  本    れ  るヒ E. esculenta (A.Braun) H. Scholz（syn. E. utilis Ohwi 

et Yabuno）  る  本の東北地  はかっ ヒ の茎 を馬 与    を人間  料

とし     ま     イ   を施し   病人の滋養 とし かゆ   し  る

点 両  共通し   興味 広 る  

 ド Paspalum scrobiculatum L.は 年生草本(2n = 40 4倍体)  る  ド はイ

ンドのみ 一年生穀物とし    れ  る  イ やハト  と同   本来は 年生

草本  る この雑草型は旧大陸の熱帯 亜熱帯の湿地 広く侵入し  る     れ

 のは少 くと 3,000 年前   ジャス ン州と ハ   ト 州の遺跡から出土し 

 る   型と雑草型は   粒性    明らか 差は認められる  相互 交雑し 

 るの 両者の分 は ま 明瞭 は    ド の小 は一般 は 2 列  る 4 列の

系統  る この特性は 量増  関わるの 農夫は丹念 人為選抜し  る  雑草と

の自然交雑故 固定すること  き    る   

  イ ャン Digitaria cruciata (Nees) A. Camus は ッ  のカ   ヒ  居住す

る山地民  っ ト     や野菜 の二次 物とし     れ 一年生草本  る 

  ト ど    れる  飼料とし の価値 高      れ のはごく新しく 19世

紀と れ  る（Singh and Alora, 1972）  査当時はカ   ヒ への入域  き か

っ の  直接観察はし       ミ   ドゥ農科大学や王立   植物園（イ 

 ス） 腊 標本を観察し  同属の  グ ス Digitaria sanguinalis (L.) Scop.は 

  時代 南ヨ  ッ   く   れ   と れ 少 くと 19 世紀ま は南東ヨ 

 ッ     れ   （図 7.7）    はカ ミ  と   の  カ ス地    

 れ  る可能性  る  残念  らカ ミ  各地  目 かかること  き かっ

  西 フ カ は同属のフォニ D. exilis (Kippist) Stapf. とブ ッ フォニ D. 

iburua Stapf.    れ  る  

    （Brachiaria ramosa (L.) Stapf.）は一年生草本  インドの東ガ ツ山脈 居

住する山地民  っ    れ  る（図 23） 近年ま カ   カ州と ンド =プ デ

  州の境界の  地域 約 8000   カ    れ    1996 年の 査  この地域

    れ続け      トや ティ（非発酵 ン） ど 9   の  の材料とし 用

 られ  る    は 本来 南 ジ  広く分布し 林  プ ンテ  ョンの果樹林

 や路傍 どの生育地から 陸稲 次          イ どの  雑草とし 侵入

し 飼料とし 利用 れる う       強 の 保険 物の地位を獲得し  ら 

二次 物とし 単  れる  植物  っ    型は擬態随伴雑草型     密 大

きく    粒性 弱  耐旱性 著しく優れ 雨 2 回降れば   至ると言われ  

る 南インド は単  れること        至っ 簡単  極端 言 ば播   

 するのみ  る 西 フ カの  ン 地帯 ほぼ   段階 至っ  る同属の一年
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生   ニ  フォニ B. deflexa (Schumach) C.E. Hubbbard   る  

野外 査は カ   カ州  ンド  プ デ  州  び ミ   ドゥ州（1985 

1996 1997）  ハ   ト 州  び  ッ 州（1987）  ッディヤ プ デ  州  

び ハ  州（1989）  ら  ヒ  ャ  プ デ  州  び ッ   プ デ  州

（1996）     施し     はカ   カ州と ンド  プ デ  州の境界地域

周辺だけ    れ      ティの  はカ   カ州と ンド  プ デ  州 

 び ミ   ドゥ州の境界   ッ 州の丘陵地 限られ    しかし  ら 古く

から普及し     は くの場所    続  き  同時  農耕  穀粒    

      び植物地 名 関する情報を地域の農民から聴取し  特 1996 年と 1997

年 は    と  ティ  る 物の詳細    を農民の自宅 詳細 観察    

らっ  場所は カ   カ州 Tumkur地区 Madhugiri taluk の Annerahalli 村   び

 ンド  プ デ  州 Chittoor 地区の Palmaner 近郊の Jalaripalli 村  っ   

   ティ( ン ノ  S. pumila (Poir.) Roem. et Schult.)は南インド 時折   

れ  る一年生草本  る  ン ノ  は 本  ごく  ふれ 雑草  る  イン

ド は開け 林  路傍や 地 生育し  る 私 ちの 査  れば 東南インドの 

ン ノ  は生態的 ３分  きる 第 1 は 短  を ち 著し    粒性を示し 

陸稲 どの 地 侵入し  る雑草型  る 第 2 は  ド か  イ 擬態随伴し  

る雑草型  る 第 3 は   イと混  れ  る  型  る  ら 詳細 異 間の

擬態状況を見ると 興味深 こと    は現在 二元的 進 の 向を取っ  る う

 見 る 一つは   ッ 州    主 イ （陸稲）        ドミレット ど

の  侵入し 擬態随伴雑草と っ 第 2 の雑草型    飼料とし のほか ほぼ保険

 物の段階 達し  料とし  利用 れ  る  う一つは   イの  侵入し 擬

態随伴雑草と    ら カ   カと ミ    ドゥの州境地域      イと混

  れ ほぼ   の完 段階 達し  る  型  る これは  イと混合し   

ト ど 6   の    れ  る 雑草型と比較すると 驚くほど  数倍 長く 10cm以

     粒性 低 し    早晩生 頴の色 ど 品 分  生じ  る と わけ 

  イと  の 状と色  似し  る   の  は頴の滑らか とつや  っ のみ

区別 きる点は興味深   
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図 23.    の  

(a) カ   カ州の Tumkur地区の   の  (b)  型 cp密  擬態随伴雑草型 op疎

   

 

三次 物  ティ 

  ティは南インド 時折   イと混  れ  る一年生草本  る(図 23) 祖先 

の ン ノ  は 本  ごく  ふれ 雑草  る  インド は開け 林  路傍や

 地 生育し  る この章 は原則とし S. pumila は雑草型を ン ノ  とし こ

の  型だけを  者の呼称 従っ   ティ korati と記すこと する  

カ   カ州  ミ   ドゥ州  び ンド  プ デ  州の州境地域  ける 

 丘陵地の 査   ン ノ  の 3 型 区別 き  一つは 主   イとと  生育

 見られる  型  ティ  若干の 粒性    草丈は高く 分けつ数    この

  型は 長  （11 cm） 高密度の小 （34粒／cm）  数の分けつ数（43） 広 止 

（長 31 cm 幅 1 cm）を っ  る 開花ま の 数（73 ）は長く 随伴する 物（こ

の場合は ド ）の開花ま の 数 適応し  る 二つは   イと ド  随伴する
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雑草型    むしろ長  （10 cm）と高  粒性の る球 の  を っ  る 三つ

は 短  （6 cm）を っ 雑草型   熟時 著しく 粒する小    を っ  る 

  ッ 州 は   型  ティは  イの むしろ湿っ   しばしば生育し  る 

この  型は赤  と薄黄の の 2    区別 きる 草丈の高 随伴雑草型は通常は陸

稲や        イ   び ド の  生育し    南インドの  型と比較し

    ッ 州の  型は太く長 茎 広   長   短 剛毛を っ   (Kawase 

1987; Kobayashi 1987, 1989)  

 ン ノ  Setaria pumila (Poir.) Roem. et Schult.(syn.S, glauca)は一年生雑草

  世界各地 広範囲 分布する汎存 の雑草    倍数性（2n=18, 36, 72)をと  

 複雑    る 草丈 30～60cm  る 花序は円筒  密 花 つき   の総状花序 

2.5～10cm 通常は黄色 稀 紫か薄 緑  る か  普通  るイ 科草本 標高 700m

ま  特 農耕地 路傍 開墾し 森 生   る 小 (約 3mm)は薄 緑か茶緑  る 

牛  ン ノ  を見つけると言われ  る(Achariyar 1921 Singh 1988)  

  第２章 記し ハト  (Coix lacryma-jobi L. var. ma-yuen (Roman.) Stapf.)（IIc

群）は主  ッ    び周辺の諸州    れ  る 年生草本  る    はヒ 

 ャ  プ デ  州  試  行われ  る 雑草型の祖先 ジ  ダ （C. lacryma-

jobi var. lacryma-jobi）は 本を含め  東 ジ 各地 生育し  る 雑草型の  

は堅 苞鞘 包まれ     ザ  や数珠 用 られ  る     れ 年代は不明

  る 東インド はジ  ダ   稲の擬態随伴雑草と っ  る事例  る  

 余談  る  インド亜大陸の雑穀の    関する基礎研究は小林央往の担当  っ

  彼とは 3回のインド 査を共 し   の  小林は フ カ 査      罹患 

急逝し の  私 遺志を継 だ  

 

 フ カ大陸から伝播し 雑穀（III群） 

      (Eleusine coracana Gaertn.)は フ カの東から南部の高地や  ン 地

帯    れ  る一年生の穀物  祖先 は E. coracana ssp. africana (Kennedy-

O’Byrne) Hilu & de Wet   る      は 央ス ダン は 5000年前    れ 

  可能性  る  の  紀元前 1,000年紀 はインド 到達し   フ カ は約 100

万ヘ     インド は北から南部諸州 かけ 約 300万ヘ        れ  る 

ssp. africana はインド 広く伝播 ず カ   カ州の農科大学農場内の     圃

場周辺 まれ 生育し  るのみ  る ここ はインドと フ カの品 を交雑し イ

ンダフ品 を育 し  るの   フ カの品 の   混入し 最近  っ 帰 し 

 のと考 られる（図 22a~c）  

      は南インド は    主要  料と っ  る 花序の 態 基づ  次

の５品 群 分  れ  る（de Wet et al. 1984） Corocana 品 群は フ カとイン

ド 広く   れ ssp．africana  似     央の枝梗を良く発達    る この枝

梗は 5 から 9 本   れ 細く直線的  る この品 群はインド は    とト ジ

ン    間  れ  る Vulgaris 品 群は フ カとインド 最 普通    れ 

 る  インド は潅漑イ    続く 季 物とし  直播のほか   播  育   

移植   れ   る（  2） Compacta 品 群は北東インドから ガンダま     

れ  る インド はと わけ曲 っ 枝梗     位 付く枝梗 特徴的  る 

Plana 品 群はインドの東西ガ ツから   イ ま    れ    小 は長く小花
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 花軸 密生し   ンの う 外観と る Elongata品 群は枝梗 長く 東 フ カ

の他 インドの東ガ ツ     れ  る インド はト ジン  の       

 の  を圧迫し き  るの    面積はこの 20年間 200 万から 300万ヘ    

の間を変動し 減少傾向  る  

     (Sorghum bicolor ssp. bicolor Moench)は半  熱帯の農   ける主要穀

物  る インダスから農耕文  南 へ伝播する際 インド は熱帯の穀物 必要と 

っ  紀元前 2000 年  し 3000 年紀 は    は   ピ との交易  っ   ら

 れ     ジャス ンやグジャ  ト州からの考古学的証拠 これを裏付け  る 

1990年 は世界の総計 4500万ヘ        れ 内 1530 万ヘ    は東南 ジ 

の 付け  っ   

     は第２章 触れ  う    型亜 のほか ssp. arundinaceum (Desv.) de 

Wet and Harlan   び ssp. drummondii (Steud.) de Wet  分  れ  る  ら   

ssp. arundinaceum は  var. arundinaceum var. verticilliflorum   び var. 

aethiopicum の 3変  分けられ  る（de Wet, 1978）     の  型品 群は近縁

 と の 複 雑  か か わ  合    っ   立 し   る  直 接 の 祖 先  は var. 

verticilliflorum(2n=20)と考 られ   型とこの変 は近縁野生 S. propinquum 

(Kunth) Hitchc. (2n=20)と 自然交雑し S. halepense (L.) Pers.(2n=40)とは染色体数

の倍 を伴っ 浸透性交雑の影響を受け    著しく複雑 変異を示し  る(Dogget, 

1988) ssp. drummondii は  型と野生  同所的 生育し  る地域 雑 起源の雑草

と っ  る 品 群の分   は次ぎの う 考 られる ssp. arundinaceum は フ 

カ 6000 から 5000 年前    の   入  分裂選択  っ     の 5   品 

群  び雑 を生み出し   フ カの野生型亜 と S. halepense 間の自然交雑   型

と ssp. arundinaceum 間の交雑 各地 生じ  る Guineaと Durra品 群は東 へと伝

播し 4000 年ほど前 はインドへ､2000 年ほど前 は 国 伝播し  ン   ケ ンと

   ャンと っ  る S. bicolor と S. halepense の交雑 雑草性の著し ジョンソ

ング ス  ら   ゼン ン    飼料用と れる  ン ス グ ス（S. almum 

Parodi, 2n=40） この雑草と  品 の自然交雑  っ 生じ  る 19世紀以降  メ

 カ合衆国へ導入 れ  フ カの Durra Kaffir   び Bicolor 品 群は矮性品 を生

じ  る   品 群の特徴 つ  少し整 し み う 頴 包まれ 耐鳥害性の小粒

  を持つ Bicolor品 群は最初  良好    きる 粒  を つ Guinea品 群は次

 発達し     ピ  発達し 耐旱性 強く大粒  を つ Durra 品 群はインドや

東 ジ ま 伝播し  る Caudatum 品 群は大変ユニ   特性を亀甲状  の 態や

色 味 持っ  る Kaffir品 群は南 フ カ  ンツ 族と関わ を っ    れ

  る(Harlan and de Wet, 1972) Durra  び Bicolor品 群は擬態随伴雑草を っ 

 る   のインド は全インド=    改良計画  心と っ 品 改良や普及を行っ

  る 同じくハイデ   ド  る ICRISAT（国際半  熱帯 物研究所）     や

ト ジン  の品 改良 熱心 取 組ん  る  

 ト ジン  (Pennisetum glaucum (L.)R.Br.)は フ カ起源の一年生草本  暑熱と

   強く  フ カ は 1600万ヘ        れ  る インド亜大陸 は ンジ

ャブから ミ   ド 州 かけ 約 1100 万ヘ        れ    と わけ ジ

ャス ン州 は主要  料と っ  る ト ジン  の近縁野生 は  し 東から西

 フ カ 広く分布し  る Brunken (1977)は二倍体の  品  雑草  び野生 は
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頻繁 交雑し  ることを示し これらを単一の P.americanum (L.) Leeke とし   ら

 ３亜  分 し   型 ssp. americanum 雑草性の ssp. stenostachyum (Klotzsch ex 

A.Br. & Bouche’) Brunken   び野生型 ssp. monodii (Maire) Brunken とし   の

  Clayton and Renvoize(1982) はト ジン  の分 学的 適切 名称を P. glaucum

とし 近縁雑草 を P. sieberianum (Schlecht.) Stapf et Hubb. 近縁野生 を P.violaceum 

Maire とし 整 し  これら 3  の違 は生育場所の選択と  散布の機構  る 

P.violaceumは祖先      記分 の ssp. monodii  相当する ま  P.sieberianum

は ssp. stenostachyum  相当し， フ カ はト ジン   の擬態随伴雑草とし 花序

の大き や 態 栄養体の 態  び開花期を 似    る 西 フ カ は雑草性の

「半＝  品 」の雑 集団を ブ ス（shibras）と呼ん    農夫 とっ は普通 

見られる わば「汚染」植物  る  ブ スは  型と雑草近縁 P. violaceum との浸

透性交雑  っ 生じ    花序の大き や  栄養体の 態  び開花期   型 

 似する擬態随伴雑草と  る しかし これはインド は見られ    

 地 的 は次の 4   品 群 認められる 卵型の頴果を ち  っと 祖先型 近 

Typhoides品 群は    フ カ 広く   れ    考古学的 証拠から 4000年前

  フ カ     れ 品 分  起こる以前 この品 群のみ 北西インド 少 く

と 3000 年前 伝播し  しかし 他の 3 品 群は フ カから外へは伝播し     

Nigritarum 品 群は Typhoides 品 群  似し 50cm 以 の花序を つ Globosum 品 

群は長球 の頴果 100cm を越 る  ソ 型の花序を つ Leonis 品 群は先の尖っ 

扁球 の頴果を ち 花序の長 や は変異 富む ト ジン  は旱魃 強 の  将

来   地帯の農耕地     大 継続 れること  ろう  

 

西南 国  伝播し  デ科雑穀（IV 群） 

ソ (Fagopyrum esculentum Moench.)とダッ ンソ (F. tataricum Gaertn.)は一年生

草本  る.  年生草本の F. cymosum (Trev.) Meisn. 両 の祖先 と れ     

近年    粒性の野生  見つか  ソ の祖先 は F. esculentum ssp. ancestralis 

Ohnishi ダッ ンソ の祖先 は F. tataricum ssp. potanini Batalin と れ 西南 

国のヒ  ヤ地域 5000 年ほど前     れ と考 られ  る（Ohnishi, 1998） カ

 ミ   伝播し のは紀元 1200年頃  る 現在 インド はヒ  ャ   プ デ 

 から ッ   かけ 主    れ  る これらの丘陵地帯 カ フ季 2 万ヘ  

   付け れ 6000トンの年間生産量を げ  る (Joshi and Paroda, 1991)  

 

新大陸から伝播し 雑穀（V群） 

 ヒユ科   ン ス(主 Amaranthus hypochondriacus L.と A. caudatus L.)は 1500年

頃 インド 伝播し 現在はヒ  ャ  プ デ  から ッ  地域 南インドの山地

帯    れ  る  カザ科 ヌ (Chenopodium quinoa Willd.)はヒ  ヤ地域 ど 

まれ    認められる これらは  ばか   く野菜とし 若   利用 れ  る

(Joshi and Rana, 1991) 北インド は伝統的  物 は  の    し  自らの 

用とは ず  換金 物とし  る  

 

インド起源の雑穀の      

 東インド  ける雑穀の     はイ の伝播 強く関連し  る   植物は半 
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 地    一年生植物から選抜 れ  湿地    は 年生植物を一年生植物の生活

環 強要し  生育期間を短縮     生産を増やす 向  一年生 の 向 選抜し

  この    イ   の随伴雑草から ハト  と ダミレット  年生から一年生

 の 向 選抜 れ 二次 物  っ   ら イ の随伴雑草から    耐 る一年

生植物 擬態随伴雑草 二次 物  イ インド   これらの随伴雑草から三次 物 

     ティ     向 選抜 れ  東インドの稲        ら 陸稲と 

う  環境   地域の 地への適応進  る自然選択と人為選択の結果  る   南米

から伝播し ト     の  侵入し 雑草から イ ャン（カ    ミレット） 

19世紀  っ から    れ   

 

二次 物の 態的 質 

インド亜大陸 の雑穀の     は イ    雑草とし 侵入する第 1段階   

二次 物  る  イ  ド  インド   どの祖先  随伴雑草  る第 2 段階 陸

稲  イ の擬態随伴雑草から二次 物  る第 3段階  ら   イ  ド     

   どへの擬態随伴雑草から       ティ 二次 物  る第 4段階 至る こ

の  はイ   びこれ 随伴する雑草（祖先 ） インド東北部から南部へと伝播する

   湿潤気候から  気候への適応 関わっ 促進 れ と考 られる（Kimata et 

al. 2000） ヒトと植物の共生系  の事例とし と  興味深   

  ティは南インド は  イと混   っ    れ  る    ッ 州 は ド

 や     と混  れ  る この混 組合   っ どの う  内分  生じ 

 るか つ   南インドと  ッ 州の野外 査を行っ   集し 在来系統 つ  

は  れぞれの  の 構 （組合 ）ごと  述する う  初期生育 どの 態的 生

態的 質  び植物体色 どの生 的 質の比較試験や 験を行っ   験材料とし 用

 る際 は   植物の他雑草 ど 含むの  用語とし 品  は く系統を用 る  

 

イ  ス王立   植物園標本庫  ける 同定 

       ティ    どの イプ標本を観察し   の同定を確認し （2005年） 

   の標本を観察し ところ 大型の と広     型 近 標本  っ  北西イ

ンド採集の標本は分けつ数  く 密     野生の穀物利用 可能と見   私 用

  供試材料の同定は的確  ると判断し   

  ティの変異は大きく  ン ノ  から ツブ ン ノ  ま 含ん    Borの

採集標本    T. [Kope の同定標本  っ  細く少  剛毛の密 の標本  っ  

 内変異    イか ド  擬態し 三次 物  っ との起原仮設はこの観察から支

持 れる しかし   ッ 州 は  イ  く  ド との混   っ   カ   

カ州 は 1標本のみしか かっ  Nirgir どの標本 は  長く 剛毛 短  の  

   ド 擬態型     分 し   だろう ザ ツ  ノ  は剛毛 長く疎  

 る  変異 大きかっ   

東南インドの ン ノ  は生態的 ３分  きる（表 22） 第 1は 短  を ち 著

し    粒性を示し 陸稲 どの 地 侵入し  る雑草型  る 第 2 は  ド か

  イ 擬態随伴し  る雑草型  る 第 3は   イと混  れ  る  型  る 

 ら 詳細 異 間の擬態状況を見ると 興味深 こと   ティは現在 二元的 進 

の 向を取っ  る う 見 る 一つは   ッ 州    主 イ （陸稲）    
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    ド  どの  侵入し 擬態随伴雑草と っ 第２の雑草型    飼料とし 

のほか ほぼ保険 物の段階 達し  料とし  利用 れ  る  う一つは   イ

の  侵入し 擬態随伴雑草と    ら カ   カ州と ミ   ドゥの州境地域 

     イと混  れ ほぼ   の完 段階 達し  る  型  る これは 述

する う    イと混合し めし bhat ど 6  の   用 られ  る 雑草型と比

較すると   長く 10 cm 以     粒性 低 し    早晩生 頴の色 ど 品 

分  生じ  る と わけ   イと  の 状と色  似し  る  ティの  は

頴の滑らか とつや  っ のみ区別 きる点は興味深   

 

表 22. カ   カ州  集し   ティの 3型（各 5個体）の 

 態的 質の比較 

 

 
 

 

 

特性   イ の雑草型  ド 擬態随伴雑草型  ド と混 の  型

 粒性 著  高 低 

 長  6.1±0.6 10.4±0.4 11.1±1.3

小 密度（穀粒数／  ） 29.0 30.5 33.9

稈直径㎜ 1以下 おおよそ1 2

剛毛長  5.5密生 6.5密生 5.0疎生

穀粒長  2.0 2.5 3.0

草丈㎝ 73.8±11.3 90.6±5.1 75.8±5.3

分けつ数 40.0±10.6 20.0±3.5 43.0±9.7

止 長㎝ 17.1±3.3 22.8±4.5 31.0±4.6

止 幅㎝ 0.5±0.1 0.8±0 1.1±0.1

開花ま の 数 51 61 73

図 24.   ティの 型: a)と b)  型(Dk) ド との混 ;c)   型(Ds)   イとの混

   び d)   粒性の雑草型;e)と f)   ティと  イの混  : ンド  プ デ 

 州 Chittoor 近郊の Illur 村  
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  イと  ティの混  の    は 4,422 粒を観察し ところ   イの  は

70.1％    ティの  は 26.8％混合し             の  は 0.4  

デ科  は 2.5％混入し      イと  ティの混     し     ける混合

比は の年の気象条件  っ 変動すると考 られる  表 23を見る限    ティの混

入率からみ  三次 物とし の地位は十分 高 と言  う  

 

表 23.   イ単  と  イ   ティ混  の  穀粒構 の比較 

 

 

擬態随伴雑草  

擬態 は 間擬態と 内擬態  る   ティ  ける 間擬態はイ   ド   び

  イ ど 対し 生じ    他 物への擬態随伴雑草型を生じ  る  内擬態は雑

草型と  型 継代的 自然交雑し  これらの 間型と  うべき擬態随伴雑草型 生

じ 自然選択 重   農夫  る人為選択を受け  きわめ  似し  る  混  

 型とは  の非 粒性  っ 判別 きる  

南インド は   ティ  型  つ   イと混      れ  る  一  東

インド は   農 生態的地位      う一つの  ティ  型や ン ノ  雑

草型 ど  主  ド と    ま      や陸稲と混  る は随伴生育し  

る   ティの くつかの植物的特性は  型 雑草型から出自し  ること ま  こ

れらの特性   イや他の穀物と進 的 同 し き ことを示し  る  

この     は  気候 対し 適応する う 機能し 他の穀物 への 態的 擬

態  っ 促進 れ き   ら   ント  ニン組  関係し  と 鞘の着色 他

の穀物とごく近縁の雑草との間 の擬態 組み込まれる 雑草型と随伴雑草型は牛への飼

料とし  ま  飢饉の時 農民の めの保険 物とし 用 られる   ティの穀粒は

何時 他の穀物とと  播  混  れ    次節 述べる う  補助 材とし 6 

 の伝統 品    れ 順次 農耕文 基本複合の    関与し  る  

 ンド  プ デ  州 Chittoor 近郊の Jalaripali 村    れ 地域の市場 販売

 れ     イと  ティの混合穀物   色の擬態 見られ （図 25）   イの 

 粒は  ティの  粒 非常  く似 薄茶色をし    ま  容易 識別 きる黒

  イ 5249 98.6 3100 70.1

  ティ 1 少し 1187 26.8

     0 0 17 0.4

雑草

A デ科 70 1.3 112 2.5

B  科 0 0 6 0.1

C未同定 1 少し 0 0

D未同定 1 少し 0 0

合計 5322 4422

単  穀粒数％ 混  穀粒数％
 名

K pp  p ly 村 J l r p ll 村
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色 含まれ      ティの穀粒は黒色（51.1％）と 黄色（48.9％） 2区分 き

  黒色  は混合穀粒 tela samuru の    イと容易 区別 きる  薄茶色  は

  イと同色    色のみ 区別することは困難  っ   詳細 見れば   イ穀

粒の光沢 る内外穎  っ    ティの薄茶色   識別することは き   

  ティ  型は常   イとと  播 し   し  消費 れる 農民は混合穀物

をテ グ語 tela samuru  る は tella samulu と呼ぶ  これは    イを意味し

    混   っ   し 穀粒は  ティを 26.8％含ん       イの単  

  し 穀粒はほんの少しの ン ノ  を含ん     ぎ かっ   

 

 

図 25.   ティの  イへの  擬態 

a)    販売 れ  る混合穀粒 分 し 穀粒  b)   イの茶色    

c)   ティの茶色  と d)黒色    

 

   の    と     

野外 査（1985）の間 唯一      型の単一     ンガ   から北へ 100km

  る Malleswarapura 村 観察 れ  ここ は 小学校教師 約 0.03ha の     

を  し    穀粒は 去勢牛 鋤を牽か  耕地を整地し   7 月最終週から 8月初

め 散播し  農民は 9月 頃 一度 手 除草する  この時    は 20cmほど 育

っ  る   は 10 月の終わ から 11 月初めの朝のうち 株 をし    植物体は 2

～3   穀場      牛の踏圧  穀し   摺     風選の   雑穀粒はめ

し anna     ッデ mudde   び非発酵 ン roti    し         型は著

し    粒性の る雑草型 随伴 れ       はカ   カ州と ンド  プ 

デ  州の州境 位置する Tumkur  び Ananthapur地区の  地 現在 ごく限定的 

   れ  る雑穀  る かつ は    はカ   カ州 Tumkur 地区の Madhugiri  
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  taluk     約 800ha  ンド  プ デ  州 Ananthapur 地区の Madakasira  

      3,200haの耕地    れ   (Gowda私信)  

野外 査（1987）     B. ramosa は  ッ 州の  イ  生育し  る擬態雑草

  ること 観察 れ  農民はこの擬態雑草を gusara pata  る は gusara lota と呼

ん      ッ 州のこの地 は      び別の近縁雑草 B. eruciformis は良 イ

 科飼料  る(Kobayashi 1987) B. ramosaは  取  耐  良 新芽を出し 80～85

 の間  8～10 トン／ha の緑飼料を供給する 最近 は  ンド  プ デ  州の

Karnool と Ananthapur 両地区の  農 地    飼料 物とし 普及しつつ る  

野外 査（1996）はカ   カ州と ンド  プ デ  州の Madhugiri と Hinlupur

の間の厳し   丘陵     施し    標本 腊 標本  び農 生態系 関する

情報を 7 カ所  集し  農民  っ 採用 れ  る   の    は 農夫 鋤を

用  3 回 整地を 2回し  付け を準備し  穀物  は間 物 し  8 月 旬 

散播し     は大きく  すぎ 倒伏するの  施肥はし かっ   ら     

の茎 非常 細く 弱く 個体群は著しく密生し  るの  通常は除草  耕 し か

っ  10 月末から 11月初めの 熟時 全植物体を  し 小  束 まとめ     

   2 週間       

 穀は 穀場  牛 牽か  石製     行っ  穀粒の  量は風選   約

3.5～4トン／ha  かっ  石臼か 摺 機  摺 と    約 60％ 可 分とし 

残っ   

 

  ティの    と     

  ティは ンド  プ デ  州の Chittor地区  び  ッ 州の先住民居住地帯

tribal belts  の 査（1985） は  イとの混 物とし    れ     ら  

野外 査（1997）を ンド  プ デ  州の Palmanerと Venkatagirikota の間の地域

  施し    標本  び          つ  の情報は Kuppampalya 村と

Jalaripalli村  集し (表 24)   イと混  れる  ティの   は 2～3 回鋤

  を耕 し 混合し   を 7月 半から 8月初め 播 し  有機肥料のみを施し 

通常は除草  耕 し かっ   熟時 11月 頃ま    し   10 ほど   

    穀は 穀場  牛の踏圧  っ 行っ  穀粒の  量は少 く約 1.5 トン／ha

  っ   摺 と  は石臼と木製杵 行っ   

農民の意見 は ひど 旱魃の時 は   ティは妥当   を与 る    イは全

く   き   こうし 状況は  気候  ける  イ 対し の二次 物の    

 を示唆し  る  
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表 24.      び  ティの          

 

   の 査地は Annerahalli village, Tumkur district in Karnataka  

  ティの 査地は Jalaripalli village, Chittoor district in Andhra Pradesh  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ティ

耕 地の準備 木製鋤 ３回耕す 木製鋤  ～3回耕す

整地 木製ハ    回 木製ハ    回

播 期 8月 旬 7月 旬から8月初め

播  散播 散播

 付け体系 単   イと混 

施肥 無施肥か有機肥料 有機肥料 750～  000k 

除草 無除草か手除草 回 し  　

 耕 し  か 回 し  か 回 播   0から 5 

  期  0月末から  月初め  0月末から  月 頃

   鎌 株 鎌 株 

  3 から 週間以 8から 0 

 穀 石製    家畜の踏み付け

 摺 石製臼か 摺 機 石製臼か木製杵

  石製臼 石製臼か木製杵

      
 物
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第 5章 穀物の      び     

 

 

 

         

インド亜大陸の複雑･   自然的 文 的環境を反映し  各地の住民の生活文  と

 わけ 文   と ば主 と る穀物の      れぞれの地域や民族ごと 顕著 

特色を有し  る  ンダ族は稲  関し 重要 役割を果 し と考 られる（Aziz, 

1983; Jaffrey 1987 長 1995 山 1969）  々の 事     穀物料  は 彩 

香辛料 富む わゆるカレ 料    の メ     れる    と 言うべきダ 

   か 伴っ  る 菜 を主とするヒンドゥ教徒の  インド亜大陸の料  香辛料

と メ は く は ら   素材    言 尽く   ほど 味  彩 豊か を与

   る カレ 料 は世界  広     は世界を代表する料 の一つ  ろう  

しかし 本書 は主 と る穀物   焦点を当  これら以外は副次的 述べ  く

こと し   イ 科穀 は人  とっ 最 重要  料    世界の  のインド亜

大陸の独自性の高 位置づけを明らか すること 第 5 章の課題  る  際 前述し 

 う   くの雑穀 インド亜大陸 独自 起原し    他   フ ･ユ    各地

から農耕文 基本複合とし  何千年 前から 相互  び び伝播を繰 返し  れぞ

れ 地域 受容 れ  る は ら 独自の変容を遂げ    の 文 の地域的  性

を   世界的  性 影響を与  き と考 るから  る し  っ    植物と

し の変異の  性と重 合わ         び     含まれる歴史的 伝統的

技術･智恵の  性を広範囲 比較分析すること     の  植物の起原と伝播 つ 

 解き明かす可能性  ら 開け と  興味深 謎解き  き う  

 や流行 の自然 やス  フ ド 何かと話題  っ  る雑穀の    とはどの

 う  の のだろうか まずインドの穀物の   の          つ  広く

概観する ここ は 尾（1967 1972） 提示し 農耕文 基本複合と料 の起源 関し

      
   

              
                    
        
                        

               
              

               

     1989   
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 構想 れ 壮大 仮説 沿っ 再検討を進め    

 

穀物の     

イ 科の  は穎果と呼ばれ 穎 被われ  る 態を と う   はイ  ヒ や

         どの う 芒     このまま は痛く    は入れられ   

 ちろん  と   入っ  消  き   第四紀  ける  や寒冷と う環境スト

レス 耐  貯蔵性の良 性質  るからこ 基層文 を構 し 都市国の基盤と る 

料と っ のだ    し        至るま の    は容易 は     取

   の    穀   の風選  摺     挽き割  製  どの     連続す

る  

一番簡単     は のまま焼くこと  る 穎や芒を焦 し しま    をポッ

プ  れば 容易  べること  きる イ や  の焼米はこうし  る 大麦やト 

     これと似  う  の  る  

 から を取 はずす    穀  から穎を取 はずす    摺 ま は 稃 こ

の   終わると玄穀（玄米 同じ）  る  ら  皮を取 除く    を  と 

う   の結果  皮 胚  く   ほとんど胚乳澱 ばか の  粒  き  る 

 本のイ や雑穀   ば  穀→ 摺 →  の一連の    を経  米  っ 状

態  る この  粒を のまま 材とし   し 料 を    べることを粒 と 

う  本 例をとれば 粒 の代表はめし飯    このほか  蒸し  る こわ   

 る粒   る はヤ メすし（静岡県井川）やこはだの粟漬（東京都） どの利用 含め

     ろう  

裸性穀粒は登熟すると穎から   はみ出し    皮性穀粒 比べ 容易 穎 外れ

る      はこの裸性品   る 反対  ヒ  どの う 穎   を固く保護し

  る場合は容易  を外すこと  き    こ   穀  湯  立っ 大鍋  を

入れ 15分ほど  から取 出し     かし  の   を外す  を   イ  

 と う インド は ジ 起源の穀物（イ を含む） 適用 れること  く  本 

はヒ   施し  る地域  る イ 科  ハト  は硬 包鞘の        包

鞘をソ 殻と同じ う 搗き砕くしか   玄穀     る   の  は胚と胚乳 

   これらは 皮 包まれ  る この 皮 どをは す     （ 米 同じ） 

 る ここま の 状  ると やっと粒 材とし 使 やすく る  

 ら 玄穀粒を のまま製 すると全粒    粒を製 すると 製  これらを粗く

砕   の 粗挽き   る 穀物 は ン     だんご まんじゅう    しとぎ

 どの     使用する  

製  は 式製  と湿式製    る     どは 式製 をする  ジ の雑穀

やイ は湿式製  を適用 き  容易  製   きる  と ば  ト は  粒を

一夜  潤かし   搗き砕き     すれば 良質  製   きる インドから 

本 かけ  ト 湿式製  は分布し       ヒ とイ のしとぎ 品は神事 関

わること    ところ       粒 この湿式製  を適用し ら   粘っ  

ンのド   き しま   製  は ら   この め     どは 大     

 を用  風車や 車を回し  式製  を適用  ば ら    

 この う 穀物 材は一般 穀粒か穀 とし    用 られる   粒の  はめし

（1） プ  ／  ヤ ニ 挽き割 粒の  は プ （2）  他のすべ は 製 ま 
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は全粒   る    る 次 具体的        を述べる  

 

穀物  の     

 穀物  の    は大きく分け 4 つの処    る ①穎果のまま 熱する ②穎

果を 摺    粒 製 する  の  ③穀粒や穀 を 熱する ④発芽や発酵  る 

これと関連し   材とし みると大きく分け 粒 品 粗挽き 品   品  び発酵

 品  る  

穀粒 つ  の    は焼く 煎る  る 蒸す ポップ  る 醸す  の  何か

 和 る 搗く 固める  ら 油 揚げる  ど数 く る 穀  つ  は 煎る 練

る（  湯 卵     どと）  の  茹 る 蒸す 焼く 揚げる  ど  る  

 はと  れ 穀粒  穀    べる め は最終的  熱の   必要  る 世界

各地 無数と  るほど   穀物 品    れ  る  これらは    と地 的

分布  っ  る 度はまとめること  きる  

 粒 品 は めし（姫飯） つぶ ゆ（粒 ）  こわ（強飯）  ち（餅） ピ フ ぞう

す （雑炊） ポップ   ン ど  る     からみると簡単  の  基本的 は

  粒を る 蒸すか 煎るだけ  る 唯一 ちは例外  蒸し 搗き 練っ  し 

   ら  るや焼く どの         わる 粒 は    東 南 ジ の 

   と言 る  ら   ちは           イ  どの糯性穀粒を用   粘

  強 独特の 品 東 ジ  限定 れ  る ピ フは    を く炒め 色  

態 ド ド の飴の う し から ニンジン 羊肉 生穀粒を     るの  前 

っ 炊飯し めしを炒める ャ ハンとは異 る ピ フは 央 ジ からヨ  ッ の

料 と考 られる 粗挽き  品  らびきかゆ（粗挽き ）     央 ジ からヨ

  ッ  は  をミ      る  る は ミ  茶 炒っ   や  の穀粒を

    べ  る  

 央 ジ 起源と考 られる  と  から  する 品の事例を大まか 見ると 東

 ジ からインド亜大陸ま は粒 のめし飯   すること  く 一  インドから 

央 ジ は ン   ら インドからヨ  ッ は粗挽き    すること   （Kimata 

and Sakamoto 1992; 阪本 1988） 東 ジ  限定的  る    性の品 群    

これは ち餅   し ま       飲料 すること    東ヨ  ッ  は非 

    飲料  る      性の穀粒 んぷんを つ穀物は イ       ト  

               ハト     びイ 科 は       の   ン 

ス（A.hypocondriacus）の 8    る   性品 のほとんど  本 韓国  国から 

 ス  イ  ガ ンドま の 東  し東南 ジ  限定的 分布し    インドの

 ッ  以西 はほとんど見られ    

ま   フ カ起源の            びト ジン  から る 品の事例

は    関する正確 文献 少 く事例 限られ  る（Kimata and Sakamoto 

1992） 粒  つ  は  と  の事例と 似し  る  粗挽き と   インドか

ら フ カ諸国  く この     これらの穀物とと  伝播し ことを推測  

る  フ カ諸国 は     飲料（  ツ酒） すること  く     や北イン

ド       飲料（黒麹の粒発酵酒） し  る  両地域の発酵  は大きく異 

っ  る   

  品 は  ン     こ  ゆ まんじゅう うどん  ョ ザ しとぎ こ  
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ち こう ん ど  る 粒  比べ     手間 かかる と わけ   広く普及し

  る ンは ろ ろ     を経  と      品とし 展開し  る  ンは

肥沃 三 月地帯 発し  品  っ   テフのインジェ やト     のト ティ

 ヤ ど ン の 品は世界各地  る  

 照 樹林文 論 一世を風靡し 民族植物学者 尾佐助（1966）は 4 つの農耕文 を提

唱し    のうちの地 海農耕文 と  ン 農耕文 は半  気候    と わけ

イ 科植物 関わ  深  地 海農耕文 は   や    を 料基盤とし   品

      ン 農耕文 は雑穀とイ を 料基盤とし 粒 品     前者の影響 

 っ   品 少 く   まんじゅうやうどんは   の  を応用し 東 ジ 独自

の 品  ろう 穀物と の料 の起源地 は ンプ       のまま残っ  る 

う  る    の   は他の 文 の受容  っ   れ  るのだろうか むしろ 

伝播の最終地域のほう    料  を維持し  る う 思 る インドの ミ   

ドゥ州や 本の   事例はこのことを支持し  るのだろう  

 

粒 と   イ    

   インドのイ は 穀   摺 をする前    イ と う    を入れるこ

と  く インド  けるイ の総 量の約 50%    イ  れ  る う  る   

 イ   とは  穀し  付穀粒を大鍋の熱湯  15分ほど         し  

の は一般通 の   整  を行 う し  っ  穀粒の外見は  を施    の

とほとんど区別 つか  （  参照） 一   稲と近似し   体系  る     

の   イ 事例は   インド はイ の大半    イ   を施 れ  る イ 

とインド起源の雑穀 は施用 れる    と   は例外的かほとんど適用 れ   

  この     の違 から前者と 者は異 る 文 複合を っ  ると   う（図

26）  

  フ カ起源の雑穀  麦  ト     はまっ く   イ   を施し     

 っと        ト ジン  やト      どの穀粒は頴から露出し  わば

裸性    全粒を  材料とし 使用すること   の  必ずし    イ   す

る必要    う  る  ジ の半  地起源の  や   ほとんど   イ   

 施 れ        イ   の盛ん  ハ  のみ        イ  れ  

ることは むしろ特例と考  ほう    う  る 地 的 み     イ   の

事例   のは ハ  と  ッ       西部インド はほとんど事例  かっ  

 だし  ング  デ  や稲 地帯の海岸線を南 し ケ  州ま 行くと イ 穀粒

の大半を   イ   し  る（ 尾 1967）  

 穀 の 付き粒を   イ し から しばらく    し   臼 搗き  殻を風

選し 除去し 残っ 編平 穀粒 品     chiura  る     は塩味 カレ 

味 どをつけ  一般的 ス ッ とし   る はカレ をかけ  のまま べること

  る（  2）  ハ  州       や  イを   イ   し から熱砂の 

 炒っ 穀粒を  ハ malha  ら ミ  と黒砂糖を    べる 品を イ lai と呼

ぶ ガンジス河の氾濫原 イ の   冬 の  を  し  る人々は  の  ハは

めし     し と う 南インド 独特のド  とイド は   イ   し イ 

  メ を     する（図 29.ｃ ｄ）  

   植物の側からみると イ  次   ジ の湿潤地起源の雑穀   イ  ド  
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インド     ティ（ ン ノ  ）の順    イ   の事例     ら  イ 

 つ    ッ 州の事例  うと 陸稲のほう  稲      イ    れること

  く ま  野生イ Oryza rufipogon Griff.は伝統的 祭礼用 重要     ら 

  イ    れることは   この味の     イ の祖先野生 は採集する際 大

半  粒し 大量 集めること  きず  ディ  プ デ  州のジャ 村 Jaraの例 

は  イ の 6 倍の値段 売れると う  ら  一層興味深 点は   イ   を施

 れる雑穀 の  イ  ド  インド       どは陸稲      れぞれの近

縁雑草を随伴    ること  る（小林 1988） この事 はこれらの雑穀 と の  の

起源の問題を解く めの有用 示唆を与 る の  ろう  

  本  ヒ の伝統的     の前処 とし     イ    相当する黒蒸  

 蒸  施 れ き 事例  る（橘 1981 竹井ら 1981 大野 畠山 1996）  と ば 

黒蒸 は 穀し ヒ 穀粒を大釜ま 蒸し から むしろ 広げ       の  ば

っ   車 搗 し   し ヒ 米   し   

    イ   の効果 つ  は次の 4 点 考 られる ① 粒性の残る小  の雑穀

は 粒 起こる以前の  未熟 うち 青    を ざるを得   この場合    

イ すると胚乳 固く    摺   の際 潰れ   ず   効率  く る ②湯

  熱すること    糠糊 層の ミノ酸 ど 溶け 胚乳 浸透し 味と栄養 向 

する ③ 熱すること      ファ澱  し  の   容易  る ④昆虫卵 カ 

 どを防除し  貯蔵性を良くする これらの効果 つ  は  の詳し 分析 必要 

 る（FAO 1985） 非 粒性の選抜 進ん   かっ 段階の雑穀  つ  は  粒防止

の め 早朝 露を含んだ の青    の の  処  の問題解決 とし    イ

   の技術を生んだ可能性 高 の は かろうか  

   整   関連し  穀粒の皮性と裸性 つ  補足説明 必要  ろう 皮性は

   内 外頴 ど しっか と付着し     摺 の     必要 穀粒の特性を

 う  と ば ヒ やイ  どは皮性  る と わけヒ は護頴のほか 内 外頴 堅

固 容易 玄粒  き   す わち   手間はかかる  反面   の劣 を防ぐこ

と  き 生存期間 長く 飢饉の備  備蓄 れるのはこの 由  る     や 

    は皮性 裸性  る 一  ト ジン         ト      どは一

般 裸性 内 外頴 ど 退 し  るの  摺 の      く  容易 玄穀の状

態  きる 遺伝的 は皮性 顕性（優性） 質  る  

       イ   の意味 関する 述の仮設を確かめる め      と穀粒 

分の変  つ  高速液体   トグ フ  る定量分析 験を行 っ み （Kimata et 

al. 1999） 穀粒の 粒を避ける め    時期を早め 若干未熟のうち 青  するか 

 る は朝露の る早朝   とると 穀粒は 分含量     こ    イ   を

行うのだと  者 ちは言っ  る  ら   味 良く るとか 病害虫を防ぐと 言

う しかし  ら  験分析 は未熟穀粒 つ     イ   の効果  摺    

認められ のは イ と      のみ     ど は効果は かっ   味 関係

する遊離 ミノ酸は    イ     っ     はグ  ミン酸 イ  は ス 

  ン酸 増 傾向  っ   他の穀粒 は効果 示 れ かっ  ま  ヌ レ  

ド含量 つ  は穀  間の差異 著しかっ  栄養とし の ン  質 の ミノ酸 

つ  は    イ     る組 の変動は示 れ かっ  す わち    イ  

 は主 イ  有効  っ   
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  と製   

 穀し イ 科穀 の穀粒を裸性の場合は のまま ま は皮性の場合は 摺 し  

  製 し  材を全粒 atta と呼ぶ  皮 つ  穀粒  る は同じ物 は る 

 摺 をし 玄穀粒を ら  麩  皮をは し   し から製 し  材を 製 

maidaと呼ぶ  と ば  本 言う ンの   る ャ ティや ティの くは全粒 

を使用し 非発酵の  料  一   ンは 製 を使用し 半発酵の  料   る 

  は地 海農耕文 の麦 を 材とし  ンや ス  どの 文  代表 れる   

 ン 農耕文       ガ ugali ど雑穀 の  は広く見られる（ 尾 1972）  

 製 と う  技術 は大別し 2    る 1つは 式製     と ば麦 は

古くから臼や ド カ ンを用  製  れ き （図 27）     を練っ  ンやう

どんを るときを想像し   だき       は冷 を   練るだけ  粘  出

るの  製 は  し 状態 行 う  他は     し 硬 穀粒を砕  細かく

し   する は強 力  るの   くの労力と 少大掛か  道具 必要と ろう 

製 時 熱  わると 材 変質するの  熱を吸 する石臼は望まし 道具  る イ

ンド は電動臼  る  肝心 部位は旧来と変わら  石臼  き  るのは こうし

  由  る  

   イ        

 粒性の未熟粒の  

      焼米

（ヤ ゴメ  本四国 九州 ヒ イ米 佐賀
県神石郡 ホガケ 岡山県  部村 京都府竹
野村）

（インド）
 期隔離分布

   ト  ディ

   ト  イス

 ツ 製 

   の   

（西 ジ ）

プ  （ピ フ    ）

（インド西部からスペイン）

  ガ  

ヒ の黒蒸   蒸 

  手県 群馬県）

    ャ ジャン  ヤ

 ゾット

図 26.    イ     び     
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  う 1 つは湿式製     と ばイ や      どは穀粒を  潤し 軟らくし

 から臼 つ  製 し  粘らず  のまま    すれば    し    る し

  っ  強 力と結果とし 生じる熱を   く   穀粒は容易 砕けるの  比較

的簡略 道具  を得ること  きる  本の古 伝統的     神への供物とし  

   一部の神社  られ  る生 料 のしとぎ ま  イヌの人々   し  るし

と どは 南 国 台湾      ミヤン   ス  ンカ ど 大変広範囲  似し

 料 とし 分布し    典型的 湿式製        れる 材  る の  

る  ンド  プ デ  や ミ    ドゥ州    れ  る ブ mavu まっ く

同      られ  る イ （米）  植物油を練 こみ 灯明ピ   ブ し ヒ

ンドゥの神々 供   る点は興味深 ところ  る（図 28）  尾（1972）はしとぎ 

南インド は見られ  とし  る  この点は修正  ば ら    

 

     の 式製     石製挽き臼    ト  イス  
      を砂  熱し ぜ  るポップ   ン   同じく
    のポップ   ン（ ）  び ピトゥ p t （ ） 

  

 図 27. 穀粒の     
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図 28. 湿式製  （しとぎ） a イ   粒を石臼 搗く b  漬し  切する c 篩

   する d 燈明のピディ  ブ  ト から派生し       

 

インドの穀物   

飯 bhatは最 一般的  品  提示し  材すべ を用   られる 穀粒を   品

  る 飯は古代 国 発し   ッ  から東インド経由 インド亜大陸   ら れ

  ｛注 飯とめしは文献  っ 併用する｝ 

 ン rotiは同じく一般的  品  穀物 から  し 肥沃 三 月地帯  ける  

 の ン 発し  西インド経由 亜大陸   ら れ     mudde は東 フ カか

ら    半島を経由し   ら れ ugariの    受容 れ  伝統的 飯(a)  

豆煎餅 papad ｛注 豆 dal 野菜  び穀物 を材料 し 塩気の      の煎餅｝

 添 られ  る ま  (b) upma と kesari bhat (c) dosa; (d)    mudde   び

   の飯  (e) 揚げ ン puli (f)蒸し ン idli  ど  る  

 フ カ起源の穀物 は     とト ジン  は主  ン roti を るの 用 ら

れ      は主    mudde を  し      飲料 chan の醸造 用 る 他

 

 

 

 

しとぎの       

しとぎ       ダンゴ  カ        
（祭事  本青森県 滋賀県）

だんご

  ち

しゅく（ 本 美大島） ハ  ピッティ（セイ ン）  ブ（南イ
ンド）          台湾 華南 

生しとぎ

湿式製    用

 本沖縄 ダ  （   ） ブ  ン

しとぎ餅 糯米のしとぎ  品

しと（ 本北海道  イヌ民族）

 玉 糯米  新  米

餅麹酒 
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の穀物 は主 飯 bhat の   用 る 特別  品  るしとぎ mavu は祭事 神々 供

する め   とイ  どの生 から  する   のしとぎ mavuは植物油 浸し 灯明

 する    を用  9  の 品  られ mudde は     と混合し   する 

 ャ ティは   Triticum aestivum を用    する 発酵 品 関し は    

 Hordeum vulgare   っ  菌 発酵し jar      を醸造し      飲料

chan ヨ グ ト dahi ど  る  

他  upmaは粗挽き の 品 masala dosaはジャガイ  カレ を包んだ薄 発酵 

ンケ   の 品  る idli は dosa と同じ 材   する発酵  ンド ケ    

る vada は新鮮 雑穀粒か豆 dal を挽   るケ   の揚げ 品  る ganji は

muddeと同じ 材を用 ると  薄     る  

人々は雑穀や他の穀物を利用し  ろ ろ   の 品を  し き  主 は 飯 bhat 

 ン roti    mudde ど 穀物の  か を利用し 頻繁    れる(Kimata 1987)  

飯 bhatは最 一般的  品  提示し  材すべ を用   られる 穀粒を   品

  る 飯は古代 国 発し   ッ  から東インド経由  ま は ゾミ 地域経由

 インド亜大陸   ら れ   ン roti は同じく一般的  品  穀物 から  し 

肥沃 三 月地帯  ける   の ン 発し  西インド経由 亜大陸   ら れ  

   mudde は東 フ カから    半島を経由し   ら れ ugari の    受

容 れ  図 29はインド亜大陸  ける穀物の   を示し  る 伝統的 飯(a)  豆

煎餅 papad (豆 dal 野菜  び穀物 を材料 し 塩気の      の煎餅) 添 

られ  る ま  (b) upma と kesari bhat (c) dosa; (d)    mudde   び   

の飯  (e) 揚げ ン puli (f)蒸し ン idli  ど  る  

 フ カ起源の穀物 は     とト ジン  は主  ン rotiを るの 用 られ 

     は主    mudde を  し      飲料 chan (図 30)の醸造 用 る 

他の穀物 は主 飯 bhat の   用 る 特別  品  るしとぎ mavu は祭事 神々 

供する め   とイ の生 から  する   のしとぎ mavuは植物油 浸し 灯明 

する    を用  9  の 品  られ mudde は     と混合し   する 

 ャ ティは   Triticum aestivum を用    する 発酵 品 関し は a  

  Hordeum vulgare  っ  菌 b発酵し jar c     を醸造し      

飲料 chan dヨ グ ト dahi  る  

upma粗挽き の 品 dosaはイ と メ の発酵 品  る     ド  masala 

dosaはジャガイ  カレ を包んだ薄 発酵 ンケ   の 品  る idli は dosa と

同じ 材   する発酵  ンド ケ    る vadaは新鮮 雑穀粒か豆 dal を挽

   るケ   の揚げ 品  る ganji は muddeと同じ 材を用 ると  薄   

  る  

  ティと  イは混  れ    物は のまま常 混合し 利用 れる 他  同

 の事例    二次 物 イ  と一次 物   は混 （ ス ン maslin） る は

混合し  イ   ン   する これらは の  時の気象  っ 混合比 変 する 

この混合比率     ン  きるの  る インド は夏生一年生 旱魃 対する耐 

性の違    央 ジ  ど は冬生一年生 標高や緯度 応じ 寒冷 対する耐寒性の

違   っ   の  時の気象 従っ  混  れ  る 2  の  物の混合比 変 

するの  る  
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図 29.  インド亜大陸  ける穀物の    

a伝統的 飯 豆煎餅 papad (豆 dal 野菜  び穀物 を材料 し 塩気の     

 の煎餅) 添 られ  る ま  b   の upma と kesari bhat c     ド   

masala dosa; d   ティの   mudde   び飯  e 揚げ ン puli f蒸し ン idli

 ど  る  

 

図 7. インド亜大陸  ける穀物の   
 伝統的 飯 豆煎餅 p p  (豆   l 野菜  び穀物 を材料 し 塩気の      の
煎餅) 添 られ  る  ま      の p  とk s r  h t  ド   os     ティ
の          び飯  揚げ ンp l  f蒸し ン   l  ど  る 
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a b

c

d

 

図 30. 発酵 品  

a    Hordeum vulgare   っ  菌 b 発酵用の壺 c     の     飲料

chan d, ヨ グ ト dahi  

 

穀物の利用と     

人々は雑穀や他の穀物を利用し  ろ ろ   の 品を  し き  主 は 飯 bhat 

 ン roti    mudde  ど 穀物の  か を利用し 頻繁    れ  る(Kimata 

1987)  

  ティの穀粒は   ッ 州  ッディヤ プ デ  州  び ンド  プ デ  

州  くつかの   飯 anna 非発酵 ン roti  sankati   び薄  ganji ま は

pejaを るの 用 られる   ティの穀粒はすべ   イと一緒    れる    

イ し   ティは  ッ 州の野外 査の折 一度だけ観察し  Jalaripalli村 は 

6  の 品を  し   （1997年）  

  ティの穀粒料 は次の う 用意 れる 飯 annamuはカ   カ州の      

する anna とほとんど同じ  る sankati は  し 飯 annamu を木製の棒 練っ  球

型   する  ganjiは  し 飯 annamu  立っ  湯と少しの塩   ョ を  

  混合し  る uppituの  はまず砕穀粒を  洗う ト ガ  や     どの

野菜は刻ん    ンダ   ス  ド ト ガ    塩と一緒 植物油   める 

炒め 野菜 砕穀粒と を    る kheer は砕穀粒を 目の  軟らかく るま  

る 余分の湯を捨  この穀粒 砂糖を混ぜる  

  ティの ン rotiは混合 材 だけ   する 品  る  の    は   の
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rotiと同じ  る   ティの sankati と   の nuchina mudda はと  穀粒 品の変

   る  他の穀物から  する   mudde は通常 穀 を用 るの 一般的 は 

 品 分  れる 明らか  これらの穀粒 品はむしろ近時の 新し 変   る  

 物の呼称から見  イ  東インドから海岸沿   デカン高原を迂回し 南インド

 南 伝播する 伴っ  飯 chawal の    広   主要  物  っ  一    

   西インドから西ガ ツ山脈南麓を南インド 南 伝播する 伴っ   ャ ティ

chapati の    広 っ  主要  物  っ     mudeは フ カから伝播し 

  ン 農耕文 の雑穀料 （ と ば     の ugari）の変   ヒ  ヤ南麓  

  と南インド 主要      る   ganji     と 似し 分布をし  る 

ド  dosaは南インドの主要      る  

 

 

図 31.    ほかの穀物     

a   の   9      chakkulli nippattu 飯 anna    kheer    ティ

roti      ト ガ  入  穀 のみ ド  dosai kadabu kodubale ｂ   

の ャ ティ c   のプ  と     の   mudda d  ティの プ uppitu 

e イ   ン（ イ 30％と 100％）  
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   の     

   から られる    品 つ  は図 31.a  示し  ９  の 品は粒 と  

 分  きる 粒 品は穀粒を  飯 anna   び甘     kheer の 2    る 粗

挽き からはやや硬    nuchina muddaを る 穀粒    イ    れることは

   Tumkur地区の農民は通常 月 2回飯とし  べる     kheerは祭事の際 

しか べ   4  の   は非発酵 ン roti 発酵   薄  ンケ  dosai   

び く  かの揚げ ス ッ  品 (nippattu, chakkulli, haralu, kodubale and 

kadabu)  る 粒 品は   ること   する    品は焼くか植物油 揚げ   

する    の粒 品は次の う    れる  

（1)飯 anna:まず   粒を  洗う 熱湯 沸  鍋 穀粒を入れる ヘ  時々かき混

ぜ  ら 6分ほど強火  る 余分 熱湯を捨 る 再び 3分間弱火 蒸す    れ

 飯は sambar（香料の利  野菜    ） る はヨ グ トとと  供する  

(2)   kheer:穀粒 軟らかく るま   目の   る 甘くする め 砂糖か黒砂糖

を混ぜ  の粘 を出す 炒っ 落花生を   の飾  用 る ま     は授乳 

の母親 とっ 良  品  る  

(3) nuchina mudda:    の砕け 穀粒と     の穀 を 1 4 の比 混合し 熱湯

  入れ  3分間 る これを ら 木製の平  棒（10ｘ60cm） 良く捏 る この 

  batterを木製の皿の  置き 鉄のヘ  捏   手        する  

6  の  の  は次のと    る (1) Roti:   を練っ  刻んだ    

を混ぜる 刻んだト ガ   砕  落花生  び 塩を味付け   る この厚 ド 

を手と麵棒  平 く丸  の ンケ  状  型する フ イ ン hanch  ジ１杯の

油 両面を焼く  

(4) dosai:穀 を  溶き 薄     する これをフ イ ン状 広げ   ジ 1 杯

の植物油 約 4 分間焼く dosai と rotiの焼く  は    同じ  る dosai は通

常は   ッツと香辛料を摺 合わ   ャツ chutneyと ン  sambarを付け合 

る（図 29）  

(5) nippattu, kodubaleと chakulli:    の穀 とケツ    の豆 ｛black 

gram Vigna mungo (L.) Hepper｝   び    maidaを   比率 混ぜ  油 揚

げ ス ッ  品  る 炒っ ヒヨ  メ｛bengal gram Cicer arietinum｝と落花生

を混ぜ  nippattu のド を る  

(6) kadabu:    の穀 を  混ぜる このド の少量を取っ  麺棒 平ら し 甘

  材を包ん  落花生の油 金茶色  るま  く揚げる  
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第 6章 穀物の新  伝播仮設 

   

        

 

 尾佐助の『  植物と農耕の起源』（1966）  び『料 の起源』（1972）を常 参照し

  ら 阪本寧男の『雑穀のき 道』（1988） 導かれ 雑穀の研究をし き   尾（1966）

の仮説の要点を次の８点 まとめ み  しかし  ら これを再検討すること 第６章

の目的  る  

 

（1）根 農耕文 の特色 ①無  農  ②倍数体利用 進歩 ③ メ と油料 物を欠

く ④握 棒の農  点播 ⑤裏庭から焼き へ ⑥ハト  の利用ま 進む ⑦根 農耕

文 の フ カへの伝播  

（2）     こ 雑穀 の らゆる  の     ン 農耕文 基本複合の基本と 

っ 要素  る インド北西部から西  ス ン わ る  地帯 は  と     

  れ   ン イ州 はセ    グ  カ     れ  る   の原産地はイン

ドとみ す ヒ  はインド    れ   と 東北 進ん 照 樹林帯の温帯地域 

達し 時     れ  本 ま 伝播し     る  

（3）  ン 農耕文 の 物と雑草はまっ く別物  っ  絶対的 競争者の関係  

る    の雑草は 必ずし 反対者 は く 麦 の雑草の からは く んの二次 

物 開発 れ き     ン 農耕文 の からは 一つの二次 物 生まれ     

雑穀を条播し  入念 除草する  

（4）  ン 農耕文 は  し 熱帯  る  ン 地帯  夏の ンス ン雨期 生育

し 禾本科の草の穀 を採集し  用とすることから始まっ  雨量の  地帯 入っ 

 くと湿生の禾本科植物の群落 出合う  れらの  特 優れ    人間 選びだ 

れ   と う新し   地    れる う  っ 雑穀  イ   る 他の雑穀か

らイ を基本複合とし はっき 区別する 由は   稲 文  どと う複合は存在し

   根 農耕文 の影響を受け   ン 農耕文 複合  る  

（5）インド まず最初 始まっ イ の  は  ン 農耕文 の雑穀の一部とし   

る イ は    と う特殊性  っ   れは平野  の 態をとっ  イ の品 

 陸     れ  カ と っ 品 群をつくるのは イ  東 へ伝播し   ッ 

 以東の山地 かかっ から  る  

（6）イ の  は 植 をする 移植  は       行われ  る      は

 ちろん  だ   の移植は ンス ン雨期の 7 月ごろ 行われるの   地 移植し
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   く活着する イ の移植は     の移植をま  のか しれ   イ の移植

  はインドの ハ  州 始まっ 可能性  る  

（7） ッ  の山地は堀棒 イ  を  し   根 文 の地帯  イ と う新し 

 物を知ると 焼 の山の斜面 イ を  するのと同じや    掘 棒 イ を点播

する  カ は うイ と う         どの雑穀とほとんど同格の 物  る 

これ は  性のハト  を伴っ  る 穀 はみ 一年生植物だ  

（8）野生の穀 の未熟   は  分  く 貯蔵 適    すぐ  べるか   す

る必要  る 九州の山間地 見るヤ ゴメは  ゴメを早 し   ミのまま蒸し か

ら臼 搗くと 粒は扁平と    殻 落ちる これは  ファ米と っ    貯蔵性

能 優れ  を   だけ  べられる 明治 期ま  本農民の主要 料  っ ヒ 

の   は  蒸  黒蒸 と呼ばれる    蒸し から   れ     

 

 尾（1966）の仮説  か 優れ 着想  るとは   す  60 年近くを経    

この間 新  研究 果  く出 れ  るの   尾仮説は大幅 修正 必要と っ 

 る  と ば イ の起源地はインド は く  国の珠江周辺  ること ほぼ確定

し の  イ の起原や稲 文  関し は大きく仮説を変  く は ら   8つの要

点 つ  順次検討する  

 （1）の根 農耕文 の特色 つ  は大     有効  る  イ の起原 関し 

稲 は根 農耕の発展段階  るとの新  仮設を提案し   イ は湿地 自生する 

年生草本  る 株は生存し 翌年再び  は生産 れ 周辺 散布 れ 芽生 る 言 

換 れば 湿地は原初の 圃  る 株や発芽 は     ト      イ と同じ

 う 栄養繁殖体や 生 の移植    植  つ  る す わち 根 農耕の発展応

用段階     ら 西 山地帯 インド亜大陸デカン高原へと南 する 従っ  湿地 

        地  イ を  する     ンス ン雨季を期待する年間 付け体

系  っ イ は生態的一年生 し        っ う進んだと考 ること  きる 

ハト  と ド   年生草本     ら イ の擬態随伴雑草とし  二次 物へと

      進んだ（図 32 図 33）  
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図 32. 東インド沿海地 の ト          ヤ と   

a,  ト   ; b,   ;  c,       ヤ  

 

 

図 33. 東南 ジ 大陸部の      ヤ と   

a, ヴェト  の   と  ;  b,    と  ヤ  (伊能写真提供 2025);  

 c,  イの   と  ;  d, 古代イ の在来品 （ 込写真提供 2025）  

 

  

 

ａ
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 （2） 関し       の指標植物の地位は変わら  とし    と  はインド

北西部を含め  山山脈南麓地帯       進んだと考 る インド起原の雑穀 イ

ンド     イ       ティ どは イ の擬態雑草から      強 二次 

物とし     進んだ インド  とは異 っ  別   る 本のヒ は北 本の湿

地 野生利用から      向かっ  （3）   ン 農耕は条播 除草 完璧  る

の  二次 物はまっ く  と うのは の通   東インド  ける二次 物は稲 

農耕の南 の か  耐 性を獲得し    や陸稲  見られる擬態随伴雑草から  

     進んだ（図 34）  

 

図 34. インド  ける雑穀の      

 

（4）と（5）の見解とは異 っ  稲 農耕は根 農耕の発展段階  っ    ン 

農耕から強 影響を受け 発展し の は   （6）イ の移植  は     の移植

  の影響 は く 反対       イ の移植をま  のだと考 られる （7） 

記 れ  ることは根 農耕の発展応用段階  るイ 陸稲    イ やハト   ゾ

ミ 地域     や  イ  ヤ イ の う 粘 気の る 味   性品 を持つ

こと   のことの証左  る （8）は穀 の        イ やしとぎの    

はインドと共通  本  各地 伝統的    とし 遺存し  る  

 

一次 物 二次 物   び三次 物 

自然集団の から人間 関与する     を経   物  っ  を一次 物と う 

この一次 物の  地 雑草とし 侵入 随伴し  ら  物   低温や   強 耐

性を つゆ  擬態随伴雑草      を進め 二次 物  っ  この   ら 二

次 物 擬態随伴し   ティの う 三次 物  る   っ  インド亜大陸  け

る雑穀の     の 査研究は       現在進行  観察 きるの  と  面

  （図 34）  

 央 ジ      れ 一次 物   インド亜大陸     れ 二次 物  イ 

三次 物  ティを表 21 比較する 3 はすべ 一年生草本  C4植物  る   の

南インド  地
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野生型 つ  は の存在は不明確  しは消滅し と 言われ  る  私は  野生

的 イヌ   まだどこか 存在し  ると期待し  る 第 3 章 は  の祖先野生型

から雑草型をイヌ  と結論し  現在 明瞭 は  野生型は  らく草原の  大き

 個体群を し   の  ろう  

  の起源地  る 央 ジ のステップ気候 は一年  る は 季のみ晴  続き 

雨季 は雨 降 （年間平均降 量は 250～750mm） 短 草の草原    黒色土や栗色土

 どの肥沃 土壌 分布し  る ヨ  ッ  見られるト     への随伴雑草型は

 粒性 高    は混  れることは少      は他の穀物と混合すること  る 

伝播範囲 広 の  地 名は世界各地     る（Kimata 2015）  

  イの祖先野生 はインド亜大陸 現在    湿地性植物  る野生型の個体群は

必ずし 大きくは く イ への随伴雑草とし 安定的 年間周期  る稲    侵入

し 生育地を獲得し  イ  陸稲とし    れる う  ると擬態随伴雑草    

  ン 気候のデカン高原 二次 物とし    段階 至っ  擬態随伴雑草と雑 を

   他 と混  れること  る 地 名は  地  るインド亜大陸 限定 れる  

  ティの祖先 は疎林地 生育を見   個体群は小   陸稲や     の の

随伴雑草型は ド や  イ どの 地 擬態随伴雑草     ら   の厳し  地

 混  れる  南インド 三次 物とし        段階  っ  擬態随伴雑草

とは雑 を る   は主 物と同時   れ     混合し 穀粒のまま行われる 

地 名は南インド 局在し  る（表 25）  

 

表 25. 一次 物   二次 物  イ  び三次 物  ティの比較 

 

 

阪本（1996）  れば 普通系   Triticum aestivum は  二粒系   T. turgidum 

現在      現在      現在      

一次 物 二次 物 三次 物

同 の野生型 （ る）  っ  る  っ  る  っ 

個体群の大き 大き 大きかっ 小  小 かっ 小  小 かっ 

  の数量   比較的 かっ   比較的 かっ 少  少 かっ 

採集と利用 飼料
穀物 飼料とし
 採集

 る
 っ か少 
かっ 

少  
 っ か少 
かっ 

同 の雑草型  る  粒性高  る  粒性高  る  粒性高 

異 る在来   への擬態雑草型    粒性高  る  粒性高  る  粒性高 

同 の  型への擬態雑草型 まれ  る  粒性高  る  粒性高  る  粒性高 

同 の  型と擬態雑草型との雑   まれ  る 常  る 常  る

異 る在来   との混 まれ  る  る 必ず る

異 る在来   とと       る 必ず る

異 る在来   とと    まれ  る まれ  る 必ず る

  型ま は野生型の分布地域 世界各地
ユ    のス
テップ

インド亜大陸周辺 南インドの一部 ユ    

地 名の   と広  世界各地  央 ジ インド亜大陸 東インド インド内局地的 南インド

特性
   Panicum miliaceum   ティSetaria pumila  イ Panicum sumatrense

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%BB%92%E8%89%B2%E5%9C%9F&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%97%E8%89%B2%E5%9C%9F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%97%E8%89%B2%E5%9C%9F
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ssp. dicoccoides と随伴雑草の  ホ   Ae. squarrosa の雑  由来する複二倍体植

物とし 生じ し  っ  普通系   は二粒系    対する随伴雑草から二次的 

起原し こと  る ま   イ  は   の随伴雑草から二次的 起原し   

 れ はイ の一次 物とし の起原 地 的起源 つ  は 現在 どの う 考 

られ  るのだろうか Xuehuiら（2012）は世界各地から 集し   イ O. sativa 1,083

品  祖先 と れる野生イ O. rufipogon 446 系統の全ゲノ 解析を行  ③イ の 

  は 国の珠江 流域 始ま  O. rufipogonの限られ 集団からジャポニカ O. sativa 

japonica   分 し ことを明らか し  ま  ジャポニカの分  続   東南 ジ

 や南 ジ の野生イ 系統とジャポニカの交雑    インディカ O. sativa indica 

 内分 し こと 判明し （倉  久保訳 2012）  

しかし  ら この珠江流域の遺跡からのイ  関する報告は の所 寡聞    年

代 3,000～2,400BCと 長江 流部と比べ 新し  長江流域から 流 遡る し  っ

   ら インドへと西    イ どへと南 する し  っ 年代は新しく っ  

る ま  伝播経路は長江 流湿地帯から各地域の河川流域を遡 し かつ源流部から西

 や南 へと広 っ  る イ は湿地性の 年生草本  るから 河川 つ  ること

は生態的 可能性を示し  る  

 

インド亜大陸  ける雑穀の      

これらの雑草型は  イ （陸稲）や他の雑穀とと     農耕生態的地位    

生育し    地域の農民は ろ ろ 地 名  っ 区別をし  る フィ  ド 査

はこれらの希少  用穀物の進 傾向       び民族植物 関する情報を 集する

 め 行っ  こうし 見 だ れ ことは     （図 34） 次の 4段階を経  る

と うことを支持し  る (i) 湿地の野草からイ   の雑草 （ii） カ 陸稲や他の

雑穀の擬態随伴雑草 (iii)二次 物  る  イや ド  混入する擬態随伴雑草 (iv)

混  れ  独立し 三次 物 ま  この  は湿潤気候の地域から  気候の地域 

伝播する  の適応  っ 促進 れ 順 農耕文 基本複合の    組み込まれ  

っ   

 

インド亜大陸 の伝播経路 

結論とし  野外観察(Kimata et al. 2000)  験結果(Kimata 2015a, 2015b)  びこ

れらの民族資料や言語資料 基づく雑穀の     は非常 複雑    統合的仮設を

必要とする 雑穀の   セン  は東ガ ツ山脈と南部デカン高原 及ん  る この

     は雑穀と近縁 の間 まこと 複雑  るけれど  雑草型と擬態随伴雑草型

を経 二次起源  る   を 解する め はと  有効  る  ン  と イ  

は耐寒性を発達       対する二次 物(Vavilov 1926)  る  インド起源雑穀

は耐 性を発達   陸稲への二次 物  っ     は  ティ   旱魃 耐  

独立し  物  っ    ティはほとんど常   イと一緒    れる  しかし 

厳し 旱魃時   イ 生育し損 っ 時 は単一 生育することを観察し  これら 2

 はと   わゆる三次 物  言 換 れば これらは他の雑穀と陸稲 対し 二重の

二次 物  る 雑穀の     は雑草  物複合  び植物 人間共生とし の農耕

文 基本複合の重要性を示し  る  

   ここ インド亜大陸を 心 農耕文 複合の伝播 つ  再度検討し みる イ
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ンド亜大陸は極東の 本とは大きく異 る歴史地 的位置  るから  る す わち 

東西南北から往来する文 複合の巨大 十字路  っ から  る 広大 インド亜大陸

 流入し 文 複合は単純 受容 は く 変容し 独自の文 複合と融合  れ  ら

 送 出 れ  き  古来 インドの人々の行動範囲  央ユ    やインド洋を越

    国や フ カへ 広範囲 及ん   から  る  

 西からは地 海  東地域の   の農耕文 基本複合 南西からは  ン   フ 

カ地域の雑穀 の農耕文 基本複合 北からはステップ  央 ジ 地域の雑穀文 複合 

ヨ  ッ 経由のト     の伝播  国 どの山間地から ッ  やゾミ 地域経由

   稲 農耕文 複合 東南からは根 農耕文 複合 伝播し き   ら    ン

 農耕文 や地 海農耕文 は東へと 国 向か   本  伝わっ  他  根 農耕

文 複合は フ カ 伝わ  ヤ   トを  し と考 られる  本 東南 ジ か

ら 南インドを経る東 フ カへの海洋の海流 のっ 伝播経路は古代からと  有効 

 っ と考   る  

    年生イ O. sativa は世界の広 範囲    れ  る  う 1  の    

一年生 フ カイ O. glaberima は フ カ大陸の西部ニジェ  川 湿地帯    

れ  る 近縁野生 は 2倍体 AAゲノ   る イ 属 は B C D E G H  び Jゲ

ノ を有する 2 倍体と 4倍体の  合計 22  属し  る  年生と一年生 熱帯周辺地域

の各地 分布し  る（森島 2001） この図 示 れ  る囲 4は O. rufipogon     

ここはま  根 農耕文 の起原地と主要 分布圏 重 る す わち 湿地性 年生植

物の栄養繁殖を利用する根 農耕から派生し  大し の 稲 農耕文   るとの仮設

を提案する 原初的  圃は湿地 の の  っ       ト        ら は

  ヤ とと   O. rufipogon は随伴雑草とし 生      年生  るから株は残

  この親株の周辺 は  繁殖  る幼  まる   の  育っ       や 

ト   と同じ う  移植   れるのは必然的 推測 きる こと ら 植技術の発

明を待つま   かっ と考 る  

丁（1933）  れば 野生イ は広州付近と華南各地のか  深く  つかる沼沢地 

分布し    匍匐茎を出し 横臥し 茎の各節から根を出し 分けつし 宿根性の 年

生の性質を示す これを   移植すると ほかのイ 科雑草と同 の 態を示す O. 

perennis Motnch   る この 態は  イ   似し   イ の直接祖先 インドの 

 イ の変 O. sativa var. fatua Prain  相当する Roschevicz は O. sativa f. 

spontaneaと認め   国のイ の  は B.C.2700 年 始ま  世界 最 古  言語的

 は イ は古 音読 は dau tao tau tuと る 現在 広西 は hao ho houと呼

ぶ 華南 は deu teu  る（岡彦一編訳 1997）  

 尾（1967）は 稲 は  地域 発生し カ フ農耕   の周辺の湿地気候地域 

波及し  湿性の雑穀とし イ をとら  とき 始まっ とし  る  の  イ は

畦畔 区切られ 貯 性の る       れる う     ら     は く 

大河の 流地域 雨期の洪 を利用 きるとき  豊産性を発揮し  東南 ジ  は雑

穀を圧倒し イ 単 地帯をつく  げ と仮説を述べ  る    イ は 国の南部 

珠江 流域  8000B.C.頃 起原し こと 明らか  れ  る  尾は東インドをイ 

の起原地と推定し   の  彼の仮説は棄却 れる  

 尾は稲 文  る のは 東亜    独立し 存在し とは言     だ カ 

フ農耕  わっ イ と う大き  ブ  ま  巨大 し の   くの人 思 違 



105 

 

するのだろう イ は   植物とし は 発展段階 若  の の  る と述べ  

る しかし    は この仮説は誤 と言うほかは   むしろ 根 農耕文 の発展型

とし 稲 文 を捉    適切だと考 られる  

飯沼 堀尾（1976）  けるイ  の起源の見解 は まっ く同感  る   イ の

  （湿地）    随伴雑草  っ イ        進み  ら 珠江や長江を西

 山地帯へと伝播し  っ  移植  （ 植）は栄養繁殖と  繁殖を共  きる 年

生のイ    イ や   の    を模倣し と考 られる す わち   ン 農

耕文 の影響  っ 湿地性のイ        入っ の は く 根  農耕文 の

発展応用とし      れ と考 る  植物的 は  得る 山地帯 伝播する  

     陸稲  進んだの  ろう ま  随伴雑草とし  ヒ 属 ス メノヒ 属 

ジ  ダ 属 ど  っ  これらの から     を進め  ド やハト  は湿地

性の 年生草本  る こうし 点 は  尾仮説と異   照 樹林文 の基礎とし  

稲 文   国南部 起源し のだと修正提案をし  （図 35）  

 ちばん古 農耕は約 15000 年前 東南 ジ  始まっ イ    堀棒と鍬だけを用

     鍬は狩猟採集段階 は 跡   の  農耕の開始とと  使 始められ  

イ   約 10000 年前 西南 ジ  達し  冷涼   地 野生    物  れ  

  農耕とと  犂 発達し   

 

図 35. インド亜大陸  ける農耕文 の伝播仮設 

 

イ はインド東部から東南 ジ 南部の 辺  イ  農耕の応用とし   イ の 

 雑草から 物  れ  現代    と ば フィ ッピンのイフガ 族は山地の  

   イ と一緒 イ を っ  る  熟し イ は    貯蔵 れる   代 は

 のまま横 置かれ 生  き 芽は本  移植（ 植） れる   か イ  の移植

を思わ る す わち イ の移植はイ    ける移植から始まっ と考 られる  
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沖縄県の西表島 は現在    里芋を  し  る 同   湿地性 年生植物のイ 

は生態的一年生  陸稲 の 向 人為選択   れ  湿地 生育する 粒性の野生 

年生から 耐 性を強め 生態的一年生 非 粒性   性 人為選択 れ と言うこと

     分 しつつ 西 の半  地 丘陵地へと伝播する間        を変容 

  き と考 る 私は現地 査や 験研究  る事 を基   尾（1967） 構想し 

仮説を学問の系譜 沿っ 検証し き   

イ   び の随伴雑草起源  る二次 物ハト    ド  どはごく例外とし  

 年生     ら 生態的一年生とし 順  進ん き の  る  述する う  

根 農耕文 の影響の と 起源し 稲 はインド亜大陸 向 大河 沿っ 東伝し 湿

地帯の  稲 から デカン高原 達し 半  地の  陸稲 へと技術的 変容し  

っ   

 本の縄文農耕への影響と の関  不明確    最近の考古学分野の 果から  

筆修正 必要  る しかし  ら 私は 尾 佐々木の照 樹文 論は   有効 統

合的仮説  ると考   る 東 ジ   ける雑穀の伝播（鹿野  46）を の の 査

研究 果（竹井   7ほか）から修正し  主 修正は ヒ  広域 伝播し      

    はスンダ列島を東進し 伝播し  この 点  る ま    性穀物の分布範

囲 有力 証左  る 阪本（  8 ）や佐々木（  8 ）は根 農耕文 のイ  の延長と

し   文 起源セン  をゾミ 地域 設定し  ここから沿海部を東北 伝播し  

本の北海道 ま 至っ  う 描   る  本列島は極東 位置し  るとは   海

洋を海流 乗っ   数の島伝  広範 場所から   出自の人々 辿 着き 住みつ

  き と思われる し  っ  イ ほかの穀物や  植物の伝播経路  び の時期

は複数   度重  生じ   と考 ること 妥当  る ま  農耕文 基本複合

     内容の組み合わ      本列島 伝播し き のだろう 佐々木（ 003）

の詳細 まとめの考察 は 東南 ジ 大陸から ッ  ま と インド亜大陸 は農耕

文 基本複合 か  異 る  

 

考古学からの再考 

  と  は数少  ステップ起源の  植物  るとハ  ン（1979）は指摘し  

国とヨ  ッ  と  6,500～5,000BC年代 出土し  るの  並行起源の可能性を示

唆し  る   はドイツ どの線帯紋土器文 の遺跡（7,000～6,000BC）  フ ンス

西部 は青銅器時代早期（1,800～1,500BC） 央ヨ  ッ  は 4,400～4,000BC    

ャ は無土器時代（6,000～5,000BC）の遺跡から出土し  る イ ンの遺跡 は 1,550BC

の層     く ん見つかっ    は 国 は 6,000～5,000BCの間 黄河高原の南部

     れ とヴァ  フは説     大地湾文 （6,000～5,000BC）や仰韶文 

（5,000～3,000BC）の遺跡 出土し  る  

 フ カ起源の雑穀 の出土事例はまだ少  の      は 4,000BC 頃     

  は 3,000BC頃    びト ジン  は 2,000BC頃     れ と推定 れ  る 

これらは 東の南端を経 インド亜大陸 伝播し インダス文明の一部を支    フ 

カ起源のト ジン  は 東を経 インド ま 伝播し のは インダス文明 崩壊し 

 の残影 南インド 移っ 頃の うだ インダス文明の遺跡 は   のほか  ユ 

   起源の      続    フ カ起源の             びト ジ

ン   順次 インド亜大陸全域 伝播し こと 分かっ  る（Fuller and Madella 2000 
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Fuller et al. 2001） 一  インド亜大陸 はインダス文明の影響を受け 新石器時代の

遺跡から独自 起源し  くの雑穀 最近の発掘 出土し  る 考古学の発掘 査や分

析技術 急進展し  るの  南 ジ     最初 穀物 出現し 時期を表 26 まと

め  この表は Fuller et al. (2001) 基づく  追 情報 補足し (Fuller and Madella 

2001 Fuller 私信)  

        属（と    ）   び ン  （少  ）はハ ッ  遺跡の初期

（    4,500 B.C.） 同定 れ  イ （  ）と  （少  ）は最盛期（   

 2,600 B.C.） 同定 れ   の   ノ  グ 属 Setaria sp.(と    )   

  （  ）   びト ジン  （痕跡）は 期（    2,000 B.C.） 見つかっ  

      つ  はまだ不明  る  

 南インドの早期の遺跡(2,300から 1,800 B.C.) は  イ（痕跡）    （  ） ザ

 ツ  ノ  （  ）   び  ティ（痕跡） 見られ   の   期の遺跡(1,800 

から 1,200 B.C.)     ド （痕跡）と ヒメ  Echinochloa cf colona （   

  らくインド  ) 同定 れ   ジ 起源雑穀は次の歴史的順序 生じ  す わち 

    ノ  グ 属  の      ザ ツ  ノ     イ   ティ インド 

    び ド  ごく新しく 19 世紀  っ  イ ャン  る しかし  ら     

ザ ツ  ノ     ティ   び ヒメ  は野生穀物とし 採集 れ き   

 

表 26. 南 ジ の穀物の考古遺跡  の出土概要 

 

 

近年  っ  インド亜大陸の初期農耕 関する非常 有用 考古学研究資料 示 れ

る う  っ き  イ 科雑穀の遺残 南インドの新石器時代  る II 期(2300–1800 

cal.BC)と III 期(1800–1200 cal.B.C.)の考古学 準から出 き   れらは主とし 2

     とザ ツ  ノ  bristly foxtail millet-grass  ると同定 れ き  

  ティ yellow foxtail millet  限定的 存在し   らく野生 の採集と考 られる

年代 初期 最盛期  期 南インド

 名 4500 B.C.- -2600 B.C. -2000 B.C.
2300-1800

B.C.
1800-1200

B.C.
-0 A.D. 1500 A.D.

1900
A.D.

Paspalum scrobiculatum trace
Panicum sumatrense trace 少  
Echinochloa cf. colona   
Brachiaria ramosa 野生     
Setaria verticillata 野生     
Setaria pumila 野生 痕跡 痕跡
Setaria sp. と    
Digitaria cruciata    
Digitaria sanguinalis 不明 消滅
Panicum miliaceum 少  
Panicum sp. 少  
Setaria italica 可能性
Eleusine coracana ? 可能性
Sorghum bicolor   
Pennisetum glaucum 痕跡 痕跡 痕跡
Coix lacryma-jobi 可能性
Oriza sativa   痕跡 痕跡
Hordeum vulgare と        
Triticum dicoccum 痕跡 痕跡
Triticum durum/aestivum   痕跡
Triticum sp. と        
Avena sativa 少  
Zea mays 導入
F ll r  t  l.  00   F ll r     M   ll   00       F ll r (私信) 基づ    
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(Fuller et al. 2001) ハ ッ  文明  ける穀物の初出は初期(2600 BC以前) は 

          び ン   最盛期(2600–2000 BC) は ヒ  属 Eleusine sp. (不

確か      )  ノ  グ 属  び  属  期(2000 BC  新し ) はス メ

ノヒ 属 Paspalum sp.  ヒ 属 Echinochloa sp.     属 Sorghum sp.  び カ 

  属 Pennisetum sp.  っ (Fuller and Madella 2000; Weber 1992)  

南 ジ の初期農耕文  どの う 伝播展開し かを図 35   っ 概観する 

(Misra2001 Chakrabarti 1999を改変)  フガニス ン経由   （冬生一年生草本） 

を 心とする地 海農耕文  インダス川流域 伝播し ハ ッ  文明を花開か   

の  農耕文明は西ガ ツ山脈西麓 並行し 西海岸を南 し 南インド  ま ヒ  

ヤの南北山麓  向かっ   くらか遅れ   フ カから雑穀      ど（夏生一

年生草本）を 心とする  ン 農耕文  同 の経路を どっ  一   東南 ジ 

からのイ  を 心とし 根 農耕文  続   国からイ を 心とする農耕文  東

インド 伝播し  東ガ ツ山脈の東麓 並行し 東海岸を南   ら ケ  州を西海

岸 沿っ 北 し  このイ  稲（ 年生草本）   から    する陸稲 系統分

 し 東インド   ッ 州 伝播する経路  湿地性のイ 随伴雑草ハト  や ド 

（ 年生草本）   びインド  や  イ（一年生草本） イ 陸稲の二次 物とし  

     向か  つ  南インド 伝播する経路     や  ティ（一年生草本）

 二次 物インド固有雑穀 対し 三次 物  っ と考 られる   ン 農耕文 と

稲 農耕 出会っ 東インドから南インド 向かう   耐 性の る夏生一年生草本 

 る   や  ティ      を辿る う  っ   

イ の生育する地域はインド亜大陸    湿地から二次的  地  大し  順次 

雑草的祖先   稲  や陸稲  侵入し  これらの は東インド    陸稲   

旱魃 対し  ら 強 耐性を示し から 地域の農民 ちは継続的    イ  ド  

インド  を二次 物とし    し  この地域 は次 示す数 の雑穀  ら   

  れ       イ ャン   ティ ど  る(Chandra and Koppar 1990; de Wet 

et al. 1983a, b, c). 

こうし      は 述し  査や 験結果から明らか  る 現代農 ま 含め  

 物の伝播経路を描     ンブス 新大陸  陸（1492）以降 ヨ  ッ 経由  南

北 メ カ起源のト     やジャガイ  どの 物 伝播し   

 

言語学からの再考 

農耕文 基本複合  わゆる「 から胃袋ま 」と う  論的概念は農耕の起源を研

究する   尾佐助(1967)  っ 提案 れ    植物は常 植物（  ）の遺伝的 

生物  性から始まっ  人間の文 的   性とし の               

儀礼利用 地 名   び の他 彩 文 複合 伴われ  る(Kimata and Sakamoto 

1992) Bellwood and Renfrew (2002)は基層文 を広く比較する展望から考古学 言語学 

  び遺伝学の領域を超  共同研究する「農耕／言語伝播仮説」を提唱し 検証し き

   と ば この第 7 章 扱う雑穀と の近縁雑草はま   れぞれの地域や言語  

くの地 名を っ  る ここ は言語考古学を参照し 地 名の視点から      

 つ  論考を補足し   特    と  ティの     の再構  関連し  る

  これらインド固有の雑穀 つ  の良好 言語学資料は まだ十分  ろっ は  

 (Fuller 2002; Southworth 2005)  
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雑穀の地 名は 1983年以来 インド亜大陸 の野外 査  集し き  農民は  

       雑穀と の近縁雑草の地位状態 適切 認識を っ  る この雑穀と農

民との間の共生  は の観察 植物学 験 民族 査資料 考古学資料   び言語資

料を統合し 考 ること   再構  れる 東ガ ツ山脈や南デカン高原 は   地

 名  る これらの地域 は インド起源の雑穀    近縁 とと  広範囲   

 れ  る 古インド     語  びド  ダ語  る くつ の呼称 雑穀の地 

名 関係し  ることは明らか  る    と  ティは カ  の周  生育し  

 雑草型から 主   イや他の穀物 関連し 擬態随伴雑草型を経      れ き

     は単  れる独立し  物  っ     ティは  イや他の穀物と混  

れ  る し  っ     と  ティは単 と混 と う地位状態 差異は る  

三次 物と言  う つま       を どれば 始ま はイ の   侵入し 雑

草 次 イ の南  伴う カ  の随伴雑草 これらの から擬態随伴雑草を経   

イや ド  二次起原し  ら 二次 物の擬態随伴雑草型から   と  ティ 三次

起原し こと  る 歴史遺跡からの雑穀遺物の最初の出土の順序はこの進   を支持

し  る インド亜大陸  ける雑穀の   セン  は東ガ ツ山脈や南デカン高原 

 っ  うだ  

 

雑穀と他の穀物の言語考古学的呼称 

    ザ ツ  ノ     ティ  び  イの古インド     語名は古代文

献 は見つけられ  (cf. Southworth 2005) このことはこれらの雑穀 比較的古く  

年代 インド     れ ことを示し  る う  る 対照的   ド は kodorava

と呼ばれ  るの  この語彙は kodo と kodora の語源と考 られる インド  の呼称

syamaka は shama と sama の由来と考 られる   の呼称 cina(ka) 同  cheena の由

来と考 られる   の呼称 kanku(ni) と rahalaは広域 用 られる kangani  ハ  

 ト 州 用 られる rala の語源  る      の呼称 madaka は ッ   プ デ

  州の mandua の語源    語彙*bajjara はト ジン  bajra (*再構   

Southworth 2005)の語源  る  ド と  のド  ダ語名*var-ak-は varaguの語源 

  の語彙*tinai と*nuv-an-ay は ミ   ドゥ州の thenai  ンド  プ デ  州と

カ   カ州の navaneの語源と考 られる これらの は古インド     ン語ま は

ド  ダ語の呼称を ち 考古学的根拠   西 地域から導入 れ か インド 比較

的遠  去     れ と考 られる(Weber 1992)  

大野（2004）はインドの ミ 語と古代 本語の農耕用語  著しく 似し  ること

を 言語学の視点から 大 努力  っ 論証し （表 28） しかし  ら   か の言

語学者や考古学者は言語的  継地域 事例 認められ  からと 大野説 は否定的 

 っ        ど 伝播し ことを見る らば 海   ト 伝播し  ミ 語句

は レ   言語（ピジン言語）とし  古代 本語 組み込まれ 可能性 つ  は否

定 ず  私は保留し  き    
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表 28.  ミ 語と古代 本語  ける農耕用語の比較 

 

 

         

農民  る雑穀の命名体系と      

雑穀と の近縁雑草の命名 は表 29  要約し  農民 ちと植物との間の共生  は 4

段階とし 認識 れる す わち 農民 ち 意識し  I段階 弁別し  II段階 区

別同定する III段階   び んらかの在来系統を分 する IV段階  る（表 23）  

I 段階  農民 ちは野草や雑草 対し 呼称を  ず これらを一般名詞 ghas と 

hulluと呼ぶ II段階  農民 ちは  と ば      は 物（ragi）と雑草（ragi）

を同じ名前 呼ぶ  

III段階  農民 ちは雑穀を識別し 特別 名前   と ば   植物の     

は madua 近縁雑草の ヒ  は khaduaと呼ぶ  ら  農民 ちは雑穀名の語幹 少し

の 容語を  る  と ば 雑草を意味する ghas lingudi（  ティの雑草） 他の 物

 似  ること same melatti（  イ 似 擬態雑草） ま   態的特性 bilai lange

（  の尾） 生態的特性 yerri arasamulu（ 粒性の る雑草）  び利用 pil sama

（飼料用   ） ど  る IV 段階  農民は雑穀を くらかの在来系統 分 する 

 と ば      maruaは agat- (早生) madhyam- ( 生)  び pichhat- (晩生) 

雑草 ヒ  は maruani とし 認識 れる この 査結果とし  農民 ちは 時々 異

 っ 場所の雑穀 同じ呼称を用   する  雑穀と近縁 の地位を明瞭 認識し  

ることははっき し  る（Kimata 2015）  

English Tamil ancient Japanese today Kanji

levee acc-u, kur-ampu az-e, kur-o 畔

bund an-ai un-e 畝

paddy field vayal, tampal tamb-o 水田

field pat-ukar fat-ake 畑

slash-and burn cultivation kum-ari kob-a 焼畑

mountain fermland puravu 山の畑

foxtail mille av-ai, tinai, enal af-a 粟

rice nel、enal sin-e, ina, ine, nel 稲

paddy rice pu fo 水稲

rice grains nel ni 稲粒

rice offered to a god kum-ai kum-a 供米

bran nukk-u nuk-a 糠

boiled rice arici meshi 米飯

shitogi cit-ai sit-ogi 粢

mochi mot-akam mot-ifi 餅

mochi flour ar-ai ar-e 餅粉

porridge kal-i kay-u 粥

loose porridge amp-ali am-ari ゆるい粥

parched rice pori 炒り 

residue kat-i kas-u 糟
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表 29. インド    農民  る雑穀と雑草の命名体系 

 

 

 

農耕文 複合の特性の再検証 

 尾佐助（1966 1967）は農耕の起源 つ   旺盛 学術探検 の観察経験 基づき 

優れ 構想力 壮大 仮説を提案し  この 尾仮説と阪本寧男の導き  っ  面  

研究人生を ごすこと  き  自らの現地 査  ける観察事   集し   を用 

  験分析 基づき  尾仮説 四大農耕文明を修正する仮設を提案をする  か 優れ

 仮説   60年 経 ば新  研究 果  わ  修正 必要  る  

特  稲 農耕の位置づけ 関し   尾は農耕文 とし  立し    と断言し 

 る かつ は イ の   起源地は東インドと れ    現在は 国南部の珠江周

辺  ること ほぼ明確  っ  る し  っ  稲 文  つ  再考 求められる  

新  仮設とし  稲 は根 農耕文 の発展型  るとし   イ は 年生植物  

湿地性 栄養繁殖 し  る 湿地は わば原初の 圃 栄養繁殖は移植  植 の始ま

 と 言 る 植物学的 流れ 沿う 著しく飛躍し 技術 は  （図 35） ま  東 

ジ  限定的    文 は ヤ         どの粘  の伝統   性穀 品 

を生んだと考 られる 特別 発明は無く   自然の営みの積み重   っ  イ の

段階 認知 典型事例（ 名）｛意味｝
I 認知し  無名:  h s  h ll  [雑草]
II 区別し  雑草と穀物は同名

ragi, malwa (Eleusine coracana)/r       lw  (雑草　E. indica)
kodo (Paspalum scrobiculatum) /ko o (雑草)
kukuru lange (Setaria pumila)/k k ry l     (擬態雑草)[犬の尾]

III 認知する
1. a specific word (大半の穀物は れぞれの言語グ  プ  っ 呼称 れる くつかの特異 名前  る)

madua (E. coracana)/khadua (E. indica)
gruji suau (Echinochloa frumentacea)/ h r  (雑草 E. colona)
  r   o  ko ow r (擬態雑草 P. scrobiculatum)/  tw l   kh r s    (雑草 Paspalum sp.)

2.  容語彙を  る
2.1 雑草を意味する lingudi (Setaria pumila)/ h s l       (雑草)

kodo/kodo ghas 

2.2 他の穀物  似 s      l tt  (擬態雑草 B. ramosa) [  イ 似る]
 kk  h ll  (擬態雑草 P. sumatrense) [イ  似 雑草]

2.3  態的特性を示す r    k     (雑草 E. indica) [杖の う  を つ     ]
  l   l     (雑草 S. pumila) [  の尾]

2.4 生態的特性を示す samulu (Panicum sumatrense)/y rr   r s   l  ｛ 粒性の る雑草｝
same (P. sumatrense)/samuru korra (S. pumila) [  イ  育つ  ]
varagu sakkalathi (S. pumila) [擬態雑草  ド の第二夫人]
s kk l th  s    (擬態雑草 B. ramosa) [  イの第二夫人]

2.5 特定する same (P. sumatrense)/ pil same (Brachiaria ramosa) [飼料用]

IV  くつかの在来系統 分 marua (E. coracana): 3変      t- [早生]     hy  -[ 生]   び p  hh t-[晩生]
/maruani (E. indica)
sama (P. sumatrense): 4変       h -[夏]  p l -[短 ]   r -[高 ]  びv r   -[１月 播 ]
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    や       は生まれ   

 

 

図 35. イ の     と稲 農耕の変遷 

 

 インド亜大陸と 国の交流は  尾仮説（図 36）  書きする う  再考し み  

植物の生活型 繁殖 式は重要 要因と る インドと 国を繋ぐ 央ユ    から 

国への伝播  トは河川（ブ  プト 川 ど） 山麓（ゾミ 地域） 海 （赤道海流） 

 る イ   国からインド亜大陸 伝播する       生態的一年生   ら 陸

稲  生じ   ら  東インドからデカン高原を南 する か     や陸稲 の雑

草 随伴雑草  び擬態随伴雑草から   イ インド    ド        ティ 

ど      を進め  ここ は ちろん植物と人間の相互関与  っ   

 この研究結果 基づき 農耕文 の新  仮設の構図を表 27  提示し  四大農耕文  

す わち根菜農耕文  地 海農耕文    ン 農耕文   び新大陸農耕文 を整 

し 稲 農耕文  ステップ農耕（遊牧）を    これらを繋ぐ位置  るの インド亜

大陸  っ  ユ    の交流の十字路とし と  面  位置  っ  古 時代 

  飛行機や自動車  く   古来 旅する人間の行動距離は 長距離の 読ん   

と考 る  
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図 36.  尾仮説の修正仮設提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

     
     
     

      
    

       

     ト   

 年生イ の採集から半  

          
  

          

図 3.  . 東亜  ける各農耕文 の発達と の系統図 （ 尾  67  筆）

 年生 栄養繁殖 移植
一年生   繁殖 播 

稲 は根 農耕
の発展型と修正
する
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表 27. 農耕文 複合の特性の再検証 

 

 

  R   農耕 カ フK r f農耕 遊牧 稲 農耕   U  農耕

地 海農耕文   ン 農耕文 グレ ト ステップ 稲 混 文 根 農耕文 メソ メ カ農耕文 南 メ カ農耕文 

特徴
西 ジ  地 海沿岸起
源の   冬 農耕

 フ カ  びインド起
原の雑穀 夏 農耕

 央ユ    の遊牧  くを受容し 複合農耕
根 農耕とカ フ農耕と
イ の結合

東南 ジ 起原の根 農
耕

起原地    ント
ニジェ  川付近  び
東 フ カ

 央 ジ の 山山脈南
インド亜大陸  び世界
各地

 国南部  レ 半島付近
メ   を 心 北 メ
 カからメソ メ カ

 ンデス山脈と東斜面
低地

分布
地 海地域    ン
ト  フ  ジ 

 ハ     ピ  西
インド

 央 ジ    ス 
ン インド北西部  フ
ガニス ン イ ン

インド亜大陸  央 ジ
  山山脈南麓地域

東 ジ  東南 ジ か
ら東インド ス  ンカ

 セ ニ   レ  
  インド  部 フ 
カ

北 メ カ大陸南部 南 メ カ大陸北西部

人   カソイド  グ イド   カソイド 混血 
混合     ン ド 
ヴィダ  ンゴ イド 
  スト   ジ 

 ンゴ イド  ンゴ イド メスティソ メスティソ

環境 冬雨性地 海気候 平地 夏雨性  ン  平地
夏雨性ステップ 砂漠 
山麓    ス

  ン  ステップ 熱
帯雨林 平地 丘陵 山
地

常緑広 樹 落 樹混合
林 熱帯雨林 平地 湿
地 氾濫原 山地

熱帯降雨林 熱帯雨林 温帯夏雨 山地

 物生態 冬生一年生  繁殖
夏生一年生   繁殖 
栄養繁殖

夏生一年生   繁殖 混合 生態的一年生   繁殖 栄養繁殖   繁殖 年生 栄養繁殖
夏生一年生  繁殖  
年生栄養繁殖

夏生一年生  繁殖 
 年生栄養繁殖

主要穀物    
          
  ト ジン   どの
雑穀 イ 

       ン      イ  雑穀 イ ハト  ト      （  イ）（ ンゴ）

主要 メ 
ヒヨ  メ レン  メ
 ど

  ゲ フジ メ ど レン  メ   メ  ョ ト  ど ダイ      ど   メ  ョ ト  ど インゲン メ ど
 ッカセイ インゲン
 メ ど

主要イ  ヤ ヤ      （ トイ ） ヤ     ツ イ 
 ャッ   ジャガイ
 

主要油料
セイヨ  ブ   カ 
    ニ      
   ブ

 ブ ヤ  ニガ   
ド ヒ  

混合  ブ    ヤ  ゴ    メン ヒ   
カイト メン  ッカ
セイ

嗜好飲料   ヒ  ャ  ョ センニンジン カカ  テ ャ

 の他の主要 物 野菜  果物 メ ン スイカ

   ニンニ     
  ニンジン  ン  
 ンゴ    ス   
   ンド ピス   

野菜  果物 
     ト    果
物 香辛料

センニン      ト
 ガ  

 ノ  センニン 
         ト
 ガ  

 立年代 B.C.8000頃 B.C. 500頃 B.C.4500頃 B.C.4500頃 B.C.8000頃 B.C.5000頃

耕地利用 輪  グ ス ファ  連 園耕 夏季遊牧
焼き  ブッ   ファ
  

播  式 散播 条播
散播混  条播間  移
植

移植 点播 移植

農具 スペ ド   ド   堀 棒

    ン（  ）
 テ     α-澱  
 

   イ    
 ト （湿式製 ） 
（粒 ）

生  石焼き

 料経済 余剰豊富 貯蔵輸送容易 余剰貧弱 自給用 貯蔵輸送困難

都市国の 立 B.C.3000頃 B.C. 500頃 B.C. 600頃 B.C.1000頃 B.C. 500頃

M r o k（  5 ） G yot（  64）  尾（  67） H rl  ハ  ン（  7 ） 阪本（  87）らの仮説を一部 筆修正し 改変 

新大陸農耕
農耕 式 インドの農耕文 複合

根 農耕  び夏 農耕
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第 7章 人新世  ける生物文   性 

 

 

 

 

 

インドの変わら   ほし 伝統的農耕文   

インド亜大陸の   と わけ南インドのデカン高原や東西ガ ツ山脈の丘陵山地地帯

 は ト     は      比較的少 く  プ   ティ  ダ ど 時々  

 れ  る  ぎ   この 由は降雨 少 く土壌 肥沃    どの地 的 要因の

ほか  南インドの人々はめしや    し 時のト     の風味を好ま  こと 

 げられ う  フ カ大陸の雑穀  地帯  る は  ス ンや     は す 

 ト     は主要  物とし 広く 量    れ    伝統的        

   材とし  く組み込まれ  る（木俣 1990） しかし インド は こうし 伝統を

維持し 抵抗する意思は M.K.ガンジ の紡ぎ車の 神性 のか しれ   1983年 初め

 行っ ニ  デ  の    はぼろぼろの ン  ダ か  ト ィ  ャ ばか 

だっ  速度計は壊れ       神の 札 貼っ    ド の取手は引っ張ると取

れ しまっ  ヘッド ンプ 点灯し        っ    ス ンや     は

 古の 本車ダッツンやトヨ   かっ のと対照的  る  

 の  30年余  わ る緑の革命  っ      イ  ト     の３大穀物

を 心 商 用品   る画一的 増産 図られ 世界各地 雑穀在来品 の く 消滅

の危機 瀕し  る｡  植物の  性 減少すると 諸々の環境変  対応し き   

 遺伝  失われ  地球レ    び地域レ  の新  環境変動   植物 対応困

難と ると予測 きる ま  農家 継承し き 郷土 文 を始めとする 彩 生活文

  自然と関わる伝統的知恵 失われること  る このこと 関し はインドの ヴァ

（1993 2000） 具体的 事例を っ 明確 批判を行っ き  私は彼女 来 し 折

 2 度会っ   ンガ     る時 彼女の本『生物  性の危機』を見つけ 読み 

と  興味深かっ の 出版社 翻訳を願 出   残念  らす  ほかの との契約

 交わ れ    帰国  大学院環境教育学専攻の講義 院生と一緒 訳本 読んだ  

 

 本の取 戻し  伝統的  農耕文  

 私は民族植物学者とし 世界    インドの雑穀の  と  の 査研究をし き  

 ちろん 本人  るの   本各地の雑穀の  と  の 査 同時 行っ き  民
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族植物学は 民族と植物の歴史的関わ を明らか する学問領域  るから インドと同

   本 民族的 視点から比較する必要  る  ぜ ら 「電気の国から来  本人 

 ぜインド 来 雑穀を 査するのか インドを遅れ 国と思   く見  るの は 

 のか」と   ッ の研究者 ちと論争  っ こと  る 育 学者 は  の 生

産量 焦点を当  品 改良 関心を ま  っ  らず 起原と伝播 どと う暇人 

する う  査研究は彼ら とっ  解し   内容  っ からか しれ    

私 とっ  植物学の立場からすれば イ       る は雑草 野生植物 どれ

 同じく好き 植物  っ  対等の関心を っ 進 の 相を見 き  イ  限らず 

特定の植物だけ 思 入れはし     しかし  本 はと わけ明治維新以  と 

わけ 第 2 次世界大戦の敗北前   国家政策とし イ  抜きん  重視 れる う 

歴史 書き換 られ き の は  かと考 始め （木俣 2016）   稲  強力 推

進 れ き 結果 麦や雑穀の   前世紀 ごろから衰退し  本書 はインドと比較

すること 制限し  この主要因 関し 民族の視点から若干の論及をし 詳細 論考は

別書 譲る  

 

 本  ける雑穀  の現況 

人 は動物    他の生命を犠牲 し 摂 し ければ自らの生命を維持 き  ｡こ

の め人 は植物を   し 洗練 れ 植物との共生関係を農耕  料をめぐる環境文

 とし   し き  ヨ  ッ や ジ の新石器時代文明は  や  を主  料と

し 築かれ   本  同  縄文時代 期頃から雑穀     れる う    近年

ま 各地の農山村       ヒ        ハト    び    の６ のイ

 科雑穀    れ続け  る イ 科雑穀の他 ソ と 最近 は   ン スや ヌ

    ら       香米や黒米 ど 雑穀 含めること  く っ  る  

 本は山間地  く 本来 農山村 は   麦 雑穀 主要  料と っ   の 

 る しかし 無 を承知   大 苦労を重  棚 を っ  イ を  し き 地

域  る 主要  メの産地  る北陸地 の冬は豪雪 の  むしろ麦冬  困難だか

ら 稲夏  挑戦し のだろうか      植物とこれら 生育し  る景観は生き 

環境文 財と  うべき の  と  美し 景観  る  

ヨ  ッ    ジ    新石器時代の文明は  や  を主  料とし 築かれ  

      や  は  地帯や山地 丘陵地帯    れ  料  れ  る 第一次

  び第二次世界大戦時の 料難    雑穀は「救荒 料」と   増産すること  

  料難を乗 越    くの 本人の命を救   の しばらくは  地帯の各地農山

村    維持 れ    しかし 稲  北 本の寒冷地  品 改良 ど   技術

的 可能と    の 量 安定する つれ 稲 一辺倒の政策と  まっ 雑穀の  

面積は急減し  っ  現在  本 は雑穀   極端 減少し 在来品 とし は と

    植物 とし  雑穀は絶滅寸前の状態  る  

毎年発行 れ  る総 府統計局の『 本の統計』  ると この 50 年間    は

1960年ころから約 20万ヘ     っ 雑穀の  面積 急激 減少し    ヒ   

   び    は 1969 年 個別 の統計 取られ く っ  ソ のみは約 2万ヘ  

   安定し    至っ  る 生産量 同じく急減傾向  る のの 1969年 は 

 は 3 千トン ヒ は 1 万トン   は 1 千トン ソ は 2 万 2 千トン  っ  この年

以前             びハト  はす  統計値    現在の 本の雑穀生
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産量はソ を除けば 300 トン すぎ    輸入量は    を 心 約 246 万トン  

る  

 FAOSTAT   抽出し 現代史を振 返っ 見ると  本の雑穀     （1967 年以降

デ     ）生産量（トン）と最近 とみ 健康 とし 注目を集め  る ヌ の世

界の生産量を対比し み  す  述べ 事    わず  本の雑穀と    の生産

（  ）状況は ま  少 く遺存的   と うほか    

しかし 見 を変 れば  れ    を続ける人々 連綿と ることはむしろ不思議

 素晴らしく 尊敬すべきこと  る 数千年の農耕文 の伝統を   植物の生命をつ

    るから  る  と ば 古くからの 文 を大切 伝   ら 新し  夫を

  る イ     やト     は  の単位面積当  の 量  く かつ美味し

         ヒ  どの雑穀 C4植物  イ  スとし は 3大穀物 引けを取ら

  か 厳し 環境  は れらを超 る のだ  

雑穀   農文 の  性とし   ま は 手 料 し  べ み うと うこと 

 る 美味し かどうかは個人の味覚と  技能  っ 決まる 飢餓  る栄養欠乏と

は反対  先進国 は栄養 剰の 生活 肥満からメ   ッ   ンド   と呼ばれ

る 一連の不健康 状態 糖尿病 脂質異常症 高血圧 どの生活習慣病を引き起こし 

 る この め  健康長寿こ 願わし の  有機 無農薬  の麦 雑穀と野菜の 生

活改善を求める人々  く っ  る  

ス ット 次の う 言っ  る  物 し 植物 私 ちの助け し 繫栄 き  

のだとすれば 私 ち 全く同じ う   とし の生き残 を一握 の  品  依存

し しまっ  る 家畜  関し  同じ  る 角度を変  みれば 家畜  れ の

は私 ちの だと 言 る 植物 は知能は  から 意図し ヒトを隷属    はし

  から この ャグは面    科学的 は く賛同 き   昨  流行っ  る自

己家畜 論（表30）とは異 っ 次元の綾 すぎ    

本書を書き終 る   っ      関し  う一点重要 著   る Wrangham

（2009）の『火の賜物―ヒトは料  進 し 』  る ホ 属の出現を促し のは 火の

使用と料 の発明  っ と彼は言う われわれは料 と う 事 と深く結びつ   

 の結果 体 心 含む存在のすべ  反映 れ  る す わちヒトは料 する   

   炎の動物  る ダ  ィンは生物学的 進 論的 料  は意義は   人 学

者レヴィ＝スト  ス 料  は生物学的 意義   と考     うだ 一   美

 家 ヴァ ン（1825）は 人  自然を手 ずけ のは火  っ   ると書   る 

料 は 物の安全性を高め  欲を  る豊か 味を生み出し 腐敗を減らす 熱するこ

と 固  物を開き 切  磨 潰すこと  きる 料 は 物から摂取 きる    

 を増やす 人間性は料 から生まれ と 言 る 料  の発達   継続的 消 の

効率 高ま   ら  くの     を脳の 長 回 る う  っ   

 

自己家畜 への抵抗 

第四紀新人世  っ  森とむら 暮らす人々 減  都会暮らし 人 動態 変わっ

  生活基盤は便利 金銭や機械 代替 れ  自ら生活を創造する楽しみや誇 を衰微

   き  時流 流 れ  ら  基礎基本  る暮らしの伝統 これらを支  き 

基盤を継承すべく 自己家畜  は抵抗する（表30）  

 



118 

 

表 30. 自己家畜 の定義 

 
 

  

 わ   

本書の主課題を攻究する   は 最初  礼を言うべきは雑穀を大切   し保存し

  る国内外のと   くの農民の皆 ん  る 特  降矢静夫 このゑ夫妻 守屋竹

治 秋 夫妻  川智 岡部良雄 節 夫妻 は山村農 つ  親しく教    だ   

    橋本光忠 橋本秀 は山村農の誇 を 身を っ 教  くだ っ  世情 ど

う ろうと生 を続けることは人間の根底的 営み  る 強く敬意を表し    

 ら  研究 関し 師匠や先達 教示や助言を受け 支 られ き  次 記す 特

  世話  っ  々 深謝し  ら 記しきれ   くの 々   心  の 礼を申

し げる（敬称や当時の肩書をつけ  ことを 許しくだ  ） 阪本寧男からは大き 課

題を教唆 れ 謎解きの人生を楽しむこと  き  畏友小林央往はインド亜大陸 の 

査  つ 同行し  現場 の観察力を鍛  くれ   先達 河野昭一（ 生物学） 堀

 満（植物分 学） 福 一郎（植物遺伝学） 館岡亜緒（植物分 学） 森島啓 （植物遺

伝学） 山本紀夫（民族学）  野 郎（花 学） 西川五郎（ 芸 物学） 花 毅一（ 物

生 学） 平宏和（栄養学） 安孫 昭二（縄文考古学）ほか    竹井恵美 （民族植物

学） 河瀬真琴（系統保存学） 藤村達人（植物学） 河原太八（  植物起原学） 福家真也

（ 物学） 遠藤節 （有機 学） 太 信宏（南 ジ 学）の皆 からは研究 の温か 

ヒトの自己
家畜 

人類は文化 創造者    同時に担 手  り 自ら 文化    に

置 て  こ     人類 場合は単な 家畜化 はな  自ら 家畜

化 てきたこ にな  

定義

友好性の進 
自然淘汰によって 異な  や同じ に対  友好   う 質 獲得 

て ほ  人類 絶滅     繫栄 きた 
楽観的見 

狩猟採集民
の 生活

 ンザニ のハッザの う 狩猟採集民は毎   べ物を探し 出かけ 
野営地 戻っ   や 事をし 仲間と交流し 睡眠をとる 女性は地面
から掘 起こし き 塊茎 や 集め き 果物を分け合う 男性は貴重
 肉や蜂蜜を持っ 帰っ くる  人猿  べ物を集め  るとき 分け
合うことは る   べ物をすみかへ持ち帰っ くるのは人間だけだ 

統合 れ 心
の事例 自ら
体験的 考 
る

都市民の 
生活

 本の都市生活者は  料をス     ケット 買  自ら  するこ
と   少 く っ  核家族や単身世帯  く   個別    れ 
 品 インス ント物 冷凍品を買うか  堂  べるか    

自己家畜 し
 心の事例 
外付け情報装
置 依存する

偏見 人々の つの集団 対する否定的 感情 差別

邪悪 力

脅威を感じ とき 自分の集団以外の人々の人間性を無視 きる う 
 っ  人間性を無視することは 偏見   はるか 邪悪 力だ   
者 対し 共感 き  と 彼らの苦しみを自分のことの う は感じ 
  攻撃は容認 れる 人道的   扱 をする う 求める規則や規
範 道徳は適用 れ く る 

悲観的見 
ジェノ イド

動物の自己
家畜 症候
群

遺伝的適応 結果  て従順にな  単一      他 に促され こ

 な  反応的攻撃  低下  過程 自己家畜化 呼ぶ  家畜は文化

  響 受動的に受け   

ヒトの自己家
畜 とは区別

ヘ ＆ ッ （ 0 0） 木俣（ 0  ） ミ ン（   6） 尾本編（ 00 ）  ンガ  （ 0  ）参照
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助言や助力を頂   ま  直接の指導を受けることはほとんど く 共同研究会 ど 

数回ご助言をくだ っ のみ  っ    尾佐助（  植物起原学）の農耕文 基本複

合と う基本概念 は大き 影響を受け 彼のフィ  ド  ける緻密 観察力  査資

料を統合的 考察し  大胆 仮説を立 る構想力を尊敬し き   

海外 は インド の共同 査をし くだ っ A. Seetharam はじめ全インド雑穀改良

計画の皆 ん Kopar Mantor Shankarl Shivanandaiah Jagadish   ス ン国立農 

研究セン  の R.Anwar  央 ジ  の共同研究をし くだ っ Khalikoulov Zakir  

Ibragimovich はじめ    植物産 研究所の皆 ん 考古学 ど 関する くの文献を

ご教示くだ っ 王立   植物園の M. Nesbitt (Archeology) T. Cope (Taxonomy) S. 

Linington(Conservation)  びケント大学の R. Ellen (Anthropology) 雑穀の起源と伝

播 つ  ご助言くだ っ ケンブ ッジ大学の M. Jones (Archeology)  び ンドン

大学の D. Fuller(Archeology)  イの民族 査 協力くだ っ  ジャ ト プ   ン

大学の R.Kanhaswan Sonndarotok 夫妻 感謝の意を表します  

東京学芸大学環境教育研究セン   は の時々  圃場試験の補助をし くだ っ 

農夫の村野正男 新井富夫 宮野生一 平 大介  くの院生 学部生と共同研究をし き

   の 果の一部は必ず共著とし  国内外の くつかの学会  頭発表し ま 学会

誌や書籍 掲載し き  民族植物学研究室 の楽しかっ 野外 査や 験の 々を思 

出し  すべ の皆  御礼申し げます  

 本  び近隣諸国の雑穀の農耕文 複合 インド亜大陸の農山村民から学んだ民族植

物学研究  ける基本的 報告や論文はす  英文 公表し  る  本は 江兆民 言

う う  大 の学問は輸入品 海外の書籍の翻訳 主要 仕事の うだ  くの言語を

使用することは凡人 は難し から 翻訳は大         だ 文脈的 納得 き

  場合は原書を読み直す必要  る しかし  本の書籍 翻訳家 外国語 翻訳 れ

ることはごく稀  るの  自ら外国語 書か ければ 読ん は ら    この め

  研究内容 海外 及ぶ場合は  きるだけ英語 書  き   ら   尾佐助大先

達の構想力（思 付き）と阪本寧男師の独行性（旋毛曲 ） 導かれ  爾来 55年ほど

の彷徨 基づくフィ  ド 査  験研究  ど 基づ   書  き  インド亜大陸

  けるフィ  ド 査は 1983 年から 2001 年ま  東京女 大学 京都大学 東京学芸

大学 どの学術 査隊や文部科学省在外研究員とし  ンガ     る農科大学の全イ

ンド雑穀改良計画     施し   ら  文部科学省在外研究員とし  関連文献や

腊 標本の 査は 2005 年から 2006 年ま  イ  スのケント大学  び王立植物園  

      施し  東京学芸大学を退職し から 東京外国語大学 ジ   フ カ言

語研究所のご厚意 フェ  とし 2014 年から 2020 年ま  インド関連の文献 査を 

    だ    

FAOSTATデ  (  6 ～ 0 0)から 穀物の  面積h   び生産量トンの推移を抽出す

るだけ   この第四紀人新世  ける自然災害や政治 戦争 ど  る超高速の激動 

 窺われ   の展開 憂慮 れる この国はユ    大陸の極東 位置し 海洋 囲

まれ  ら  数の巨大都市や  地帯を構築し            こと 領域の

約64  セント 山林 被われ  る 島国  ると同時 山国  ると う特異 自然

環境 立地し  る 台風や地震 どの自然災害は    このことを忘れず  禍福転

じ 暮ら ば 平常時 はと  穏やか 豊か 自然環境  る 大陸から直接東漸し

   る は花綵列島を伝っ 間接的 南  る は北 し  次々と   民族集団 
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 れぞれの  植物を含む生活文 を っ やっ き  定住し  島々の先は太平洋だ

から この先 は行け かっ  豊か 自然は行く必要 感じ   かっ のだろう 約

 万年前 農耕文  獲得 れ   は   植物を含む農耕文 複合 伴っ 移住し 

き  この見 からすれば このく は ヤ ト族だけ は く 少数民族  る イ

ヌ   ッ    ヤ   朝鮮族 漢族 どの混合民族  っ 構  れ 山住の縄文

文 の系譜をうけ   農耕から平住（低地）の弥生文 の系譜  る  稲 農耕へと

歴史的 進展し き と考 られる 農耕 始まる以前の無土器文   れ  の の農

耕文   れ このく の生活文 は途切れることの  時を経  ら重層的 蓄積 れ

 き はずだ  

 ところ  第二次世界大戦  何故か 柳 国男  る 本の単一民族論 平住（低地）

の弥生文 の系譜のみを重視する  稲 農耕 優勢  っ  これ   の 本の農 

や農耕の   を著しく歪め 父祖以来の 料自給の努力を捨 去   料輸入 依存す

る体制 導  思想の一つ  ると考 る 江戸時代の米石高制     明治維新の殖

産興  戦時 の米穀配給制度（雑穀 含む）  メ カ 敗戦し  の小麦  脂 乳 

どの 料援助  この国の人々をし  独立心を喪失し 「米悲願単一民族」 仕立  

げ  柳 の思想の一部 微瑕  大解釈 れ  この政策 与し のだろう 人間 生

き物  るから  料の安全 安心確保は第一の欲求  る ところ  この国の政策は

 料安全保障を放棄し の  る   稲 のみ 集 し 結果のイ 米の 剰生産を減

反の強制  っ 対応し  生産を放棄すること 対し 補助金を出し の  る 稲の

     安全 安定生産   の麦 雑穀の生産 維持すべき  っ  世界的 人 

激増や環境変動の と  不安定  料生産と需要の 大  っ  海外からの 料輸入

 全面的 依存は き   この国 暮らしの基盤  る森とむら 農林 生産を 視し 

 料安全保障を怠っ  るの      料の安全 安心は家族  地域社会 確保  

ば ら       自然や伝統的 生 を学ぶことを保証する必要  る 最近の山火

事や野生動物の害は森とむらを衰退   結果    気候変動以前の問題  る  

 第 2 の人生はユ    大陸各地  び 本各地への旅  くの年月を費やし  イン

ド（ ンガ    農科大学）とイ  ス（カン     ケント大学）の地 都市 は 

 ティカ    イ（ ン ッ   ジャ ト プ   ン大学） は大学院の集 講義 

ど  しばらく暮らす機会を得  この め と わけインド農村の暮らし 西欧の農村

景観から大き 心象を受け  第 3 の人生 は 旅 観 こと 考  こと ユ    

の旅行  く んの農家から分譲を受け   植物の   標本を用   験研究  び

フィ  ド 査研究の 果を  カイヴすること し   
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略歴 

愛知県生まれ 東京学芸大学名誉教授 民族植物学  び環境学習原論専攻 雑穀の起

原と伝播のフィ  ド 査  験研究 環境学習の 践と 論研究  

静岡大学 学部生物学科卒  東京教育大学大学院農学研究科修了 農学博士（京都大

学）  農科大学（インド  ンガ   ）客員教授 ケント大学 王立植物園   （イ 

 ス）研修員   ジャ ト プ   ン大学（ イ  ン ッ ）客員教授ほか 国立遺

伝学研究所研修員 国立民族学博物館共同研究員 東京外国語大学 ジ   フ カ言語

研究所フェ    どを行っ  東京学芸大学農場（現 環境教育研究セン  ）を 40年

間維持管  学部環境教育専攻 大学院修士課 環境教育  ス 連合大学院博士課 教

育構造論講座（環境教育学研究）を担当し 自然文 誌研究会 雑穀研究会  本環境教育

学会 環境教育研究セン   どを創 し  環境教育推 を提案し 議員立   き   

 主 書籍は 『持続可能 社会の めの環境学習』（共編） 『インド亜大陸の農牧文 複

合』（阪本寧男編 分担執筆） 『民族植物学』（C. Cotton 共訳） ど  
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